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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　はじめに




　はじめまして。あるいは随ずい分ぶんとおひさしぶりの読者様もいるかもしれません。

　藤浪智之ふじなみ・ともゆきと申します。




　本書は、テーブルトークＲＰＧ『ダブルクロス The 3rd Edition』（『ＤＸ３』）のリプレイです。

　この本だけでもストーリーが完結した、一冊さつで楽しめる内容になってます。




　テーブルトークＲＰＧ（ＴＲＰＧ）とは、人間同士の会話と、ダイス（サイコロ）などによるルール処しよ理りによって、進行するゲームです。

　数人のプレイヤーは、架か空くうのキャラクターになり、審しん判ぱん・進行役であるゲームマスター（ＧＭ）の用意した状じよう況きよう（シナリオ）に挑いどみます。

「ゲームでもあり、物語でもある」のがＴＲＰＧの特とく徴ちようです。ゲームが終わったときに、全員で共有した、ひとつの物語ができていることに気づくでしょう。

「ＴＲＰＧリプレイ」は、そうしたゲームの記録をまとめたものです。ＧＭである私わたしと、プレイヤー四人の皆みなさんとＴＲＰＧを遊んで、生まれた「物語」なのです。

　一種の「ライブ感ある小説」として読んでも楽しんでいただけると思いますが、もし「自分でも、こんな体験をしてみたい」と思ったなら、ぜひともＴＲＰＧに挑ちよう戦せんしてみてください。

　本書にはデータパートとして、『ＤＸ３』対たい応おうのデータも収しゆう録ろくされています。『ＤＸ３』ルールブック１、２とあわせれば、あなたもこの「カオスガーデン」という世界へ旅立つことができるのです。

　すでに『ＤＸ３』ファンの皆様はもちろん、本書で語られる「動物たちの物語」に興きよう味みを持ったかたも、ぜひとも、この「混沌の園カオスガーデン」を覗のぞいてみてください。




『ＤＸ３』は、現げん実じつと少し異ことなる近未来。架空のウィルスによって異い能のう力りよくを得た人間たちの物語です。多た彩さいな超ちよう能のう力りよくによる戦いといったアクション要よう素そのみならず、失われる人にん間げん性せいや、他者との絆きずなといった要素もルールに組みこまれた、ドラマティックなＴＲＰＧです。

　そして本書で扱あつかう「カオスガーデン」は、その世界における「ウィルスによって、知ち性せいと異能力を得た動物」たちに焦しよう点てんをあてたものです。

　動物が主人公でどんな物語になるのでしょうか？　従じゆう来らいの『ＤＸ３』ファンの皆様からすると、どんな違ちがった物語になるかも気になるところでしょう。

　その答えは……どうか本ほん編ぺんでどうぞ。

　ちょっと変わった、ＴＲＰＧの冒ぼう険けんを、味わっていただければ幸いです。
















　　　　ものがたりのはじまり　EAST of EDEN




　二〇一〇年、冬。

　東京は秋あき葉は原ばらにある、ゲーム制せい作さく会社Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．。

　かつて、自分がお世話になっていたこの会社に、私わたしこと藤浪智之ふじなみ・ともゆきは訪おとずれていた。実じつ際さい足を運ぶのも、実にひさしぶりである。




藤浪：ごぶさたしてます。

矢や野の：こちらこそ、ごぶさたしております。

鈴すず吹ふき：いや、本当にひさしぶり！




　挨あい拶さつする私と向かい合っている人物はふたり。

　ひとりは、本書を手にとっている人なら、当然ご存ぞん知じであろう。

『ＤＸ３』をはじめとする、『ダブルクロス』シリーズのゲームデザイナー、矢野俊しゆん策さくさんである。矢野さんとは実際にお会いする機会は少なかった私だが、常つねに爽さわやかな印象が残っていた。その日も、人当たりのよい笑みを、矢野さんは浮うかべていた。

　もうひとりは鈴吹太た郎ろうさん。こちらも読者の皆みなさんはご存知であろう。このＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の代表取とり締しまり役やくであり、ご自身も『トーキョーＮ◎ＶＡ』『ブレイド・オブ・アルカナ』のゲームデザイナー。なかなか緊きん張ちようする私である。




鈴吹：さて、今日集まってもらったのは、他でもない話で──藤浪さんに、『ＤＸ３』のリプレイを書いてもらえないかという話なんだよ。

矢野：よろしくお願いします。藤浪さんに書いてもらえるとは、嬉うれしいお話です。

藤浪：あ、いや。嬉しいのはこちらです。仕事としてもＴＲＰＧから長らく離はなれていたのに、人気作である『ＤＸ３』のリプレイというお話を持ちかけていただけるとは……。

鈴吹：いやいや、なに言ってるの。藤浪さんは何しろ、あの菊きく池ちたけしさんが学生時代、リプレイ作家になるきっかけになったリプレイを書いたというぐらいのキャリアが長い人じゃないですか。




　言われて私は恐きよう縮しゆくのしきりである。素す直なおに感心する矢野さんの爽やかな笑顔に、かなり居い心地ごこちが悪い。

　話題にあがった菊池たけしさんが、何十冊さつもリプレイを書いている間、こちらは三十年ぐらいかけて、リプレイを書いたのは三冊だけである（そのうち一冊は共きよう著ちよ）。この企き画かくが成立すれば晴れて四冊目というわけだったりするわけなのだ。




鈴吹：なにしろ、藤浪さんはＴＲＰＧの黎れい明めい期きからのプロだからね。あの八〇年代ホラーＲＰＧには編へん集しゆうとして関かかわっているし、某エブリディマジックＲＰＧのデザイナーだし、かのファンタジーＲＰＧ三版や、〝日本最後のＴＲＰＧ〟のシステムもつくったし、あのアーバンアクション２ｎｄも、藤浪さんがいなかったら、世には出ていないからなあ。




　……喋しやべっているのは鈴吹さんであるが、こうしていまキーを叩たたいて文章を書いているのは、本人の藤浪である。その決まり悪さを読者の皆さんは想そう像ぞうしてみていただきたい。話を聞いてると『○○も○○も俺おれが作ったようなものだ』と吹ふい聴ちようしている痛いたいヒトのようである。

「おお」と爽やかな瞳ひとみで、素直に感心している矢野さんの笑顔が痛い。




　　　　＊　　　＊　　　＊




矢野：──とまあ、そんなわけで『ＤＸ３』の「リプレイ＋ステージデータ」という企画が何本か進んでいまして。その一冊をお願いできないかというお話なんですよ。

藤浪：（ふう、ようやく話がおわった……）。おおっ。『ダブルクロス The 2nd Edition（以下ＤＸ２）』にもあった「ステージ」が、『ＤＸ３』でも展てん開かいするんですね。それは楽しみですね。




　ステージとは、『ダブルクロス』のルールと基き本ほん設せつ定ていを用いつつ、本ほん編ぺんとは異ことなる舞ぶ台たい（ステージ）で遊ぼう、というものである。閉へい鎖さされた街を舞台とした『デモンズシティ』、内戦中の東とう欧おうの小国を舞台としたミリタリーもの『陽炎かげろうの戦場』などが存そん在ざいする。

　ちょうど『ＤＸ３』の新たなステージ集『ディスカラードレルム』の作業中だったため、新しく加わる〝巨きよ大だい学園〟ステージ「オーヴァードアカデミア」のお話なども伺うかがった。




矢野：そういった新しいステージもあるんですが、ステージ集に収しゆう録ろくしきれないものもありまして……そういったこぼれたステージをサポートする文庫本の企画なんですよ。

藤浪：なるほど、それはいいですね。『ＤＸ２』で発表された魅み力りよく的てきなステージは色々ありましたからね。「平安京物もつ怪け録」や、ネットゲーム内世界「ロストエデン」……。

矢野：さて、どれがいいでしょうねえ。（資し料りようをめくる）

鈴吹：藤浪さんなら何でも書けるよ。なにしろあらゆるジャンルで仕事してきた人だからね！　ＳＦの「The Two Faces of Tomorrow」も、「マスクドヒーロー」も書けるよ。

藤浪：また、そんなことを（汗あせ）。

矢野：おお、そうなんですか！（爽やかな笑顔の素直な視し線せん）

鈴吹：ミリタリー物も得意だから、田中天たなか・たかしさんの人気シリーズ「トワイライト」がなかったら、「ウィアードエイジ」を頼たのむところだな！

藤浪：（助けてください……）




　それはさておき、本書に先行して田中天先生の、第二次世界大戦前夜の欧おう州しゆうを舞台にした活かつ劇げきステージ「ウィアードエイジ」のリプレイ＋ステージデータ『帰ってきた快かい男だん児じ』も好こう評ひよう発売中である。本書ともども、よろしくお願いします。




矢野：それはそうと、やはり「カオスガーデン」……でしょうか。

鈴吹：うん。俺も、じつは藤浪さんは、カオスガーデンじゃないかと思っていたよ。

藤浪：だったら最初から言ってくださいっ（笑）。




「カオスガーデン」は、『ダブルクロス』のなかでも異い彩さいを放つ、「オーヴァードである動物たち」がＰＣとなるステージである。

　かの手て塚づか治虫の古典作品『ジャングル大たい帝てい』や、アニメにもなった動物文学『冒ぼう険けん者しやたち～ガンバと十五匹ひきの仲間～』、あるいはＴＶアニメ『とっとこハム太た郎ろう』など、いわゆる「動物もの」をテーマにしている。

　じつは、私も打ち合わせの前から、この「カオスガーデン」には惹ひかれるものがあった。

　単に「ほのぼのモノ」というわけではない。「動物の目を通した世界」という、他にはない魅み力りよくがあると思ったからだ。




鈴吹：……で、どんな話とかできそうかな？

藤浪：そうですねぇ……。やはり王道的に『ガンバの冒ぼう険けん』みたいな話はどうでしょうか。動物たちがパーティを組んで、ジャーム化した邪じや悪あくな獣けものと戦うわけですよ。アニメの『ガンバの冒険』みたいに、まずは、人間の世界を旅していって、やがて野生の地へ……という展開なんか、面おも白しろいと思いますよ。

矢野：たしかに王道ですが……それは、キャンペーン向けですよね。

鈴吹：う～ん。今回の本の企画は、単発リプレイだからね。

藤浪：そうですか……。では、ちょっとやってみたいシチュエーションがありまして。『テイルチェイサーの歌』という小説がそうなんですけど、「動物の側から見た人間の世界」って感じのシナリオができると面白いなあと思います。たとえば「昔、人間に飼かわれていた動物」がオーヴァード化して、ノラになった話、とか。

矢野：飼かい主ぬしとのロイスが、タイタス化したりするわけですね。

藤浪：そうです。そうやって「人間」が関わってくると、『ＤＸ３』っぽいんじゃないかな、と。……あ、でも、それだと「カオスガーデン」の設定とは違ちがってきちゃいますね。

鈴吹：いや。今日はブレストだし、必ずしも『ＤＸ２』の設定にこだわらなくてもいいよ。

矢野：前のカオスガーデンという島の設定は「その島出身ということにする」という、動物オーヴァードの背はい景けいのためという意味も大きかったんですよ。今回あらためてまとめるなら、もっと色々な背景の動物キャラクターもできるようにしたいと思ってましたし……。

鈴吹：うん。野の良らネコとかできるなら、俺は『ルドルフとイッパイアッテナ』みたいなキャラをやりたいな。主人公のルドルフじゃなくて「イッパイアッテナ」のほうを（笑）。

藤浪：あのイッパイアッテナは、いいキャラクターでしたからね。……ええと、それじゃあ、こんなアイデアもあるんですが。飼われている動物なんだけど、実は正体を隠かくしたオーヴァードで、飼い主が知らないところで、密ひそかに活動している……とか。

鈴吹：あはは。まさに『ＤＸ３』の学園モノのヒーローの動物版ばんという感じだな。

藤浪：アニメにもなった『サイボーグクロちゃん』というマンガがそんな感じでして、『サイボーグ００９』で描えがかれたような、サイボーグの悲ひ哀あいをテーマにしつつ、立場は「飼かい猫ねこ」という話で……まあ、ネコとか飼かってると「自分が知らないところで、世界を守るために戦ってるかも？」なんて、妄もう想そうするものなんですけどね（笑）。

矢野：『ＤＸ２』版カオスガーデンでもイメージソースのひとつに挙げていた『とっとこハム太郎』もそういう話ですからね。

藤浪：それから、ジャック・ロンドンの小説『野生の呼よび声ごえ』は、裕ゆう福ふくな家で飼われていた犬が、売り飛ばされて苛か酷こくな世界に投なげ込こまれるんですが、そこで別の人間と絆きずなが出来ていく話で──。




　さらに数時間後……。




矢野：いろいろアイデアが出ましたね。今回、データパートも増ぞう強きようするつもりだったので、ありがたいですよ。

藤浪：いやいや。お役に立てて良かったです。




　口ではそう言いながら、内心はちょっと自じ慢まんの私である。すぐに調子に乗るところが、昔からの悪い癖くせであった。




藤浪：私も楽しみですよ。「元・飼われ動物」と「人間世界にまぎれこんだ野生動物」、それに「動物の王」が一いつ緒しよに事じ件けんに立ち向かうとか、これはワクワクしますね。

鈴吹：うん、そうだな。……じゃあ、そういうリプレイをひとつ頼むよ！（笑）

藤浪：……へ？




　言われて私も気がつく。調子に乗って忘わすれていたが、そういえばリプレイを書くのは自分であった。

「こんな動物キャラや、こんな動物キャラも出来るようにしましょう！」とか無む責せき任にんなことを言っていたのはどこのどいつか。……すみません、私です。




藤浪：あ、いやその……。しかし、私は『ＤＸ３』も全然経けい験けんがないですし、さっきの話からも分かるように、ベテランとか言っても、古いＴＲＰＧユーザーなもので。やっぱり、今回は、もうちょっと単たん純じゆんな話にしたほうがいいのではないかと……。

矢野：経験がないなら、ちょうどいいですよ。今度一緒に『ＤＸ３』をプレイしましょう！




　爽やかな笑顔でそう言う矢野さん。

　そして、鈴吹さんはこう言った。




鈴吹：藤浪さんが「古いＴＲＰＧユーザー」っていうなら、そういう人間が『ＤＸ３』のＧＭに挑いどんでみるって感じで書いてくれればいいんだよ。誰だれだって最初は初めてなんだしさ。

藤浪：う～ん……。

鈴吹：さっき話したみたいな、動物ものの話をやってみたくない？　俺は話をきいて、プレイヤーをやりたいって思ったけどなあ（笑）。




　私は考える。

　この機会に『ＤＸ３』というゲームシステムに挑ちよう戦せんしてみたいという気持ちもあったし、なにより、先ほど語ったような「新しい物語」が出来る、というのは魅力的ではないか。




藤浪：わかりました。ただ、やはり『ＤＸ３』をいろいろ勉強して、実際にプレイも体験したりしてからにしたいので、そのあとに改めて……ということであれば。

鈴吹：うん。この企画は、しばらく先で、実際本になるとしても一年後ぐらいだから、ゆっくりやってくれればいいよ。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　一ヶ月後……。




鈴吹：ごめん。藤浪さん。企画が通っちゃって、このリプレイ『ＤＸ３』の十周年記念の一いつ環かんで出すこと決まっちゃった。……夏までに書ける？

藤浪：うわあ。




　……とまあ、これが、この本の企画のはじまりである。




　それから紆う余よ曲きよく折せつを経て、本書に収録されるプレイに至いたるのは、数ヶ月後。

　明けた二〇一一年には十周年を迎むかえ、多数のプロジェクトが進行する『ＤＸ３』全体のなか、多た忙ぼうをきわめる合間に、本書リプレイのため『ＤＸ３』のプレイの場を設もうけて、丁てい寧ねいに付き合っていただいた矢野俊策さんと関係者皆みな様さまには、改めて感かん謝しやの意を表したい。




　本書は、私が、ひとりのＴＲＰＧユーザーとして、『ＤＸ３』という新しいＴＲＰＧのステージに挑戦する物語でもあった。企画進行中、「楽園から、新しい世界に旅立つ、動物たち」の姿すがたと自分を重ねてしまうのは……いささか格かつ好こうつけすぎだろうか？

　ともあれ私は本プロジェクトを、いつしか無む意い識しきにこう名付けていた。




　──〝イースト・オブ・エデン〟と。
















●用語

ＧＭ：ゲームマスター。ＴＲＰＧセッションの進行役をつとめ、シナリオを用意して、ゲーム内の人物や状じよう況きよう描びよう写しや、ルールの審しん判ぱんなどを行なう役。

プレイヤー：ＧＭ以外の参加者。ひとりずつキャラクターを受け持ち、ＴＲＰＧセッションに参加する。ＰＬと略りやくされることも。

ＰＣ：プレイヤー・キャラクター。ＰＬの受け持つキャラクターで、ＴＲＰＧの主人公たち。

ＮＰＣ：ノン・プレイヤー・キャラクター。ＰＣ以外のゲーム内登場人物のこと。敵てきキャラクターや、ヒロインなどの重要人物のほか、協力者や通行人まで含ふくむ。全すべてＧＭが演えんじる。

ダイス：サイコロのこと。『ＤＸ３』では、十面体ダイスを複ふく数すう個こ、判はん定ていに使用する。

レネゲイド：謎なぞのウィルス。人間の遺い伝でん子しを書かき換かえ、超ちよう常じよう能のう力りよくを発はつ揮きさせる。

オーヴァード：レネゲイドウィルスによって超ちよう人じんとなった者。『ＤＸ３』のＰＣは全てオーヴァードである。その存在はレネゲイドと共に、一いつ般ぱん社会には隠いん匿とくされている。

侵しん蝕しよく率りつ：レネゲイドにどれだけ侵蝕されているかを意味するパラメータ。それが高いほど超常能力は威い力りよくを増ますが、理り性せいや他者との繫つながりを失う危き険けんがある。

ＵＧＮ：ユニバーサル・ガーディアンズ・ネットワーク。オーヴァードによる、平和を守るための世界的組そ織しき。オーヴァードを保ほ護ごし、その力の悪用や犯はん罪ざいと戦う。

ＦＨ：ファルスハーツ。ＵＧＮと敵てき対たいするオーヴァード国こく際さい組織。その存在は謎も多い。







　　　　PREPLAY　Chaos Garden 2011




　二〇一一年、某ぼう日じつ。東京は秋葉原にある、ゲーム制作会社Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の事じ務む所しよ。

　季節は、春となっていた。

　本日は、いよいよプレイ収録の日である。

　まずは、新しい『カオスガーデン』の物語に共に挑んでくれる、プレイヤーの皆さんを紹介しよう。





▼矢野俊策さん（以下、矢野）



　言わずと知れた『ＤＸ３』のゲームデザイナー。『ＤＸ３』をはじめ、数々のＴＲＰＧ開発やリプレイ執しつ筆ぴつの作品も多数。現げん在ざいは『ＤＸ３』『アリアンロッド・サガ』の小説家としても活かつ躍やく中の、ゲームクリエイター。

　そして、多数のＴＲＰＧリプレイに参加する名プレイヤーでもある。〝クレバー矢野〟の異い名みようをとり、知的なロールをするいっぽう、コミカルなキャラも演えんじる一ひと筋すじ縄なわではいかないプレイヤーという。……さて、今回は？




ＧＭ：今回はデザイナーの矢野先生がいるので、心強いです。いままでもプレイのお付き合い、ありがとうございました。えー、ひとつ今回は、お手本になるようなキャラクターをお願いします。

矢野：ふっふっふ……。

ＧＭ：なんですか。その笑いは！





▼しのとうこさん（以下、しの）



　矢野先生と並ならんで『ＤＸ３』ファンにはおなじみ。初代『ダブルクロス』からシリーズを通してメインイラストを担たん当とう。他ＴＲＰＧでも活躍のイラストレイターさんだ。『ダブルクロス』や他ＴＲＰＧをお仕事だけでなく、趣しゆ味みでも熱心に遊ばれていて、ＴＲＰＧリプレイにも多数参加しているプレイヤーでもある。

　プレイヤーとしての、しのさんは、他プレイヤーを助け、ときには場のまとめ役に奔ほん走そうする、誠せい実じつなプレイをされているという印象だった。




ＧＭ：実は、しの先生とも、何回か『ＤＸ３』のプレイをご一緒させていただいているんですね。テストプレイというか、この『カオスガーデン』の別シナリオをプレイしたときにも、ご足労いただきまして。

しの：いえいえ～。あのときは、しばらく『ＤＸ３』のプレイヤーやってなかったので、良かったです！

ＧＭ：本当に、ＴＲＰＧがお好きなんですね～。

しの：前のプレイでは、矢野先生はイヌで、私はニワトリでした！

藤ふじ井い：ニワトリ!?




　リプレイに先立ち、先日プレイした、カオスガーデン・ステージでのプレイのときの話である。そのセッションでは「ＰＣ②」枠わくで、「シナリオの敵であるＡオーヴァードと、かつて同じ群むれの仲間」という設定。「同じワークスの動物の敵が登場する」という趣しゆ向こうで、それはプレイ開始前に説明してあった。

　他のＰＣとの差別化も考えて、トリを選ぶことにしたしのさんだったが、「それでは、敵が〈飛行〉能力を得てしまい、戦せん闘とうで苦戦する！」と気づき、急きょ「ニワトリ」としたのである。さすがは歴戦の『ＤＸ３』のプレイヤーであると、このＧＭ、感服したものだった。

　まあ、敵がニワトリとなったおかげで、シリアスを狙ねらっていたシーンが、ことごとく爆ばく笑しようの渦うずになったのではあるが……（笑）。





▼藤井忍しのぶさん（以下、藤井）



『ダブルクロス』シリーズをはじめ、数々のＴＲＰＧリプレイを執筆するクリエイター。プレイヤーとしても多くのリプレイに参加している。『ＤＸ３』のリプレイ「ジェネシス」シリーズでは、ヒロイン「敷しき島しまあやめ」を熱ねつ演えんしており、ファンの皆さんにはおなじみだろう。今回はじめてプレイをご一緒するが、プレイヤーとしての藤井さんは、〝他人のために一いつ生しよう懸けん命めいになり〟〝本気になって考える〟という心のこもったプレイをされるという。




藤井：よろしくお願いしま～す。

矢野：実は『ダブルクロス』シリーズを通してでも、しのさんと藤井さんが、同時にプレイヤー参加するのは初めてなんですよね。

しの：はい。今回はそういう意味でも、私も楽しみでした！

矢野：「動物もの」企画ということもあって、今回は女じよ性せい陣じんプレイヤーに多く参加してもらおうと思いまして。

ＧＭ：ひょっとして『ＤＸ３』リプレイ的にも、豪ごう華かな企画なんじゃないでしょうか。ＧＭ、ますます緊張してきました。





▼鈴吹太郎さん（以下、鈴吹）



　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．代表取締役にして、『トーキョーＮ◎ＶＡ』『ブレイド・オブ・アルカナ』などのＴＲＰＧデザイナーでもある。開発やリプレイ、テストプレイやイベントで関わっているＴＲＰＧの数は、もはや数知れない。

　そして、そんな激げき務むのあいまに時間が空くと、趣味でＴＲＰＧをプレイするという、根っからＴＲＰＧを愛している人物。私わたくし事ごとで恐縮であるが、ＧＭがかつて社員としてお世話になった恩おん人じんでもあり、今回はほぼ十年ぶりに、同じ卓たくを囲むことになる。

　プレイヤーとしての鈴吹さんは、実に多た彩さいなキャラクターを演じる。人間以外の存在や、奇き抜ばつな設定のキャラを演じることでファンの注目を引くが、じつはきめ細やかな心理をもった人物を描えがく、深いプレイをされる人ではないかと思う。




ＧＭ：というわけで、企画当初からの流れで、鈴吹さんにも参加していただくことになりました。

　それにしても豪華なプレイヤー陣じんですね。『ダブルクロス』ファン的にも、これはすごいのでは。正直、読者さんから見ると「それはそうと、このＧＭのフジナミって誰？」状じよう態たいだと思いますが。

鈴吹：いやいやいや！　……あ、そうだ。しのさんと藤井さんにも、改めて言わないとな！　えー、この藤浪さんはですね。ＴＲＰＧの黎明期のころ、リプレイを書いた人で、そのリプレイを読んで菊池たけしさんはＴＲＰＧを始めたんだよ！

藤井：ほおっ!?

鈴吹：それから『トーキョーＮ◎ＶＡ ２ｎｄ』の開発に関かかわっていて……。

しの：そうなんですかっ！

ＧＭ：……社長、もう、やめてください。

矢野：（笑）。




　去年の冬の気まずさが、今日もまたくり返されるＧＭであった……。




ＧＭ：しかし、まあ真面目まじめな話をしますと、そういうタイトルの話が出ると懐なつかしいですね。

鈴吹：そういえば、藤浪さんとこうしてＴＲＰＧで卓を囲むのは、本当にひさしぶりだな。前にＴＲＰＧしたのはいつごろだっけ。

ＧＭ：『トーキョーＮ◎ＶＡ』をよくご一緒しました。ただし『２ｎｄ』や『Ｒ』の頃ころです。

鈴吹：なにしろ、矢野くんが来る前だしなァ。

ＧＭ：いや、時代の流れを感じますね。




『ＤＸ３』ファンの皆さんには、改めて説明するまでもないことかもしれないが……一九九〇代初頭はＴＲＰＧに、現在の意味での「シーン制」が登場した黎明期でもある。その後、「フェイズ進行」「ＰＣ番ばん号ごう制せい」「シナリオハンドアウト」などが登場した。

　一九八〇年代から一ファンとしてＴＲＰＧを見てきたＧＭにとって、これは革かく命めい的てきな「新しいテクノロジー」だった。それが結集された『ＤＸ３』を手にして、改めて驚おどろくばかりだ。

　今回ひさしぶりのＴＲＰＧリプレイ企画で、プレイヤーの皆さんと共に、また読者の皆様と共に、新しく語られる物語を見ていけたら、と思う。




ＧＭ：そんなわけで、慣なれないＧＭでありますが、よろしくお願いします～。

矢野：こちらこそ、よろしくお願いします。……さて、皆さんに改めて、今回のリプレイの趣しゆ旨しを説明することにしましょう。今回は、ＰＣが全員、動物のオーヴァードになる、というステージです。

ＧＭ：いうなれば「どうぶつダブクロ」、略りやくして「どブクロ」です。

鈴吹：いや、そこは「オーヴァードうぶつ」だろう！

矢野：……略りやく称しようは、どうでもいいです。

藤井：全員動物というと、『ＤＸ２』にもありましたね。カオスガーデン。

矢野：はい。『ＤＸ２』のときは、カオスガーデンという「動物オーヴァードだけが住む島」がステージの舞台だったんですが、今回は『ＤＸ３』に対たい応おうして発はつ展てんし、設定は島の外まで広がりました。ＥＸレネゲイドである動物は「Ａオーヴァード」という存在として、明めい確かくに定てい義ぎされています。人間のオーヴァードと同じように、Ａオーヴァードも世界中にいますし、ＵＧＮにも、ＦＨにもエージェントとして、Ａオーヴァードが所しよ属ぞくしてます。

プレイヤー一同：おおっ！

ＧＭ：そして、今回はその設定に基もとづいてシナリオを用意しました。みなさんは今回、「人間の社会のなかで生きる、動物オーヴァード」となっていただきます。

矢野：このリプレイではじめて使用される、出来たての『ＤＸ３・カオスガーデン』対応のデータもここに用意してあります。

しの：（プリントを見て）やっぱりワークスが「イヌ」とか「ネコ」なんですね（笑）。

藤井：アイテムに「不思議な木の実」が！（笑）




　新しいデータに盛もり上あがるプレイヤーのみなさん。

　それがテーブルに染しみ渡わたったところで、ＧＭは一いち枚まいの紙を取り出した。




ＧＭ：さて。それでは、今回のトレイラーです。
















「トレイラー」とは、セッションに先立ち、プレイヤーの皆さんに読み上げる「今回のシナリオの予告篇へん」である。さながら、映えい画がの予告篇（トレイラー）のように、今回のシナリオがどんな雰ふん囲い気きであるかを語り、イメージを共有するという意味がある。




しの：……なるほど。トレイラーは、ＮＰＣのヒロイン視し点てんなんですね。

ＧＭ：はい。今回の皆さんは、それを救うＡオーヴァード、となります。

藤井：それよりちょっと聞きたいんですが……コレはなんですか？

ＧＭ：え？　トレイラーですが。




　読者のみなさんにはわかりにくいかもしれないが、当日、さきほどのページにあるような「トレイラー」をＧＭは実際に用意して、プレイヤーの皆さんの前に出していた。




ＧＭ：自分が『ＤＸ３』のＧＭをやるときは、ぜひこういうトレイラーをつくってみようと思いまして。ほら、映画や演えん劇げきのフライヤーみたいな感じで。……『ＤＸ３』で、こういうことをするＧＭのひと、けっこういませんか？

矢野：いません（笑）。

ＧＭ：ちなみにいろいろ試ためしてみたんですが、文字組みをこうやってナナメにすると、ダブルクロスっぽくなるのでオススメです。

しの：そんな、妙みように細かくて具体的なテクニックガイドを紹介されても！

鈴吹：（笑）。藤浪さんは、昔から、こういうマスタリングをしてたんだよね。ＮＰＣのイメージイラストとか、シナリオに出てくる地図とか手紙とか、こうやって実際に作んの。

ＧＭ：八〇年代的なＴＲＰＧテクニックですよね。『クトゥルフの呼び声』のシナリオなんかには、日記の断だん片ぺんとか新聞記事とか付ふ属ぞく物ぶつが実際に作ってあって、初期情じよう報ほうでプレイヤーに渡わたすような内容のものがあったんですよ。そのへんをマネしました。

鈴吹：そういうのを「Handout」って元々言ったんだよね。

藤井：へえ。あの「ハンドアウト」ですか!?

鈴吹：そうそう。つまりＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．で「ハンドアウト」という名めい称しようを、この鈴吹太郎に初めて教えてくれたのは、藤浪さんなんだよ！

ＧＭ：……社長、もういい加か減げん、やめてください（汗）。




「ハンドアウト」は『ＤＸ３』のユーザーの皆さんならおなじみの用語だろう。

　じつはＴＲＰＧのなかでも古い語ご源げんをもつこの言葉。『ＤＸ３』においては、シナリオの初期状況の情報が書かれた紙し片へん、という意味で使用されている。

　そして、プレイヤーキャラクターそれぞれの異ことなる視点や、状況の違った立ち位置なども意味するのだ。

　この情報は、シナリオ開始前に全すべてのプレイヤーに開かい示じされ、どの立ち位置を選ぶか、を話しあって決めるところからゲームははじまるのである。




　多くの『ＤＸ３』のシナリオがそうであるように、「ひとつの事件に、それぞれ異なる立ち位置から挑いどむキャラクター」や、「視点の異なるキャラクターそれぞれから見たひとつの事件」といったシナリオ構こう造ぞうが可か能のうとなる。プレイヤー側からすれば、さまざまな立ち位置を選べるという魅力があり、ＧＭ側からすれば、シナリオ制作の腕うでのふるいどころである。




　このような「ハンドアウト」であるが、今回の「カオスガーデン」では、もうひとつ重要な意味を持っていた。人ではない「動物としての立ち位置」そのものを、これによって語り、プレイヤーに「人間ではないもの」になってもらうための、いわば物語の扉とびらでもあったのだ。




ＧＭ：それでは今回のハンドアウトです。





ＰＣ①用ハンドアウト




ロイス：〝楽園のイヴ〟推すい奨しよう感かん情じよう　ポジティブ：庇ひ護ご／ネガティブ：恐きよう怖ふ




推奨カヴァー／ワークス：イヌ、ネコ、ウサギ、フェレット



　キミはかつて、人間に飼われる幸せな「ただの動物」だった。ある日、突然の事じ故こに襲おそわれたとき、キミは覚かく醒せいし飼い主の命を救った。しかしその飼い主は、怯おびえた目でキミに言ったのだ。「……バケモノ」と。

　以来、キミは人間には深入りしないよう生きてきた。……不思議な人間の少女「イヴ」に出会うまでは。




ＧＭ：ＰＣ①は、このステージでいうところの、元ケージ（飼われている動物）の、アンチェイン（野良動物）……すなわち、人間に飼われている動物だった、という背景を持っています。

藤井：いわゆる「ＰＣ①ワク」の動物版ばん、という感じでしょうか？

矢野：ええ。『ＤＸ３』のシナリオやリプレイでも、ＰＣ①は「普ふ通つうの人間が、物語の序じよ盤ばんで、オーヴァードとして覚醒する」というパターンがありますが……。

ＧＭ：それの動物版、という感じですね。動物モノの主人公のひとつの定番である、「物語の序盤で、飼われ動物から、野良になる」という類型のキャラクターです。





ＰＣ②用ハンドアウト




ロイス：〝楽園の破は壊かい者しや〟　推奨感情　ポジティブ：好こう奇き心しん／ネガティブ：憎ぞう悪お




推奨カヴァー／ワークス：イヌ、ネコ、トリ、トラ



　キミは、あらゆる動物が等しく平和に暮くらす〝楽園〟の住人だった。すべての動物が同じ仲間であったけど、とりわけ「イヴ」が親友だった。ある時、海の向こうから〝バケモノ〟の群れがやってきて、〝楽園〟を焼きつくし、キミも死んだ。〝バケモノ〟たちには、毛皮もシッポもなく、後うしろ脚あしで立つ──「イヴ」と同じ姿をしていた。




ＧＭ：続いてＰＣ②は、「ワイルド」、野生動物です。

しの：なんか、思いっきり死んでますけど！（笑）

矢野：問題ありません（笑）。

鈴吹：シナリオのなかで一度死ぬのも『ＤＸ３』では、アリだからなァ（笑）。

ＧＭ：さらりと語っちゃってますが（笑）、「あなたは死んでいる」という導どう入にゆうが出来るというのは、なかなか凄すごいところだと思いますよ。シナリオハンドアウトというシステムだけでなく『ＤＸ３』の世界設定も含ふくめてのものではないかと思いますが。

鈴吹：うん。それはその通りだけど、まだ答えの半分だな（笑）。まあ、セッションが終わったあとにでも、また話そうか。

ＧＭ：なんだろう。気になる……。あ、それはさておき、ゲーム進行に戻もどりましょう。さて、ワイルドも、今回の『ＤＸ３カオスガーデン』で定義された立ち位置です。野生の世界で、オーヴァードとして覚醒していたり、あるいはこのハンドアウトのように、「人間に殺されて」覚醒してしまったような存在なども含ふくまれます。





ＰＣ③用ハンドアウト




ロイス：犬飼弥生いぬかい・やよい（ＵＧＮ職しよく員いん）　推奨感情　ポジティブ：連帯感／ネガティブ：不安




カヴァー／推奨ワークス：ＵＧＮカブズ／イヌ、トリ、ネコ



　キミは、ＵＧＮで育てられた、Ａオーヴァードである。通つう称しよう「カブズ（幼よう獣じゆうたち）」。訓練を続けてきたキミに初めての本ほん格かく的てきな任にん務むが与あたえられた。勇んで、パートナーのヤヨイと共に任務に向かったキミ。……そこで見たのは、滅ほろぼされた動物たちの島と、死体から蘇よみがえったＰＣ②──キミと同じＡオーヴァードの姿だった。




ＧＭ：ＰＣ③は、ＵＧＮに所属するという動物です。

藤井：ＵＧＮ動物部隊ですか！　というか……いるんだ！（笑）

ＧＭ：矢野さんとの打ち合わせのあいだに、固まった設定なのですが……。

矢野：ＥＸレネゲイドが一定数確かく認にんされている世界ならば、当然ＵＧＮにも所属していて、組そ織しき的てきに活動しているだろう、ということになりました。もちろん、ＦＨにもいます。

ＧＭ：イメージとしては、警けい察さつ犬けんや災さい害がい救助犬、軍用犬などを想像してください。警察犬の訓練士にあたる人間のパートナーがいて、それと共に行動したりする、という設定です。

矢野：通つう常じようの『ＤＸ３』の「ＵＧＮエージェント」「ＵＧＮチルドレン」の動物版で、ある意味、動物キャラクターとして参加しやすい立ち位置ですね。





ＰＣ④用ハンドアウト




ロイス：サジェス　推奨感情 ポジティブ：誠せい意い／ネガティブ：不信感




推奨カヴァー／ワークス：トラ、ワニ、水すい棲せい生物、ドラゴン等の幻げん獣じゆう



　キミは、この街の暗あん渠きよに自分の王国を持つ支し配はい者しや──瀝青密林アスフアルト・ジヤングルの王だ。闇やみに棲すむ動物たちを支配し、見返りに庇護している。ＵＧＮとかいう人間の群れともうまく付き合っていた。そんなある時、キミの王国の動物たちが、次々に姿を消すという事件が起きたのだった。キミは、王国の王として、臣民を守らねばならない。




鈴吹：カッコいいのが来たな！　というか「瀝れき青せい」なんて字じ面づらで見ることめったにないぞ！

ＧＭ：ＰＣ④は、今回の『ＤＸ３カオスガーデン』で導入された設定「コロニー」の「コロニーリーダー」です。

矢野：普通の人間が知らないところで、ＥＸレネゲイドによる動物たちのコロニーは、世界中にある……という設定で、その「群れのリーダー」ということになります。『ＤＸ２』版のメイン舞台であった「カオスガーデン」という島も、今回の設定では、そういったコロニーのひとつなのだ、という位置づけになります。

ＧＭ：Ａオーヴァードの群れを率ひきいている場合もあれば、普通の動物たちの長である「賢かしこくて強い動物」である場合もあります。あと「伝説の獣けもの」や神しん獣じゆう、いわゆる山や沼ぬま地ちの「ヌシ」なんかも含まれます。

鈴吹：モルガン・ル・フェイが、堂々とＰＣで出来るというわけだな！

ＧＭ：さて、それでは皆さん、ハンドアウトを選んでください。




　じっさいのルールでも、プレイヤー同士で希望をのべたり話しあいながら、誰がどのハンドアウトを選ぶか決めることが推奨されている。

　どんなキャラクターをつくるか、というイメージも考えながら、四人のプレイヤーとＧＭは話し合い、ハンドアウト選せん択たくを行なった。

　結果、ＰＣ①は藤井さん、ＰＣ②がしのさん、ＰＣ③は矢野さん、ＰＣ④が鈴吹さん……となる。




しの：今回は、シンドロームの制せい限げんや、推奨などはありますか？

ＧＭ：特にありませんが、ＰＣ④は「どうやって、人間世界のなかに王国を築きずいているか」を踏ふまえた設定をしてください。

鈴吹：ああ。それはそうだな。

ＧＭ：ハンドアウトには「暗渠に～」と書いてありますが、地下水道などの閉鎖空間にこだわる必要はありません。「エンジェルハィロゥ」や「バロール」で、隠かくされた空間を作っているとか、「ブラム＝ストーカー」で従じゆう者しやを仕立てて、人間社会に潜もぐり込こんでいるとか……。

しの：なるほど。そのへんの設定も凝こると面おも白しろいですね。

ＧＭ：特にエフェクトによる能力を使わず、ノラネコのボスや、公園のハトなんかにして、人間の知らないところで動物を支配している……なんてのもアリです。

藤井：近所のネコ集会が、じつはＡオーヴァードの王国だった（笑）！　とか。

ＧＭ：ええ（笑）。このへんコロニーリーダーのキャラワクの設定は楽しいと思います。今回は、シナリオパターンとしては「ＰＣ④のコロニーが舞台」となりますから、それでビジュアルも決まりますので、よろしくお願いします。

鈴吹：うん。俺は、もう考えたよ。オルクスで〝領りよう域いき〟をつくることにしよう。

ＧＭ：〝領域〟にするのは、良いですよ。それだとどんな幻獣にしたり、異界的な世界にしてもいいわけですからね。「雑木林の奧に深い森が」といった都市伝説的な存在もできます。

矢野：他に、とっておいたほうがいいシンドロームはありますか？

ＧＭ：戦闘バランスなどは……え～と、みなさんのほうが詳くわしいと思いますので、話しあって決めていただければ、と（笑）。

鈴吹：正直なＧＭだ（笑）。




　慣なれないＧＭとは違ちがい、歴戦の『ＤＸ３』プレイヤーである皆さん。さっそく、キャラクター作成に熱中する。

　自分のキャラクターを立てながら、パーティ全体での役やく割わりをお互たがいに考えつつ、相談しながら、シンドロームやエフェクトを決めていくという姿はさすがであった。

　ＧＭは、もっぱら、設定面での相談の受け答えのみとなる。

　データを作成し、外見や設定を考えはじめるプレイヤー皆さんだが……。




ＧＭ：あ。最後にひとつ重要なことがあります。従来の『ＤＸ３』のキャラクターシートにはない項こう目もくですが、「体毛の色や柄がら」、それから「目の色」などは、できる限かぎり決めてください。これは人間キャラクターにおける髪かみや肌はだの色よりも、かなり重要で、動物キャラクターとしての皆さんの特とく徴ちようとなります。

しの：たしかに白いネコと黒いネコでは、かなりイメージが違いますものね。

矢野：それに「白いカラス」とか、「黄色いネズミ」とかになると、それだけでかなり特徴ある動物ということになりますからね。

ＧＭ：動物モノ文学でも、『ガンバの冒険』の敵である「ノロイ（白い毛皮に赤い目）」など印象的なキャラですし、『大だい造ぞうじいさんとガン』の「残雪（残雪のような白い羽根がある）」などは、身体特徴がそのまま名前になってたりします。




　そして、約二時間後。

　四人の……いや、四匹ひきのキャラクターが生まれたのだった。





▼ＰＣ①：ディアーナ、白い子ネコ　～藤井忍






藤井（以下、ディア）：まずは私からですね。名前は「ディアーナ」。ご主人様にバケモノよばわりされて傷きずついて、ノラになったばっかりの。全身真っ白な毛のネコです。

ＧＭ：藤井さんが選ばれたのはＰＣ①……アンチェインで、トラウマある過か去こを持つ動物ですね。

矢野：これは、僕ぼくも藤井さんがピッタリだと思いました。

ディア：愛あい称しようで「ディア」と呼よんでくれてもいいです。月のようなイメージというネコさんです。

しの：月の女め神がみダイアナですね。

ディア：ですにゃあ。

鈴吹：あっ。今日は藤井さんが「にゃあ」と言っても問題ないキャラだな！

ディア：なんか、しっくりしてしまうのがまずいです（笑）。え～と、ハンドアウト見るとヒロインとの関係が深いみたいですけど……オスのほうがよかったでしょうか。

ＧＭ：シナリオ上、性せい別べつはどちらでも大だい丈じよう夫ぶです。

矢野：ＰＣ①の性別によって、ヒロインとの関係が「恋れん愛あい」になるか「友ゆう情じよう」になるか微び妙みように変化するというのは、ふだんの『ＤＸ３』でもしばしばありますからね。

ＧＭ：今回は動物ものなので……性別が違ちがえば、やや「報むくわれることのない恋愛」になり、同どう性せいだと「種族を超えた友情」という、またちょっと変わった感じになるかもしれません。

ディア：じゃあ、やっぱり、女の子のほうがやりやすいので……メスで。ワークスも「ネコ」でよろしいでしょうか？

ＧＭ：はい。じつは、今回も「ＰＣ①と同じワークスの動物ＮＰＣ」が登場するという仕し掛かけがあります。ニワトリでなければ、大丈夫ですよ。

しの：（笑）。

ディア：では、子ネコということで。

ＧＭ：ネコ……と（セッションシートに記入しながら）。え？　子ネコ!?

ディア：ダメですかにゃ？

ＧＭ：そんな子ネコのような目で見られると……（笑）。え～と。ＰＣ①のハンドアウトを設定したときは、「数年前にトラウマを持つ、わりとすれたノラ猫ねこ」をなんとなくイメージしてたんですが……藤井さんのキャラをみるとこれもいい感じなので、ＯＫ出したいと思います。……物語上で、ちょっとまずいことになったら、相談させてください（笑）。

ディア：ありがとうございます。シンドロームは、モルフェウスのピュアブリード。ちっちゃい子ネコなんですが、能力が発動したときは、全身が鋭するどいトゲの、巨大な姿になります。

















▼ＰＣ②：四し狼ろう、銀色のオオカミ　～しのとうこ






ＧＭ：ワイルド（野生動物）で、ヒロインに近しいキャラ……こちらは、しのさんですね。

しの（以下、四狼）：はい。序盤にヒロインを守って死ぬ気全開です！（笑）　ワークスは「オオカミ」で、名前は「四狼」。私も、メスにすることにしました。

ＧＭ：種族を超えた女じよ性せい同士の友情キャラですね。

四狼：でも、口調はオスっぽくて、一いち人にん称しようは「オレ」。「オレの名は、四狼」！　漢字名前で、こう「四」に「狼おおかみ」です。……えーと、一度死ぬキャラだし、最初は「死」とか「屍しかばね」にして「屍し狼ろう」って名乗ろうと思ったんですけど──。

鈴吹：すごくカッコいいけど……それだと、どう見ても敵ボスの名前だよね（笑）。

四狼：はい（笑）。それで、ふつうに「四狼」で。毛皮の色は「銀色」です。目はブルー。

ＧＭ：おっ。銀狼ですか。いいですね。……そういえば、先ほど、人間キャラとちがって「体毛や目の色は決めてください」と言いましたが、逆ぎやくにキャラシートにある「身長体重」「血けつ液えき型がた」については、決める必要はありません。人間とちがってイメージし難がたいと思うので。

矢野：たしか、動物の種類によっては、人間とちがって、ない血液型があったり、ＡＢＯ式とは違ちがう血液型があったりするんですよね。

ＧＭ：そのへんを決めても、意味は薄うすいと思うので……身長体重については、その動物として小こ柄がらなのか大おお柄がらなのか、普通なのか、ということだけ決めておけば良いかと思います。

四狼：四狼は、まあ「オオカミとして普通」かな。

ＧＭ：あと、カオスガーデン用のキャラクターシートには「人間でいえば何なん歳さいか」という項目が設もうけられていますので、それをイメージして書いてください。

四狼：わかりました。あっ。でも星せい座ざは決めたんですよ。というか、これをやりたかったので……「オオカミ座ざ」です！

一同：おおっ！

ＧＭ：なるほど。十二星座ではないですが、そこは人間と違うので、守しゆ護ご星せいみたいな感じにしている、ということでＯＫです。

四狼：ありがとうございます。さて能力ですが……四狼のシンドロームは、ハヌマーン／キュマイラのクロスブリードです。《影かげ走ばしり》で疾しつ走そうして、《獣けものの力》と《完全獣化》《神獣撃》で、一いち撃げき必殺の構かまえで。

鈴吹：うん。これはすごくオオカミっぽいね。

四狼：それはそうと、ＰＣ②のハンドアウトには、「《シェイプチェンジ：》取得推奨」と書いてあったんですが……。

ＧＭ：これは、今回データパートで追加された、カオスガーデン専せん用ようの一般エフェクトです。

矢野：今回は人間社会が舞台になるので、ディアーナみたいなネコならともかく、オオカミとかトラなどの動物は、人間の街で、そのまま活動するには問題があるので……。

ＧＭ：逆に言えば、これを使えば、ゾウでもパンダでも、好きな動物のワークスを選んでも、問題ないというわけですよ。

矢野：そういう意味から、同じ用よう途との二種類が用意されています。ネコやイヌなどの普通の動物の姿に変身できる《シェイプチェンジ：アニマル》と、人間の姿に化ける《シェイプチェンジ：ヒューマン》があります。

ＧＭ：どちらの能力も、さまざまな動物や人間に変身できる能力ではなくて「ひとつだけ、別の姿」を持つ、というわけです。《シェイプチェンジ：アニマル》ならば、たとえばイヌなどのなにか別のワークスを決めておくことになりますし、《シェイプチェンジ：ヒューマン》なら「人間としての姿」をひとつ持つことになります。

四狼：これは、キャラクター的にもどっちを選ぶか迷まようところですね。

ＧＭ：そうですね。はじめてのカオスガーデンステージ、ということで手て探さぐりのところもありますので、これは、まず経験点だけ割わり振ふっておいて、話が進んだところで、どちらを選ぶか決める……ということでかまいません。ＧＭ権けん限げんとして許きよ可かします。

















▼ＰＣ③：ジーアール、ＵＧＮのキリン　～矢野俊策






ＧＭ：続いて、ＰＣ③。ＵＧＮ所属のカブズ、動物版ＵＧＮチルドレンです。

矢野（以下、ジーアール）：これは、私がやることになりました。名前は「ジーアール」です。

ＧＭ：この「ＵＧＮカブズ」枠は、従じゆう来らいの『ＤＸ３』の設定と関係が深いので、私もちょっと不安でしたが……デザイナーの矢野さんが担当してくれるなら、安心ですね！

四狼：矢野先生、前のプレイのときも、ＵＧＮカブズ枠の担当でしたよね。

ディア：へぇ。そうだったんですか。

四狼：ワークスは「イヌ」でしたね。

ＧＭ：知性を持った警察犬というイメージのキャラで、プレイしながら、私も「おおっ。実際のＵＧＮカブズのエージェントはこんな感じか」と実際に見ることができたような感じで、内心感心しておりました。今回もカッコいいエージェント動物を、期待しています！

ジーアール：はい。ワークスは「キリン」です。

ＧＭ：さすが、矢野先生！　キリ……（セッションシートに書きかけて）……キリン？

四狼：あの……幻獣の？

ジーアール：いえ、ジラフのほうです。動物園にいて首が長くて、こう、高いところの草をモシャモシャ食べる──

ディア：キリン？

ジーアール：キリンです。

一同：（爆笑）

ジーアール：……よろしいでしょうか。

ＧＭ：いや、よろしいかと言われましても（笑）。ＧＭの私はいいんですが、公式リプレイに載のってしかも矢野先生がプレイヤーとなれば、これが「ＵＧＮカブズの代表的な動物」ということになってしまう気がするんですが、むしろ、それはデザイナーとして、大丈夫でしょうか!?

ジーアール：…………問題ありません。

四狼：いま、なんか一いつ瞬しゆん、間がありましたけど！（笑）

ジーアール：あ、いや。まったく、なにも問題ありません（笑）。

ＧＭ：わかりました。デザイナー矢野先生が言うなら、きっと……大丈夫かなあ。

鈴吹：大丈夫だよ、藤浪さん。『ＤＸ３』ファンの人は、矢野先生がこういうキャラだって、みんなちゃんと知ってますから！（笑）

ＧＭ：それはつまり、今回のセッションのほうは、全く少しも大丈夫じゃないということを言われているような気が……えー。わかりました。おそらく大丈夫でしょう！

ジーアール：さて、キャラ名はＵＧＮコードネームの略称「ＧＲ」から、という設定です。コードネーム〝哲てつ学がくするキリン〟。シンドロームはエグザイルのピュアブリードです。藤井さんとしのさんが接せつ近きん戦せんタイプなので、遠えん距きよ離りから支し援えんするキャラクターで組んでみました。

ＧＭ：よかった。さすが矢野先生。実はちゃんとしたキャラだった！

ジーアール：遠距離から《伸しん縮しゆく腕》で……。手足でなく首が伸のびる設定、よろしいですか？

ＧＭ：（笑）。キリンであること自体に比くらべれば些さ細さいなことなので、もうＯＫです。

四狼：キリンの首が、さらに伸びて攻こう撃げきを！（笑）。

















▼ＰＣ④：メイビィ、黒いカラス　～鈴吹太郎






ＧＭ：さて、最後はＰＣ④。「アスファルトジャングルの王」。コロニーの支配者です。これは、鈴吹さんですね。

鈴吹（以下、メイビィ）：うん。名前は「メイビィ」。……結局、これはオレかぁ（笑）。

ジーアール：これは、見たときから社長向けだと思ってました（笑）。

ＧＭ：いわば、動物版の〝暗黒街のボス〟的な存在です。今回のカオスガーデンで導入されたものなので、鈴吹さんに演じていただくのは、私も楽しみです。さて、オルクスを選ばれていますので、どんな動物でも、幻獣・モンスターでもアリ、というわけなんですが……。

四狼：前のプレイのときは、中なか村むらやにお先生が「オオマグロ」やってましたよね。こう、空を飛ぶマグロを……（笑）。

ＧＭ：それでもちゃんと機き能のうするところが、『ＤＸ３』のシステムの優すぐれたところだと思いました。だから、キリンでもきっと大丈夫でしょう！（笑）

メイビィ：まあ、出オチは矢野さんにとられたから、オレは普通のキャラでいくよ。

ＧＭ：普通キャラ、大だい歓かん迎げいです！

メイビィ：鳥類の動物がいなかったから、ワークスは「カラス」にしてみたよ。シンドロームは、トライブリードで、オルクスのほかに、ソラリスとブラム＝ストーカー。で、ブラム＝ストーカーのイージーエフェクト《裸はだかの王様》Ｌｖ１で、十体の「従者」がいるんだけど、これを演えん出しゆつで「十羽のカラスに分かれて意い識しきを共有している」という設定にしていいかな？

ＧＭ：おっ。カッコいいですね。ＯＫです。

ジーアール：というか、社長。ブラム＝ストーカーのエフェクトは、そのイージーエフェクトである《裸の王様》しか取得してないのでは（笑）。

メイビィ：この演出したくて、わざわざトライブリードにしたんだよ！（笑）　まあ、ほかのシンドロームにも今回は影えい響きようが出なさそうだったからね。

四狼：それはそうと《裸の王様》なら、十羽のカラスの他に、本体がいますよね？

メイビィ：よくぞ聞いてくれました（笑）。メイビィの本体は、実は公園に生えている「樹き」なんだよ。元はダチョウだったんだけど、大昔に、この地の動物たちを守って一本足で立ったまま、樹になってしまった……という設定。人間たちから見ると、公園に生えている変へん哲てつのない樹なんだけど、実は《不ふ可か視しの領域》で、動物たちだけには入れる〝領域〟があって、本当は広い草原と、そこに生えている大きな樹がある、という感じで……。

ジーアール：社長。すでに全然「普通の動物キャラ」じゃなくなってますが！（笑）

ＧＭ：昔から思ってましたが、よく立て板に水のごとく、そういう設定がスラスラ出てきますね。

メイビィ：まあ、元はダチョウうんぬんは、「そんな伝説があるけど、本当の所はわからない」って感じのほうがいいかな。とにかく、その古い樹に、十羽のカラスが住んでいる。こんな設定だけど、どうでしょうか？（笑）

ＧＭ：う～ん……。いや、設定としては「人間の街のなかの、不思議な世界」という感じで、大変良いので、私わたし的てきにもむちゃくちゃＯＫなんですが……。少々シナリオ上の設定との兼合いが……。あ、いや。やはりここは、魅力的なＰＣ設定のほうを優ゆう先せんさせましょう！　あとで困こまったら、相談するので助けてください（笑）。

ジーアール：大丈夫です！（笑）

メイビィ：最後に名前の「メイビィ」の由来を話しておこうかな。……今回、動物モノのキャラをやるから、『ルドルフとイッパイアッテナ』みたいな渋しぶいキャラをやりたいと思って考えてきたんだよ。

ディア：ふむふむ。

メイビィ：長年生きてきて、名前もたくさんあったから、そのうち沢たく山さんの名前を並ならべて説明するとき、いつも「メイビィ（あるいは）……」って語るんで、いつしか省しよう略りやくされて、それが名前のようになってしまったという設定なんだ。

ＧＭ：了りよう承しようです。長い年月を生きてる伝説の動物、という感じで良いと思います。

四狼：動物キャラクターだと、名前もいろいろ設定考えるのは楽しそうですね。藤井さんの「ディアーナ」は、飼い主がつけたって設定でしたっけ。

ディア：そうです。ご主人様がつけてくれた、大切な名前なんですにゃあ。




ＧＭ：ともあれ四人……いや四匹のキャラクターが誕たん生じようしました。それぞれ立場の異なる動物たちが、どんな出会い方をするのでしょうか……。

ディア：子ネコとオオカミと……キリンとカラスと……。

四狼：キリンだけ、あきらかにおかしい……。
















ＧＭ：さて、キャラクターもそろったところで、いよいよ、プレイ開始です。

ジーアール：ＧＭ、開始の前に、ここでもう一度トレーラーを読み上げるといいですよ。

ＧＭ：あ、そうですね。では。




「世界は、ずっと変わらないと思っていた。昨日と同じ今日。今日と同じ明日……」




　プレイヤーみなさんの注目がいま一度集まる。

　キャラクターが──それぞれが、人ならぬ動物という自分が──出来たあと改めて聞くと、また印象が異ことなって聞こえたことだろう。




「Ａオーヴァード──力と知恵を得た獣けものたちは、彼女を救うことができるのか？

　混沌の園カオスガーデン、それは──」




　真実を知った獣たちの物語。








モルガン・ル・フェイ　『ＤＸ２』リプレイ「ストライク」シリーズに登場した、三田誠さんのＰＣ。「カオスガーデン」島の女王であるドラゴン。彼女は今回、公式ＮＰＣとなって、データパートに収録されている。

ダチョウうんぬん　鈴吹さんによれば、絵本『かたあしだちょうのエルフ』（ポプラ社・刊／おのき がく・著）がモチーフとのこと。猛獣と戦って片足を失ったダチョウのエルフ。仲間を守るため、最後は一本の木となる。

ルドルフとイッパイアッテナ　講談社・刊。ＮＨＫ人形劇ドラマにもなった、斉藤洋の児童文学作品。先輩ノラネコが名を聞かれたとき「一杯あってな……」と言いかけたのが誤解され、そのまま呼び名となるエピソードから。













　　　　ＯＰＥＮＩＮＧ ＰＨＡＳＥ




◆Opening01◆子ネコの悪あく夢む


Scene Player ──ディアーナ






　昨日と同じ今日。今日と同じ明日。

　暖あたたかい寝ね床どこ、美味おいしい食事、穏おだやかな睡すい眠みん。

　そして──〝ご主人さま〟の、優やさしい手。

　そんな日々が、ずっと続くと思っていた。

　あの日、すべてが壊こわれるまでは。




ＧＭ：最初のオープニングシーン。シーンプレイヤーは、藤井さんのディアーナです。

ディア：はい。では侵蝕率上じよう昇しようですね。コロコロ……。




　侵蝕率は、『ＤＸ３』における、きわめて重要な変動パラメータである。

　レネゲイドウィルスによって超常の力を得ているキャラクターは、そのウィルスに徐じよ々じよに侵蝕され、衝しよう動どうが高まり、本来の心や感情を失っていく可か能のう性せいがあるのだ。同時に、侵蝕率が上昇すると、肉体能力は高まっていくため、ゲーム中にある程てい度ど上げる必要もある。レネゲイドによる侵蝕は、まさに諸もろ刃はの剣つるぎなのだ。

『ＤＸ３』では、シーンに登場すると侵蝕率が上がるルールとなっている。これは積極的な行動をとるほど……いうなれば世界に関かかわろうとするほど上昇することを意味していると言ってもよいだろう。




ＧＭ：とは言っても、このシーンで描写されるのは過去ですね。あなたは「あの日」──ハンドアウトに書かれた時のことを夢ゆめに見ています。

ディア：じゃあこうやって寝ねながら、ヒゲがピクピクと……。

ＧＭ：飼われのネコとして、なんの不安もなく暮くらしていた頃です。その日、あなたは、格こう子しのある箱に入れられました。

ディア：オ、オリに入れられたにゃあ！　ジタバタ。寝ながら足を突つっぱらせます。

ＧＭ：えー。あなたはすぐに思い出しますが、この箱に入れられたときは、飼い主と共に「いつも暮らしている家とは違う場所」へ、行くことになります。

ディア：あ、そうか！　ご主人さまとおでかけにゃあ。うれしいにゃあ。

四狼：……か、可愛かわいすぎる（笑）。

ＧＭ：ディアーナはこのシーンでは、ＥＸレネゲイドとしてまだ覚醒していない「ただの動物」なので、思考の内容も単純で、本当にこんな感じです。

四狼：なるほど。確たしかに子ネコっぽいなぁ。

ＧＭ：あなたはいま、〝箱〟に入ったまま、飼い主のヒザの上に乗っています。まわりには長いイスがあって、ほかにもニンゲンが座すわってます。窓まどがあって、外の景色が動いてます。

メイビィ：電車かバスに乗ってるんだな。

ＧＭ：え～と。その飼い主は、どんな感じの人間とか、設定はありますか？

ディア：そうですね。特にしっかり決めているわけではありませんが。……小学生ぐらいの男の子とか、そんな感じのイメージです。

ＧＭ：了承です。このあと必要になったら、細かく決めてもいいでしょう。どのみち、あなたは子ネコなので、「ご主人さま」をごくシンプルにしか認にん識しきしていません。

ディア：そうなんですか？

ＧＭ：子ネコのあなたから見ると、子こ供どもといっても人間は巨大ですからね。顔とかは認識していなくて、人間の言葉もわかるわけでもなく、あなたにとっては、心地ここちよい匂においと温かさを持つ「手」や「ヒザの上」が、認識しているご主人の姿です。

四狼：絵にすると「首の上が画面の外に切れていて見えてない」とか、そういうイメージかなー。

ジーアール：おお、それっぽい。さすがしのさん。

四狼：いえいえ。てれてれ。

ＧＭ：そういうビジュアルですね。さて、ディアーナ、あなたは頭がぼぉっとして身体からだが熱いです。身体のなかで、なにやら熱いものがムズムズしているような……そういえば思い出しましたが、今朝、熱を出したんですね。

ディア：なんか頭がぽぉ～とするにゃあ……。

ＧＭ：ケースの格子のスキマからご主人が手を入れて、あなたを撫なでています。その口から発している音の意味はわかりませんが、心配している様子が伝わります。

ディア：でも、ご主人さまが心配してくれて、うれしいにゃあ。

ジーアール：ああ。これは、動物病院にいくところであるな。

メイビィ：注ちゆう射しやとかされるよ（笑）。

ディア：ピクッ。……な、なんか痛いことされる場所にいくような気がするけど……いまは忘れているにゃあ。ご主人さまの手があったかいにゃあ。

四狼：か、かわいい（笑）。

ＧＭ：さて、そうして、今日もご主人との平和な日が過すぎていくはずでしたが……。




　──突然。

　キキーという、甲かん高だかい音。急に世界そのものが投げ出されたように大きく揺ゆれる。

　ディアーナの身体が、〝箱〟ごと投げ出されたのだ。激はげしい音、衝しよう撃げき。

　そして〝箱〟が──ディアーナの世界が壊こわれ、小さな身体が投げ出される。




ＧＭ：こんなことは初めてです。あなたは〝箱〟ごと投げだされ、どこかに当たったショックで箱は壊れ、あなたは外に放ほうりだされました。

ディア：にゃっ、にゃあーっ！

ＧＭ：目の前が暗くなり、一瞬の間かもしれませんが、気を失っていたようです。……気がつくと、まわりが真っ赤になっています。あなたが見たこともない、熱くて赤い、メラメラしたものが周囲に……。

ジーアール：炎ほのお、か。

ディア：ご、ご主人さまは？

ＧＭ：床ゆかに倒たおれています。こういう姿で目にするのは初めてですが、匂いと感じから「ご主人」だと、あなたにはわかります。

ディア：とりあえず、駆かけよって、助けようとします。こうやって！（子ネコが、人間のソデをくわえてひっぱるようなしぐさをする藤井さん）

ＧＭ：了承です。あなたがそうやって、夢む中ちゆうで助けようとしたとき……身体のなかにあった、熱いムズムズした「何か」が弾けます。

ディア：え？

ＧＭ：夢中で、ご主人を口にくわえたあなたは、脚あしで地を蹴けると、いともやすやすと「大きな箱」の外側を破やぶり……外に飛び出しました。地面に着地して振ふり返かえると、少し向こうで、横よこ倒だおしになって赤いメラメラに覆おおわれている「大きな箱」が見えます。

ディア：え？　え～と。とにかく、ご主人さまを安全そうな地面にそっと下ろします。

ＧＭ：はい。あなたは、こうやってご主人を地面にそっと下ろし……（ＧＭ、両手で何か小さなものを下ろす仕草をする）。

メイビィ：……なんか小さいな。

四狼：……小さいね。

ディア：な、なんか。ご主人さまが小さくなってるにゃあ！　……ぶ、無事ですか？

ＧＭ：はい。無事なようです。ご主人の人間は、目を覚まして、あなたを「見上げ」ます。

ディア：よかったにゃあ！　ご主人さま～。

ＧＭ：ご主人は……ヒッと声をもらし、怯おびえた目で後ずさりします。

ディア：ど、どうしたの。ご主人さま。あたし、ディアーナにゃあ。

ＧＭ：そのとき、あなたはふいに気づきます。いままでと違い、ご主人の「顔」や「目」をあなた自身が認識していることを。それまで感じていた匂いや雰囲気からも、ひどく恐おそろしがっていることに気づきます。

ディア：ご主人さま、どうしたのにゃあ！

ＧＭ：そして、この口から発している音……人間の言葉の意味が、不意にわかります。彼はこう言葉を発しています。「……バケモノ」。

ディア：バケモノ？　……あわてて、キョロキョロとまわりを見わたします。バ、バケモノ、こわいにゃあ。

四狼：……ディアーナが、すごく可か哀わい想そうになってきた。

ジーアール：場面的には、ここで、自分の姿が見えるといいと思いますよ。

ＧＭ：そうですね。……ディアーナ。ふと、あなたが見上げると、道路に立ってるカーブミラーがあります。……いまでは、あなたはそれが「鏡」であり、自分の姿を正せい確かくに映すものだと理り解かいしています。

ディア：おそるおそる、そのなかを見ます。

ＧＭ：そこには……かよわい、小さな人間の男の子の前にそそりたつ、全身がトゲだらけの、凶きよう悪あくそうな恐おそろしい魔ま獣じゆうの姿がありました。

ディア：こ、これがあたし……ふぎゃー！

ＧＭ：……と、そこであなたは、自分自身の絶ぜつ叫きようで目を覚まします。周りは闇。夜中のあなたのねぐらです。

ディア：しくしく……。涙なみだいっぱいポロポロこぼします。ご主人さまぁ。ううう……。

ＧＭ：この悪夢を見たのは、何度目でしょうか……。もうずいぶん経たつのに、生々しさが消えません……。

ディア：うっ……ううっ、ご主人さま……。

ＧＭ：そうやって覚醒してから、どれぐらい経った設定にしましょうか。

ディア：えーと。二ヶ月ぐらいでしょうか。

四狼：まだ、子ネコのままだ！

ディア：ノラネコになったばかりですが、まだ全然うまくできなくて、お腹なかを空すかせています。暗くら闇やみのなかで、泣きます。

四狼：真っ白で綺き麗れいだった毛皮もいまはすっかり汚よごれて……うう、かわいそうだ。

ディア：ご主人さまと過すごしたころの、あったかい寝床や、おいしいごはんのことを思い出して、またポロポロ泣きます。ううっ。ご主人さまぁ。ポロポロ……。

メイビィ：この悪夢で、侵蝕率が上がったんだな。

ＧＭ：……シナリオ書いたときは、そういうことが「何年前かにあった」という、もうちょっとすれたノラネコをイメージしてたのですが……なんか、自分がすごい悪いことをしているような気になってきました。

ディア：いえっ。このディアーナで、強く生きていきます！

ＧＭ：さて、それでは、どうしますか？　特になにもなければ、このあたりでシーンが終わります。

ディア：じゃあ、ポロポロ泣きながら、でもお腹が空いているので、ねぐらから出てごはんを探さがしに出かけていくというところで……。

ＧＭ：はい。それではそこでシーン終しゆう了りようです。




　ディアーナは、小さな足を踏ふみ出だした。

　もう、あの暖あたたかな部屋はなく、優やさしい手をしたご主人様はいない。

　ひとりぼっちの子ネコは、何度目かわからない涙をこぼしながら、闇の中へと歩んでいく。月だけが、そんな彼女の小さな背せ中なかを見守っていた……。







◆Opening02◆オオカミの死


Scene Player ──四狼






　昨日と同じ今日。今日と同じ明日。

　すべてが穏おだやかに満たされた〝楽園〟。さまざまな種類の〝仲間たち〟。

　そして──愛いとしい少女の、優しい手。

　そんな日々が、ずっと続くと思っていた。

　あの日、すべてが壊れるまでは。




ＧＭ：オープニングシーンその２です。次のシーンプレイヤーは、しのさんの四狼です。

四狼：はい。侵蝕率あげるぜー。

ＧＭ：あ。じつはこのシーンは特殊で、ここではまだ、侵蝕率は上がりません。




　あえて侵蝕率が上がらない、という状況は『ＤＸ３』では特殊ケースであり、なんらかの意味がある。たとえば、このシーンでは「まだ、オーヴァードではない」ということを表わしている。




ＧＭ：えー、ここは〝楽園〟とみんなが呼んでいる場所です。緑豊ゆたかで、あなたのほかにも、いろんな動物が、平和に暮らしています。

四狼：へえー。

ＧＭ：オオカミであるあなたのほかにも、トラやライオン、ウサギやキツネなどが、みんな平和に──。

四狼：へえー。

ジーアール：それは、ムチャクチャ怪あやしいではないか！（笑）

メイビィ：だいたい、みんな何食って生きてるんだよ（笑）。

ＧＭ：あ。ここではみんな、木の実や植しよく物ぶつ性せいのものを食べています。そして、この〝楽園〟は、そういう実りが豊かです。オオカミであるあなた自身、なぜなのか、ここで暮らすようになってから、木の実を食べていれば満足できるようになりました。

四狼：すごいな、さすが〝楽園〟だ！（一同笑）

ＧＭ：さて、この〝楽園〟には、あなたのほかにも様々な動物がいます。ワニや、ゾウやリス、ヘビ……そして、毛皮がなくて後ろ脚あしで立つという、変わった動物である「イヴ」。

ディア：人間だにゃ！

四狼：みんなニンゲンのことは知らないんだな。オレは一いち応おう、見たことあるんだ。外から来たからな。

ＧＭ：変わった動物であるイヴを怖こわがらないこともあって、イヴはあなたの親友です。「おはよう、しろー」

四狼：えーと、ここはさっきのディアーナの夢の場面みたいに、人間の言葉はわからないんだよね。

ＧＭ：いえ。ふつうに話すことができます。この〝楽園〟では、動物同士はみんな、話をすることができて、みんなそれが普通だと思ってます。

四狼：え～？（笑）

ＧＭ：「おはよう、しろー！」

四狼：まあ、いいや。深く考えないことにする！　おはよう、イヴ～！　で、内心「う～ん。イヴは、今朝も可愛かわいいなあ～」と顔がニヤけています。

ディア：ニヤけてるんだ！

四狼：イヴのこと大好きなんだよ（笑）。

鈴吹：イヴは何歳さいくらいなの？

ＧＭ：そうですね……八歳くらいでしょうか。といっても、周りは動物ばかりなので、とりあえず「変わった動物の子供」くらいに思われてます。

ディア：不思議な場所だにゃ。

ＧＭ：で、イヴは四狼に抱だきつきながら、「今日もいいお天気だね。しろー」

四狼：ハッとして、「そうだね」と、こう……ここはキメ顔で。

ジーアール：オオカミのキメ顔！（笑）

ディア：……（ぷるぷる震ふるえている）。

四狼：そうそう。オレは早起きして、イヴのためにたくさん木の実をとってきたんだよ。ほら、見てよ、イヴ！　と、キメ顔で！

ＧＭ：「わあ、すごいたくさんあるね。しろー」

四狼：えへへ～、と、こう、得意そうな顔で、目をキラリ。

ＧＭ：「じゃあ、食べきれないぶんは、〝長老〟さまに、おそなえにいこうね」

四狼：ええ～？　せっかくイヴのためにとってきたのにぃ～。とショボーンとする。こう、シッポもペターっと。

ディア：……（ぷるぷる震えている）。

四狼：でも、こういうところがイヴのいいところなんだよなぁ～。と、ニヤけつつ……うん、お供そなえにいこう！　と、キメ顔で。

ディア：……（ぷるぷる震えている）。

ＧＭ：それはそうと、さっきから藤井さんが、顔をふせて肩かたを震わせているのが微妙に気になってるんですが、ご主人さまのことを思い出すロールプレイですか？

ディア：いっ、いえ……。

メイビィ：ああ。そっちの角度からだと分からないだろうけど、さっきから藤井さん、しのさんが、キメ顔とデレ顔になるたびに、笑いをこらえているんだよ（笑）。

四狼：ええ～。キメ顔なのにぃ～。

ディア：……っ（笑いを堪こらえている）。

ＧＭ：えー。それはそうと、話を進めましょう。「いこう、しろー」。

四狼：話をすすめようとするイヴも可愛いなあ。デレデレ。

ディア：……ぷぷぷ。

ＧＭ：あんたら二人のほうが、かわいいです（笑）。

ジーアール：ところで、ＧＭ。それはそうと〝長老〟というのは？

ＧＭ：はい。この〝楽園〟を見下ろすように、小高い丘おかの上に生えている、一本の大たい樹じゆです。

ジーアール：ほほう、樹き……ですか。

ＧＭ：ここに住む動物たちはみな、〝長老〟を慕したってます。余よ分ぶんな食べ物がある者は、〝長老〟の前に供え、食べ物が足りない者は、供えられた食べ物を受け取りにくる……というのが、この世界のルールになっています。

メイビィ：そうかそうか。なるほどねえ……。




　矢野さん、鈴吹さんの、ふたりのベテランプレイヤーは、この〝楽園〟の違い和わ感かんと、そのカラクリについてなんとなく分かったようである。さすがに鋭い。




ＧＭ：小高い丘に登ると、まわりに海岸線が見え、ここが島らしい、ということがわかります。……それはそうと四狼は、経けい歴れきで「脱だつ走そう」だったんですよね。

四狼：うん。なんらかの施し設せつの実験動物だったのが、そこから脱走して、この〝楽園〟に流れついたんだよ。

ＧＭ：なので、四狼はほかの動物たちよりも、この〝楽園〟を比ひ較かく的てき客観的にとらえていて、不自然であることもわかっています。けれども、イヴを守るためもあって、ここでの生活自体やルールは受け入れている、という感じですね。

四狼：うん。オレにとってイヴは一番大切な仲間なんだ。

ＧＭ：さて、四狼とイヴは〝長老〟の前にきて、とってきた木の実を供えました。〝長老〟は、あなたたちが喋しやべるように、言葉を発するわけではありませんが、言葉にならない、思考の波動のようなもので、あなたたちに、ねぎらいの念が送られてきます。

四狼：なに、お互たがい様さまさ、〝長老〟。

ＧＭ：気がつくと、あなたたちの足もとに、ポトリとふたつの花が落ちてきます。長老の樹に生えている、赤い美しい花です。お礼のようですね。

ジーアール：不思議な存在だなー。

ＧＭ：イヴは、それを拾って、「ありがとう。〝長老〟さま」と、ぺこりと頭を下げました。

四狼：イヴの頭に飾かざったら、似に合あうだろうなあ～。とニヤけ顔。

ＧＭ：「しろー、頭にかざってあげるね。すごくにあうよ」

四狼：イヴにこそ、似合うよ！　とキメ顔で。

ディア：キメ顔かわいい～（笑）。

ＧＭ：イヴはいつものように、前まえ脚あしを器用につかって、あなたの頭に赤い花を飾ってくれました。四狼に似合うと言われたので、自分の頭にも、同じ花を飾ります。「おそろいだね、しろー」

四狼：うん、おそろいだねイヴ！　オレもいちおう女の子なので、可愛かわいくなったことはうれしかったりする（笑）。
















ＧＭ：イヴはふいに改まった調子で言います。「しろー。……こうやって、いつまでも、ふたりでずっと、なかよく暮くらそうね」

四狼：急にどうしたんだ、イヴ……うん。いつまでも、ふたりでいっしょだよ。

ＧＭ：……さて、そんないつもと同じような、平和な朝が……突然の爆ばく音おんによって破やぶられます。




〝楽園〟に、耳みみ慣なれない爆音が響ひびく。空には、鳥とは違う、大きな音を立てて飛ぶ奇き怪かいな〝モノ〟が飛んでいる。風に運ばれて、熱と、そしてふだん馴な染じみのない匂いが届とどく。

　四狼は〝楽園〟の外で見たことがある。あれは──「火」だ。動物にとって、とても危険なもの。近づいてはならないもの。

〝楽園〟に「火」を撒まき散ちらしながら、空飛ぶ〝モノ〟から侵しん入にゆう者しやたちが降おり立たった。後ろ脚で立って歩く獣けもの──イヴと同じカタチの動物だ。




四狼：イヴと同じ……でも、あいつら、イヤな匂いがする！




　侵入者たちは、前脚に棒ぼうのようなものを持っている。奇き妙みようなことにそれが激しい音を発するたび、近くの動物が見えない爪つめに弾はじかれたように、バタバタと倒れていく。




メイビィ：……銃じゆう、か。軍用ヘリに火か炎えん放ほう射しや器き、機き関かん銃じゆう、といったところだね。

ＧＭ：ええ、プレイヤーの皆さんには説明しますが、本格的な武ぶ装そうの兵士の一隊です。もとより、この〝楽園〟の平和な生活に慣れている動物たちは、為なすすべもありません。……さあ、四狼。あなたはどうしますか？

四狼：他の動物たちが混こん乱らんしている間に、瞬しゆん時じに戦闘態たい勢せいに入る！　イヴは逃にがさないと……イヴ、小さい仲間を連れて逃げるんだ！

ＧＭ：イヴはあなたの尋じん常じようでない様子に危険を悟さとって、素す直なおに従したがいます。「うっ、うん……しろー、あぶないこと、しないでね！」

四狼：できるかぎりは……な。

メイビィ：まあ、ハンドアウト見ると、この後死ぬんだけどね、四狼（一同笑）。




　四狼は、控ひかえめに評ひよう価かしても、善ぜん戦せんしたと言ってよいだろう。

　このオオカミは、生き残りの仲間のうち、素す速ばやい獣を集めてグループをつくると、侵入者たちを陽動し、出で来きる限かぎり、ほかの獣を逃がす作戦に出た。

　だが、外からの侵入者たちは、それでかなう相手ではなかった。

　空を飛ぶモノによって監かん視しされているためか、その動きは読まれ、仲間と共に追おい詰つめられていく。

　ついに、燃もえゆく森のなかで、四狼は傷きずを負って追い詰められる。ほかの仲間は、もはや生死もわからない。




ＧＭ：あなたはそれなりに、相手を手こずらせたようです。いま侵入者たちは、まとまってあなたを攻撃しようとしています。

四狼：いよいよこれで終わりか。……イヴは無事だろうか、と思いをはせながら、覚かく悟ごを決めるよ。

ＧＭ：侵入者たちは、不気味なほど静かな動きで、あなたのほうに近づいてきます。……と、そのとき。




　四狼と侵入者たちのあいだに立ちふさがる姿が現あらわれる。──イヴだ。




四狼：隠かくれ家がに隠れていろって言ったのに！

ＧＭ：イヴの姿を認みとめると、リーダーらしい、白い身体からだの……白い「服」を身につけた者が進み出ます。、四し肢しが妙に細長く、瘦やせて、ヘビのような印象の顔をしていますね。その人物──リーダーが、イヴに近づきます。

四狼：イヴにさわるなッ！　イヴになんかしやがったら、喰っちまうぞ！　力を振ふり絞しぼって全力でそこに走る！

ＧＭ：相手の群れの部下たちが長い棒を構えて、激しい音がすると、あなたの身体に衝撃と激げき痛つうが走ります。

四狼：構かまわず最後の力を使って、イヴとそいつの間に割わり込こむ！

ＧＭ：あなたは……血をまき散らしながら、そこに達することができました。背はい後ごにイヴの身体の温かさを感じます。そして敵は……白い服にあなたの血が散ったのを目にすると、急に冷静さを失って、怒いかりに燃もえる目になりました。




　リーダーは、隣となりの部下から長い棒を奪うばい取とると、四狼に向けた。激しい音が何度も何度も響く。

　きりもみしながら倒たおれる四狼の視し界かいに、断だん続ぞく的てきに最後の光景が映うつっていた。

　泣なき叫さけびながら、四狼にすがりつくイヴ。

　丘の上で燃えている〝長老〟の樹……。

　そして、怒りの目をした、ヘビの目のような〝敵〟。




ＧＭ：四狼。死の淵ふちで、ふいにあなたは、侵入者が口から発していた音の意味が分かります。「……汚きたならしいケダモノめ。わたくしの美しい計画が台無しになるところだったわ！」

四狼：言葉が……？　なんだろう。でも、いまは最後に、イヴの姿を目に焼きつけることにする。

ＧＭ：目を動かすと、あなたにすがりつくイヴが見えます。頭には、まだあのきれいな紅あかい花があります。




　──イヴ、綺き麗れいだ。

　薄うすれゆく意識の中、四狼はそう思う。やっぱり、イヴの方が似合っている、と。

　……その紅い色が、四狼が最後に見た光景だった。







◆Opening03◆哲てつ学がくするキリン


Scene Player ──ジーアール






　地上を遠く離はなれた場所──高い首の上で、彼は考える。

　みずからの生きる意味を、みずからの存在の定義を、みずからのゆくすえを。

　彼は考える。それが、彼の──〝哲学するキリン〟にとっての生きる意味だから。




ジーアール：──吾わが輩はいは、いつも思し索さくにふける。吾輩は果たして、キリンなのだろうか、それとも人間なのだろうか……。

ＧＭ：というわけで、オープニングシーンその３。矢野さんのジーアールがシーンプレイヤーです。

ジーアール：はい。

ＧＭ：侵蝕率あげておいてください。

ジーアール：吾輩は思索にふける。そもそも、人間とは一体何なのだろうか、キリンとは一体何なのだろうか……答えのない問題を、考えているのだ……。

ＧＭ：ううっ……！　なにやら私のほうが、侵蝕率が上がりそうになってきましたが。気を取り直していきます。（シナリオを見ながら）えー、ここは、ＵＧＮのＡオーヴァード部隊。通称「カブズ」の施設区画です。

ディア：本ほん邦ぽう初公開ですね！

ＧＭ：はい。はじめて描写される設定となります。「ＵＧＮ」のロゴがついた制せい服ふくを着た職員が行き交かっていますが、動物たちの厩きゆう舎しやが並ならぶという、他とは変わった雰囲気です。

ジーアール：不思議な光景ですな（笑）。

ＧＭ：そして「ＵＧＮ」のロゴが入った厩舎のひとつ。えーと……妙に天てん井じようが高い厩舎。

四狼：キリンの？（笑）

ＧＭ：キリンの、です。

ジーアール：どうも、キリンです（一同笑）。

ＧＭ：さて、ジーアールは厩舎で、何をしているところでしょうか？

ジーアール：いつものように、哲学的な命題に考えを巡めぐらせているところであります。キリンの存在意い義ぎとはなにか……人間の存在意義とは何なのか……。

ＧＭ：くっ、吞のまれないぞ……さて、そこにＵＧＮ職員の犬飼弥生いぬかい・やよいがやってきます。

ジーアール：ハンドアウトにある、吾輩のパートナーですな。

ＧＭ：はい。あなたのような動物エージェントには、コンビを組む人間のパートナーがいる、というシステムになっており、飼し育いくや訓練、マネージメントなどを担当しています。

ディア：オーヴァードなのかにゃあ？

ＧＭ：いいえ、こういう職員は非ひオーヴァードであることが多く、弥生も、ＵＧＮの活動やオーヴァードについては知ち識しきと理解を有していますが、普通の人間です。

ジーアール：そもそも意義とはなんなのか……おや。弥生どの、いかがなされましたか。

ＧＭ：メガネのお姉さんである弥生は、こう手をグッと握にぎって、あなたを見上げ、「ジーアール。ついに出動任務がきたわ！」

ジーアール：おお、それはそれは……。

ＧＭ：「あなたにしか出来ない任務よ！」（一同爆笑）

メイビィ：キリンにしか出来ない任務って……なんだよ！

ＧＭ：いや、これはシナリオに書いておいたセリフのままで。イヌとかトリとかのエージェントを想定していたものだったんですよ（笑）。ほら、嗅きゆう覚かくとか飛べるとか、あるじゃないですか。

四狼：こう……高いところに生えている葉っぱをつまむ任務、とか？（笑）

ＧＭ：（開き直って）「イヌやトリのエージェントばかり注目されていたけど、キリンだって役に立つことを、この任務で証しよう明めいしましょう！」（一同笑）

ジーアール：ふむ。わかったであります。……のそのそ。脚あしをこう折り曲げて、厩舎から出て、弥生に続きます。

ＧＭ：どうみても、あなた一匹のせいで余よ計けいなコストがかかっている気がします（笑）。

ディア：えー。質しつ問もんなんですが、キリンのオーヴァードって他にもたくさんいるんですか？

ＧＭ：いてたまるか！（笑）　えーと。おそらくですね、この区画は、エキゾチック・アニマル部隊といいますか、一般的なイヌ部隊とかトリ部隊とかと違って、いろいろ珍めずらしい動物がひとまとめになっている部ぶ署しよという感じなんですよ。ワニとかアルマジロとか。

メイビィ：（笑いながら）出動するときに仲間のオオアリクイとか、カメとかが声せい援えんをあげるわけだね。「オレたちが、イヌの連中に負けないことを見せてやってくれ！」（笑）

四狼：「がんばってくれ、ジーアール！」と、ハリネズミとかカンガルーが。

ジーアール：首をゆらしながら、声援に応こたえます（一同笑）。

ＧＭ：「さあ、みんなの期待に応えましょう、ジーアール」。……えーとそれで、弥生に連れられてエレベーター……じゃないな。こう、長い首を出せる大型動物輸ゆ送そう用のカーゴがありまして、それで、ビルの屋上まで運ばれます。

ジーアール：吾輩一頭のおかげでコストがかかってますね。恐縮です。

ＧＭ：屋上のＵＧＮヘリポートです。（シナリオを見ながら）「さあ、これに乗るのよ」（一同笑）。……えーと。予定よりずいぶん巨大なヘリとなります。こう、タテに長い特別仕様ヘリが……（一同爆笑）。

ディア：専用ヘリまで!?

ジーアール：いえ、そこまでするには及びません。……エグザイル能力で首を短くして、ウマぐらいの姿になってヘリに乗りこみます（一同笑）。

四狼：厩舎にいるときから、そうしておけよ！（笑）

ディア：なるほど、これがキリン・エージェントの能力ですね。普通のキリンとちがって、小さなヘリにも乗ることができる……。

ＧＭ：いやっ。そもそも最初からキリンでなければ、そんな能力なくても大丈夫でしたからっ！（笑）　……えー、とにかくＵＧＮのヘリは飛び上がります。

ジーアール：うむ。中に入ると、吾輩少し首を伸のばしてくつろぎます。

ディア：ちっ、縮ちぢめてると苦しいんだ……（笑）。

ＧＭ：「今回の任務は、ある無人島よ」と弥生。「そこでＦＨのテロ活動があったの。そして、その島にＥＸレネゲイドに関する事件があったらしいわ」

ジーアール：ほう、ＥＸレネゲイドに関する事件。

ＧＭ：「ええ、その島には自然発生したらしきＥＸレネゲイドがいたみたいなの」

ジーアール：野生のＥＸレネゲイド……吾輩と同じですな。

ディア：ああ、アフリカとかで保護されたんですね。

ジーアール：はい。キリンにわざわざレネゲイドウィルスを投とう与よしようとするＵＧＮの研究員がいたら、本当に何を考えているんだ、お前は、と言いたいところですからな。

ＧＭ：本人が言いますか！（笑）　……しかし、いい話を聞きました。今回の任務の理由は、そういうことにしましょう。「……あなたが保護されたときの状況と共通点が多いの。それで、あなたが派は遣けんされることになったのよ」

メイビィ：おお、ちゃんとした理由がついた（笑）。




　そして、数時間の飛行ののち、ヘリはある島に到とう着ちやくする。

　他にも数台のヘリがあり、先行していたＵＧＮの職員たちが調ちよう査さ活動を行なっていた。




ＧＭ：焼けた匂いがあたりに充じゆう満まんし、いまだに島の各所からは煙けむりがくすぶっています。元は緑豊かな島だったのかもしれませんが、いまは見る影もありません。見ると、黒こげになった丘が、島全体を見下ろすようにあります。

ディア：きっと、四狼のオープニングの舞台になったあの島、〝楽園〟ですね。

ＧＭ：「ＦＨの活動を監視していたために発見されただけで、この無人島自体は、ＵＧＮではノーマークだったわ」と弥生。「いま調査中だけど、なんらかの施設や、オーヴァードがらみの事件が起こったという記録もないわ」

ジーアール：ふむ……。

ＧＭ：「奇妙なことに、まるでサファリパークでもあったかのような、多様な動物たちがいたらしくて、その死体が大量に残されていたの」

ジーアール：死体となった動物たちに、哀あい悼とうの念を持ちつつ、目を閉とじて考えます。はたして吾輩が死んだら……死んだキリンとは、動物だろうか。それとも物体だろうか……。

ディア：て、哲学的……（笑）。

ＧＭ：えーと、ほかにも、基き本ほん的てきな情報はヘリのなかで説明を受けたということにして、ジーアールは一通りのことは知ってるということでお願いします。必要に応おうじてなにかあったらＧＭに確かく認にんしてください。

ジーアール：ふむ。弥生どの。あの丘は……？

ＧＭ：「え？　さあ、今後調査されるかもしれないけど、なんの変哲もない丘だと思うけど……」

ジーアール：思うところあって、その丘の上に歩いていきます。

ＧＭ：ただの焼けこげた丘ですが……じっさいに登ってみるとわかりますね。おそらく大きな樹きが生えていたのでしょう。その根元が黒い炭になって、わずかに残っています。

ジーアール：ふむ……ただの、樹……だろうか？　いや、「ただの樹」とは何か。そもそも、吾輩と樹とはどこが異なるのであろうか……（一同笑）。

ＧＭ：と、そのとき、あわてて走ってきた弥生が言います。「ジーアール、来て！」。そして、彼女から事じ情じようを聞くよりも先に、あなたは気がつきます。ごく近く……島のなかで、能力を発動したオーヴァードがいます。




　ジーアールが弥生と共にそこに向かうと、ＵＧＮ職員たちが騒さわいでいた。

　その輪のなかには、一頭のオオカミがいた。「さっきまで、たしかに死体だったんです！」と職員のひとりが叫さけぶ。

　見れば、焼けこげて炭化していたと思われる身体からだが、急速に再さい生せいし銀色の毛皮に包まれた姿になっている最中だった。




ＧＭ：というわけで、ここで四狼が目覚め、このシーンに登場します。

四狼：がばっ。イヴ────────ッ！　イヴはどこだ！　キョロキョロ。

ＧＭ：周りには、二本脚の動物……ニンゲンたちがいます。しかし、すこし冷静になってみれば、島を襲おそった侵入者たちとは違うニンゲンであることに気づくはずです。

四狼：冷静になっていられるかッー（笑）。イヴを返せーっと言って、手近なニンゲンに飛びかかろうとします。

ＧＭ：じゃあ、それが弥生だったことにしましょう。

ジーアール：ＧＭ。それを吾輩がカバーリングしたいのですが。

ＧＭ：では、すばやくジーアールが立ちふさがったということで。ここは演出なので実際のダメージはなくてかまいません。

ジーアール：では、演出で……首を伸ばしました。にゅっ。

ＧＭ：なにやら、視界の外から長い首がニュッと出てきて、四狼の前に立ちふさがりました。

四狼：なんだ、お前は。──く、首が長い!?（笑）

ＧＭ：ともかく、ここで四狼とジーアールの出会いとなります。……ここで、はじめて、四狼は侵蝕率を増ふやしてください。

四狼：な、なんだ？　このオレのなかに沸わき上あがる衝動は……。という感じでえいっ（コロコロ）。

ディア：カッコいいシーンのはずなのに、なぜか、キリンの首が伸びるのを目もく撃げきして、侵蝕率が上がったように見えてしまう（笑）。

ジーアール：では、このジーアールが、ここで説明するという役目になりそうですね。

ふむ。お前もオーヴァードか……。

四狼：お、おーばーど？　なんだ、それは。食えるのか？（笑）

ジーアール：ふむ。そこから説明せねばならぬか。吾わが輩はいのように、首が伸びたり縮ちぢんだりするようなキリンを見るのは初めてかね？

四狼：え？　きっとオレは、キリンを見るの自体が初めてなので……そのキリンというものは、ふつうに首が伸のび縮みする動物だと理解しているんじゃないかな（笑）。

ジーアール：ふむ……。そうであるか。では……キミは、そうやって吾輩や人間たちの言葉を理解し、会話ができることを、不思議だと思わないかね？

四狼：え？　この〝楽園〟じゃあみんな会話できたぞ。イヴとも話をすることができたけど？

ジーアール：イヴ？　オオカミの仲間ですかな。

四狼：いや、イヴは二本足で歩くぞ。

ジーアール：ふむ……。そうであるか……。どうやら、事情を聞いたり、説明するには、ずいぶんと長い時間がかかりそうだ……。

ＧＭ：では、特に何もなければ、ここでシーンを切り、四狼はＵＧＮに保護されて、このあと説明を受けたことにしましょう。

ジーアール：では、四狼に語り始めるジーアールの姿を追いながらフェードアウトしていく感じで……。




　賢けん者じやの知性を宿したキリンは、静かに語り始めた。

「Ａオーヴァードとは、人間のような知性を得た、動物のことだ。……だが、それを説明するには、まず、定義して理解するところから始めなければならない。動物とはなにか、人間とはなにか。そして、知性とは何か……」







◆Opening04◆カラスの王


Scene Player ──メイビィ






　その公園には、一本の、これといった特徴もない樹が生えている。

　樹には、よくカラスがとまってるが、そのことにわざわざ注意する人間もいない。

　公園には、掃そう除じをしている老ろう婆ばの姿が時おり見られる。黒い服を着たその老婆のことを、街の人間は、公園の管理人か清せい掃そう係がかりだと思い、気にもとめないだろう。

　ただ、もし真面目まじめになって調べれば、彼女が街の住民票にも、日本の戸こ籍せきにも名を連ねていない人物であることがわかるだろう。しかし、調べようとする人間など、誰もいない。そう考えようとすること自体、できなくさせる能力を、彼女は持っているのだから……。




ＧＭ：では、最後のプレイヤーのオープニング。シーンプレイヤーは、鈴吹さんのメイビィです。

メイビィ：おお。待っていたよ。

ＧＭ：さて。そうして〝王国〟を営いとなんできたあなたですが……最近、ちょっとした事件が起こります。あなたの王国の住民である、街の動物たちが、行方ゆくえ不明になる数が、事故や統とう計けい上の誤ご差さでは説明しきれない数になってきました。

メイビィ：ほう。それは部下を調べに出して、報ほう告こくを待つことにしよう。

ＧＭ：そんなとき、あなたの〝王国〟に、珍しい謁えつ見けん者しやが訪おとずれます。いままで何度か接せつ触しよくをしたことがある、ＵＧＮという……あなたから見れば、ニンゲンの群れの使者が訪れました。

メイビィ：というのを、公園に散っているカラスの一羽が報告してくるんだな。……〝領域〟のことは知ってるんだよね。じゃあ、不可視を解といて、招まねき入いれることにしよう。

ＧＭ：その人間は、あなたの領域の本来の姿──青空の下に広がる広い草原と、そこに立つ大樹の根本にやってきます。「お久ひさしぶりでございます、動物の王よ」

メイビィ：久しぶり……ふむ、アンタは誰だっけね？

ＧＭ：「はい。私の名は……」




　ＧＭは『ＤＸ３』のルールブックを取り出し、パーソナリティーズのページを開く。




ＧＭ：ちなみに歩いてきたのは、こういう感じの人物です。白衣を着て金きん髪ぱつ。ニンゲンなど、みんなあなたと比くらべれば若わかいのですが、外見は幼獣程てい度どに見えますね。ネコでいえば、一歳に満たないぐらいの歳としです。

四狼：あっ。テレーズちゃんだ！




　テレーズ・ブルム（『ＤＸ３』ルールブック１、Ｐ[image: 297]）。弱じやつ冠かん十五歳、しかも非オーヴァードでありながら、ＵＧＮ中ちゆう枢すう評ひよう議ぎ会かいの評ひよう議ぎ員いんを務つとめる。博士号を持つ天才少女。現在、一いち枚まい岩いわではなくなったＵＧＮをまとめようと奔走している苦労人だ。




四狼：動物オーヴァード関係とも交こう渉しようしているとは……あいかわらず苦労人だ……。

ＧＭ：あ、正確にはテレーズではなくて、こっちです。（キャラクターイラストの、肩にとまっているフクロウを指して）「サジェスでございます。ＵＧＮから参りました」

ディア：そういう名前だったんだ！




　テレーズ・ブルムは、非オーヴァードの要人であるゆえ、オーヴァード能力を持つフクロウを護ご衛えいとしていつも連れている、という設定であった。




ジーアール：ある意味、以前から公式にいる、ＥＸレネゲイドですからね。これを機会に、データパートにも、公式パーソナリティーズで載のせることになりました。サジェスという名はフランス語で「知恵」という意味です。

メイビィ：ハンドアウトにある名前はこのフクロウか。じゃあ……（厳おごそかに）久しぶりだね、知恵の名を持つ森の賢者、フクロウよ……ふぅ、いけないね、古くさい喋しやべりはやめておこう。

ＧＭ：サジェスは「お目通りをお許ゆるしいただき、ありがたく存ぞんじます」そう言って、持ってきた手みやげの干ほし肉にくを差し出します。

メイビィ：ありがとよ。……それはそうと、お前についてきている、その金髪の子供のニンゲンはなんなんだね？

ＧＭ：「はっ。私めは、お嬢じよう様さま──」あ、テレーズのことを「お嬢様」と呼んでるのですが──「お嬢様の護衛の身。その御おん身みから離はなれるわけに参りませんので……」。ほら、ルールブック１にも「常に肩に乗ってる」と書いてありますし。

ジーアール：言ってることが、正しいようで、微妙におかしい（笑）。

四狼：本ほん末まつ転てん倒とうだ！（笑）

ＧＭ：まあ、今回はＵＧＮからの依い頼らいということもあってテレーズがついてきていますが、本当にいつも一緒にいる、というわけではありません（笑）。

ジーアール：まあ、そうでしょうね（笑）。

ＧＭ：テレーズもぺこりとメイビィに一礼します。

メイビィ：ふぅん、ニンゲンにしちゃ礼れい儀ぎ正ただしい子だ。

ＧＭ：サジェスは一瞬むっとするんですが、テレーズが羽を撫でて押おしとどめます（笑）。

四狼：むっ、って、羽が膨ふくらんで（笑）。

ＧＭ：そうそう（笑）。で、サジェスが用よう件けんを話し始めます。ファルスハーツなる「人間の群れ」が、メイビィの王国もある、この街で活動をはじめ……どうやら、動物を集めているらしい、と。

メイビィ：なるほどね。それが、動物の住民が行方不明になっていた件につながると。こっちが調べていた情報を持ってきてくれたわけだ。これは礼を言わないといけないね。

ＧＭ：テレーズは「いえ、こちらもＦＨとは対立してますから」と。

メイビィ：本当に、ニンゲンは同族同士で争うのが好きだねぇ……まあ、わかったよ。そのＦＨというのがこの王国で〝狩かり〟をしているなら、節度を守ってやるように言ってやらないとね。

ディア：あれ、怒おこらないの？

ＧＭ：テレーズが困こん惑わくした表ひよう情じようで「節度……ですか？」と。

メイビィ：狩りは生きるために必要なものさ。ただ、共きよう存ぞんするためにはルールが必要だ。アタシはここの王だから、王国を存そん続ぞくさせるために、そのルールを守らせるさ。

ＧＭ：では、サジェスが首を振ふって、「いえ。彼らは……ＦＨは生きるための狩りをしているわけではありませんな。際さい限げんのない〝欲よく望ぼう〟のために、動物たちを犠ぎ牲せいにしているだけでございます」

メイビィ：そいつは困こまるねぇ……と、じゃあ目の光が鋭するどくなる。

ＧＭ：ここでテレーズが「ただ、現げん時じ点てんでは、ＦＨの目的がはっきりしているわけではないのです。調査のために、協力していただけませんか」と。

メイビィ：いいだろう。この子はニンゲンにしちゃ正直だ。

ＧＭ：具体的には、ＦＨの件に関する調査と、そして王国内でのＵＧＮのエージェントの活動を認みとめてほしい、という話ですね。

メイビィ：お前さんの、その組織の者っていうのも、ニンゲンかい？

ＧＭ：じゃあここで、ＵＧＮから話を通して、ジーアールを紹介したことにしましょう。

ジーアール：ここは登場しないので、写真でも見せる感じで。

四狼：写真……とか、わかるのかな？

ＧＭ：動物オーヴァードは「基本的に人間と同じことができる」設定なので、覚醒すると視し覚かく情報も同じように認にん識しきできるようになります。というわけで一枚の写真を、メイビィに見せます。

メイビィ：ふうん。首が長いね。

ＧＭ：キリンですので。

四狼：なんだろう、この会話……（笑）。

ＧＭ：さて、そしてサジェスとテレーズは去っていきます。何もなければ、シーンは終わります。

メイビィ：じゃあ、サジェスたちが去ったあとで、ひとりつぶやくことにしよう。




「やれやれ、面めん倒どうなことを引き受けてしまったものだ。ニンゲンというヤツに深入りすると、ろくなことはないからね。厄やつ介かいごとにならないといいけどね……」




ＧＭ：……あなたの〝王国〟は、あくまで変哲のない公園の樹きにしか見えません。もしそうつぶやくようすに気をとめる人間がいたとしても、それはただのカラスが鳴く様子にしか聞こえなかったでしょう。







◆Opening Extra◆固定ロイスの決定


Scene Player ──なし






ＧＭ：さて、オープニングが終了したところで、固定ロイスを決定しましょう。




　ロイスとは、『ＤＸ３』において、他者とのつながりを決定するためのデータである。対象への、ポジティブとネガティブのふたつの感情で構こう成せいされ、どちらが表になっているか（感情の中心か）を決定する。

　内容はＲＯＣ（ロール・オア・チョイス）、すなわち、ダイスをロールして決めてもよいし、表から自分で選択（チョイス）してもよい。

　固定ロイスとは、キャラクター作成時に決定される、みっつのロイスである。通常のルールに従うならばプリプレイ時点で決定するのだが、今回は、動物オーヴァードという特殊な状況ということもあり、オープニングを終え、それぞれのキャラクターや状況を把は握あくした時点で決定しよう、ということになっていた。





・ディアーナ



ディア：あたしは、なんといってもご主人さまだにゃあ……ううっ、ご主人さま……ぐっすん……。感情は、ポジティブが「幸福感」。一緒にいると幸せにゃあ。ネガティブは……「恐怖」です。

四狼：別れるのが怖こわいとか、嫌きらわれるのが怖いとか。

ディア：そんな感じにゃあ……うう、バケモノって呼よばれたんで、表になっているのはネガティブの「恐怖」です。

ＧＭ：すでに別れを経験した、ということで、タイタス化していてもよいですが。




　ロイスのタイタス化は、そのロイスとの関係や感情が劇げき的てきに変化し、あるいは失われてしまったことを示しめす。それまでの日常が壊れることや、守るべき人物を失ったり、裏切られたとき、ロイスはタイタス化する。この劇的な変化が『ＤＸ３』の重要なルールのひとつだ。

　ちなみに、タイタス化はゲーム中もできるし、新しいロイスも取得できるから、ルール上の有利・不利は特にない。ここではキャラクターの心情として選んでもよいということだ。




ディア：いえ、まだロイスとして、持っていることにします。ご主人さまのこと、まだ忘れていないにゃあ……。

四狼：けなげだなぁ、ディアーナは。

ディア：他のふたつは、動物の友だちです。ちょっと詳しよう細さいは決めてないんですけど、ご主人さまのところにいた時に、一緒に遊んだことがある、みたいな。

ＧＭ：ご主人の、猫ねこ友達が飼ってるネコとかですかね。

メイビィ：猫友達（笑）。

ディア：そうそう、そんな感じ（笑）。

ジーアール：固定ロイスは、関係だけ決めて詳細は決めなくても大丈夫だと思いますよ。普ふ段だんのプレイでもよくあることですから。

ＧＭ：はい、問題ありません。





・四狼



四狼：オレはなんといってもまずイヴ！

ＧＭ：ですよね（笑）。

四狼：ポジティブはチョイスで「友情」を選ぶことにして。ネガティブは、ダイスをふってみます。えいっ……「偏へん愛あい」？

ジーアール：ぴったりであります（笑）。

四狼：ちょっと愛あい情じようが過か剰じようで「イヴは、オレが守ってやらないとダメだぜ」と思っているとか、そういう感じで。こう、表には出さないんだけど、内心で密かに……。

ディア：いや、密かどころか、だだもれだったよ！（笑）

四狼：そうかも（笑）。ま、ちょっと過剰な友情、という感じかな。ほかは、昔、脱走する研究所にいた「嫌いやなニンゲン」と、あとはやっぱ「長老」を。長老には、ポジティブを「遺い志し」で取るよ。長老の想おもいを無む駄だにしないためにもイヴを守るんだ！　みたいな。

ＧＭ：はい、それでＯＫです。





・ジーアール



ジーアール：吾わが輩はいは、ひとりはＵＧＮ日本支し部ぶ長ちようの霧谷雄吾きりたに・ゆうご。ポジティブ「有ゆう為い」と、ネガティブ「隔かく意い」で。有ゆう能のうな人物だが、どこか距離を感じると思っている。

四狼：こう、物理的に……首との高さが（笑）。

ジーアール：そうかもしれない（笑）。で、他は、「ＵＧＮの同どう僚りよう」をふたり。特に詳細は決まっていませんが、おそらくカブズの仲間でありましょう。

ディア：アルマジロとか（笑）。

メイビィ：ハリネズミとか（笑）。きっと、さっきの厩舎の部隊のなかでも、珍しい動物でチームを組んだりしているんだよ。〝レア・アニマルズ〟とかいう名前の。

ジーアール：ではそれで（笑）。





・メイビィ



メイビィ：アタシはそうだね……「街の動物」「街の動物」「街の人間」、くらい。特に固有名は決めなくていいや。

ＧＭ：基本的には、王国の住人に、ということですね。

メイビィ：そう。感情も基本「庇護」がポジティブで、街を守る感じ。

ディア：王さまだー。

メイビィ：ネガティブは「隔意」で、慕したわれつつも畏おそれられている、みたいな感じだね。細かいところは必要になったら決めることになる。

ＧＭ：了りよう解かいです。では、固定ロイスも決めたところで、ミドルフェイズに入りましょう。ＰＣ間のロイスについては、全員一度顔を合わせたところで決めることにします。

一同：はーい。







　　　　ＭＩＤＤＬＥ ＰＨＡＳＥ




◆Middle01◆楽らく園えんの破は壊かい者しや


Master Scene






ＧＭ：ミドルフェイズ最初のシーンは、マスターシーンです。ＰＣは誰だれも登場していません。




　そこは車の中。バンのような大型車らしく、中には救急車両のような機材や、通信機がある。車内の色も真っ白で、救急車を思わせる。そして、窓まどがない。

　車内には、白い服の人間の男がいる。手足が妙みように長く、瘦やせた顔はヘビを思わせる。




四し狼ろう：むっ！

ディア：あの島を滅ほろぼした、リーダーですね。

ＧＭ：そうですね。名前はわかりませんが、〝楽園の破壊者〟と呼よびましょう。

四狼：オレのシナリオロイスだな。許ゆるさないぞーっ。

ＧＭ：あ、ＮＰＣ絵を用意しておきました。（イラストを取り出して）こんな感じです。

メイビィ：用意いいなぁ、実に藤ふじ浪なみさんらしい（笑）。

ＧＭ：えーと、しの先生がプレイヤーでいらっしゃるのに、キャライラスト出すとか本当はイヤなんですが！　こういうほうがキャラのイメージが伝わりやすいですから。

ディア：見るからに、顔がヤバいですね。

ＧＭ：イラストから察していただきたいのですが、実はいい人だったりとか、ディアーナの飼かい主ぬしだったとか、そんなことは全くないので、よろしくお願いします。




　車内で、〝楽園の破壊者〟が呟つぶやく。

「フフフ、これでわたくしの計画が、ようやく完成するわ」

　両りよう腕うでを宙ちゆうにかかげて、陶とう酔すいしたような声を漏もらす。

「そう。わたくしの完全なる〝楽園〟が完成するのよ……」




四狼：オープニングでは言葉がほとんどわからなかったけど……こんな口調なのか！

ＧＭ：さて、そううっとり呟く男の隣となり……同じ白い車中に、イヴの姿すがたがあります。

四狼：イヴー！　と、シーンにはいないので、ジタバタと。




　イヴは、白い病衣（病院の入院患かん者じや用の服）を着せられて、〝楽園〟の島にいた時とは別人のように力ない様子で、抵てい抗こうする様子もなく無気力に座すわっている。

　涙なみだが涸かれるほど泣いたのだろう、赤くなった目はうつろで、その身体は、とても小さく見えた……。




四狼：ううっ、イヴー！

ＧＭ：陶酔していた〝楽園の破壊者〟は、そこでようやくイヴに気づいたように顔をしかめると、わざとらしく白いハンカチで自分の鼻を押おさえながら、イヴのほうを向きます。




「フン。汚きたないケモノと一いつ緒しよにいたせいか、あんなに洗あらって服も着せたのに、まだ匂におう気がするわね！　研究室についたら、もっとちゃんと洗って、そのケモノ臭くささをとらないといけないわね！」

　悪意に満ちた声をかけられ、イヴは肩かたを震ふるわせ、「うちへかえして」と呟く。

「うち？……あの汚らしい動物たちの巣は、焼やき払はらってしまったわよ！」

　白いスーツの袖そでを振ふると、男は高笑いする。

「あなたはその力で、わたくしの〝楽園〟を完成させるのよ！」




ＧＭ：そこで男は、ふと、イヴの頭についている、しおれかけた紅あかい花に気づきます。「あら、その汚いモノも捨すてちゃいなさいよ」

四狼：あ、コラ。や、やめろ────！

ＧＭ：すると、いままでずっと無気力で、されるがままになっていたイヴの目に、怒いかりの光が宿ります。そして、凄すごい勢いきおいで男の手をすり抜ぬけると、暴あばれはじめました。




〝楽園の破壊者〟はイヴの無気力な様子に油ゆ断だんしていたのだろう。不意を突つかれ、対たい応おうが遅おくれた。イヴは周囲の機材を手当たり次し第だいにつかみ、男に投げつける。

　そして──偶ぐう然ぜんにも、機材がロックに当たり、車の後部ドアが開く！

「あっ、コラ！　待ちなさい！」

　そんな制せい止しに耳を貸かすわけもなく、イヴは機き敏びんに走り出た。







◆Middle02◆バケモノ


Scene Player ──ディアーナ






　あの日以来、ディアーナはずっとひとりぼっちだった。

　ご主人さまとも、友達とも離はなれ……たったひとり。

　ご飯を探さがして街の中を歩いていても、ふいに涙がこぼれてしまう。

　そんな時、ディアーナの耳に飛とび込こんできたのは、忘わすれようもないあの言葉だった。




ＧＭ：さて、シーン変わって通つう常じようのシーンとなります。シーンプレイヤーはディアーナです。

ディア：では、まず侵しん蝕しよく率りつの決定ですね。てい（ダイスを振る）。……ふぅ、よかった４だ。現げん在ざい侵蝕率は48です。

一同：おおっ（笑）。

ＧＭ：４？　１Ｄ10で４なら普ふ通つうですが、いつもそんなダイス目、悪いんですか？

ジーアール：ええ、まあ……。藤ふじ井いさんの侵蝕率ダイスの高さは有名で……。

メイビィ：藤井さんが、４・５・６の出目ぐらいだと、ホッとするよね。

ジーアール：藤井さんはそういう世界の方なんですよ。

ディア：うぅー。

メイビィ：藤井さんは、平へい均きんで、７・８ぐらいなんだっけ？

ジーアール：自分もＧＭのとき、焦あせることが多かったです（笑）。

メイビィ：あれだよね。テストプレイとかで、藤井さんにあわせるとバランスがおかしくなる、というぐらいダイスに偏かたよりがありますからね。

ＧＭ：なるほど……。ＧＭとしては、このセッションでは、注意して見てないといけないわけですね。

メイビィ：いや、大だい丈じよう夫ぶ！　藤井さんはもう、ＴＲＰＧのベテランプレイヤーですから！　ご自分でなんとかなさいますから！

ディア：うぐぅ～。

ＧＭ：よっ、よろしくです。……さて、ディアーナさん。あなたは、いつものように、慣なれないまま、このニンゲンの街で、ご飯を探そうと、さまよっているところです。

ディア：ううっ。お腹なかがすいたにゃあ……。まだ、ノラネコ生活にぜんぜん慣なれていません。

ＧＭ：ニンゲンには、できるだけ近づかないようにしているあなたでしたが、なにやら騒さわぎが起きています。キキーという車が停まる音。人々が騒さわいでいるようす。

ディア：びくっ。事じ故このときのことを思い出して、硬こう直ちよくします。

ＧＭ：ざわめきのなか、ひときわハッキリした、大声が聞こえます。「バケモノ！」

ディア：びくびくっ！　あたしのこと？　あたしのこと？　ちがう、あたし、バケモノなんかじゃないよぅ……と、ふるえています。

ＧＭ：「バケモノ！　……近ちか寄よらないで」

ディア：びくびくびく……。しかし、気になって近づきます。怖こわいんだけど、足のほうはそれに近づいてしまう、という感じで。

ＧＭ：すると、女の子が、叫さけんでいます。




「だれか助けて。……ここは、バケモノだらけだわ！」

　周りには街の人間たちが集まり、奇き異いの目で見ていた。

　少女は、そばを歩くハトに、「助けて、あなた！」と声をかける。




ディア：にゃにゃっ？　ハトに？

ＧＭ：ええ。もちろんハトは無む反はん応のうです。彼かの女じよは絶ぜつ望ぼうした顔になってきます。

ディア：な、なんだかよくわからないけど、可か哀わい想そうなことになってるみたいなんで……近づいていくよ。

ＧＭ：怯おびえた顔で、周りを必死で見まわしていたその女の子は……、すると、ディアーナの姿を見て、ハッとした顔になります。

ディア：あ、視し線せんが合った。

ＧＭ：視線が合って……「た、助けて。あなた！」

ディア：これは、助けなければいけない！　えーと、どうすればいいかわからないけど、とりあえず駆かけよろうとします。ダッシュで！

メイビィ：ＧＭ、状じよう況きようは？

ＧＭ：そうですね、改めて説明しましょう。ここは、けっこう人通りもある、道路ですね。女の子と、それを遠とお巻まきにしている群ぐん衆しゆう。少し離はなれたところに、白いバンのような車があり、軽い事故を起こしたようで、歩道に乗り上げており、後部ドアが開いています。

四狼：やっぱり、イヴだ！

ＧＭ：そのドアから、よろよろと、白いスーツの男が出てきます。「油断したわ……。あんな、ケモノみたいな凶きよう暴ぼうな子こ供どもだったなんて……」

メイビィ：案外マヌケな男だねぇ。

ＧＭ：それから、周りの状況を見て、チッと舌した打うちして……手を掲かかげると、ヘビのような目が怪あやしく光ります。《ワーディング》を発動させました。

ジーアール：むっ、こんな場所で……！

ＧＭ：この一帯の住人は、意い識しきを失って無力化されます。




《ワーディング》は、周囲に特とく殊しゆな物ぶつ質しつを散さん布ぷし、非ひオーヴァードを無力化するエフェクトである。オーヴァードが能のう力りよくを隠かくすために使用することが多いが、このような町中でいきなり発動させた場合、急に無力化された人々が事故を起こしたりしかねない、危き険けんな行こう為いだ。




ＧＭ：さて、ディアーナは……白いスーツの男が理由で、周囲に「何か」が起こったことを感じます。まわりの人間たちがバタバタと倒たおれていきますね。

ディア：にゃっ!?　びっくりして周囲をきょろきょろ。

ＧＭ：あなたが駆けよろうとした女の子は……あなたに手を差しのべたまま、気を失って、そのままつんのめって気を失ってしまいます。

ディア：にゃー！　あいつは悪いやつだにゃ！

ＧＭ：周囲で動けるのは、ディアーナとその男、そして車から降おりてきた、その男の部下たちだけですね。部下たちが、女の子を連れ去ろうとします。

ディア：やめるにゃ！　その子を放すにゃ！

ＧＭ：男はあなたに「あら、なんで動けるのよ!?」と。

ディア：そんなの知らないにゃ！　怒おこって、夢む中ちゆうで能力を解かい放ほうする！　にゃー！
















ＧＭ：「オーヴァードか！」……それでは、戦せん闘とうです。ラウンド進行になります。





◆第一ラウンド



ＧＭ：まずはセットアップですが……。

[image: ]

ジーアール：《ワーディング》能力が使用されたから、オーヴァードは感知できますね。

ＧＭ：はい。それに引かれて来た、ということで、ほかのＰＣも登場することができます。ただ、きっと、四狼は「何かを感じる」のですが、まだそれが《ワーディング》だとは、経けい験けん的てきに分かっていない、という感じでしょうか。

四狼：なんだか分からないが、むこうでイヴがピンチになってる気がする！

ＧＭ：登場するキャラは、侵蝕率を上げてください。

四狼：とうっ（ダイスを振る）。６上じよう昇しようで、40。

ジーアール：（ダイスを振る）６点上がりました。これで吾わが輩はいは44。

メイビィ：アタシも出よう……お、９点上がったよ。

ＧＭ：この戦闘シーンは軽いもので、戦闘ルールに慣れるために用意しました。……ＧＭ自身が（笑）。そして、この戦闘を通して、皆みなさんは合流することになります。

ジーアール：「誰だおまえは」「話はあとだ！」みたいな流れですね。

ＧＭ：そういうことです。では、配置としては、〝楽園の破壊者〟とイヴが５ｍ離れていまして、ディアーナは、望むならイヴと同じエンゲージにいけますが。

ディア：はい、そうします！

ＧＭ：了りよう解かいです。では、その背はい後ごに、他のＰＣたちが登場します。

ジーアール：我われ々われ……吾わが輩はいと四狼は、ＵＧＮの車で移い動どう中に遭そう遇ぐうした、という感じでありますかね。ややっ、運転手が気き絶ぜつした……これは……ワーディング？（笑）

四狼：イヴ！　イヴだ！　それにあの白いヤツ！　うおーん！　と、窓から見つけて、いきなり扉とびらを押おし開あけて飛び出すぜ！

ジーアール：むむ、仕方ないですね……吾輩も開いたドアから出てきましょう。

メイビィ：アタシはカラスの姿で上空から……ＧＭ、イヴとディアーナのエンゲージに登場してもいいかい？

ＧＭ：いいでしょう。では配置も終しゆう了りようしたので、あらためてセットアップです。ＮＰＣは特に行動はありません……ＰＣ側もないですか？　では、イニシアチブプロセスです。一番行動が速いのは……行動値ち15のディアーナですね。

四狼：あのチビ……速いぞっ!?（笑）

ディア：この子に手を出すにゃ！　ふーっ！　マイナーで《ハンドレッドガンズ》。

四狼：銃じゆうを作り出すエフェクトだよね。銃なの？

ディア：背せ中なかの白い毛け並なみが硬こう質しつ化かして、針はりになるにゃ。メジャーアクションが《カスタマイズ》と《コンセントレイト：モルフェウス》で判はん定ていのダイスを増ふやして、クリティカル値を下げて攻こう撃げき！　しゅぱぱぱんって飛んでいくにゃー！




『ＤＸ３』には、各シンドロームごとに多彩な異能力〝エフェクト〟が用意されている。

　そして「使用タイミングが同じエフェクトは、全て同時に使用することができる」という特徴的なルールを持つ（個々の使用コストはかかる）。

　多彩なエフェクトを組み合わせ、自分だけのコンボを作り、どんなワザなのかを描写するというのも『ＤＸ３』の魅力のひとつだ。これはこのカオスガーデンでも変わらない。




ＧＭ：その攻撃に〝楽園の破壊者〟は「くっ！　汚きたならしい！」と叫さけびます。判定をどうぞ。

ディア：きっ、汚くなんかないにゃ……。（ダイスを振る）クリティカル値８で１回クリティカル……達成値18！

ＧＭ：ドッジを試みますが、ダイスは４個……はい、達成値７。命中です。

ディア：２Ｄ10で……９。ダメージ14点です。

ＧＭ：では、かざしたスーツの腕うでに攻撃を受けて。「ひっ、このケモノが！」とわめきます。行動値12でこちらの番ですね。




〝楽園の破壊者〟は、袖そで口ぐちから爆ばく薬やくを取り出すと、街中にもかかわらず平然と投とう擲てきした。激はげしい音と衝しよう撃げき、そして炎ほのおが吹ふき上あがる。




ＧＭ：マイナーで《オウガバトル》。メジャーは《エクスプロージョン》と《コンセントレイト：ソラリス》で判定です。……クリティカル値８で、達成値18。対象は「範囲（選択）」ですが、イヴは狙ねらわないので、ディアーナとメイビィを対象にします。

ディア・メイビィ：ドッジは……失敗！

ＧＭ：ではダメージを……。

メイビィ：ちょっとお待ち。ふむ……アタシはどうせ支し援えん能力しかないし、こんな風にバラけてるんじゃ、手番になってもやることがないしね。ここは、ディアーナをカバーリングするよ。




《ワーディング》を察知し、上空から舞まい降おりようとしていたメイビィの目に入ってきたのは、白いネコ──ディアーナが炎に包まれている場面だった。

「ちっ、仕方ないね」

　メイビィは黒い翼つばさを広げ、加速する。




ＧＭ：ダメージは２Ｄ10＋18点で……はい、29点です。

メイビィ：本来受けるダメージと、カバーリングのぶんで二倍だから、56点。さすがに【ＨＰ】は０になるな。では、ここで《リザレクト》するよ。（ダイスを振る）【ＨＰ】が３点になって復ふつ活かつだ。

ジーアール：そのまま受けていたら、どちらも倒れていたでしょうから、いい選択だと思います。




《リザレクト》は、オーヴァードのもつ生命力をあらわすエフェクトだ。侵蝕率の上昇と引ひき替かえに、復活することができる。敵も大ダメージの攻撃を多用する『ＤＸ３』の戦闘において、たちまち【ＨＰ】が０になり《リザレクト》するのは、珍しいことではない。尋常ならざる異能力者同士の戦いの世界なのだ。




　衝しよう撃げき音おんと炎……まるで「あの日」のようで、ディアーナの身体がすくむ。

　そして──炎に包まれたと思った瞬しゆん間かん、ディアーナの眼がん前ぜんに一羽のカラスが飛び込んできた。カラスはその黒い翼を広げ、炎を受け止める。焼やけ焦こげた羽が、みるみる再さい生せいしていく──これが、オーヴァードの超再生能力だ。




ディア：にゃにゃっ!?　カラスさん……助けてくれたにゃ？

メイビィ：ふん、ついでだよ。アタシの王国で好きにやらせるわけにはいかないんでね。

ＧＭ：残りのＰＣは全員、行動値５ですね、カバーリングを行なったメイビィは行動済ずみになります。

ジーアール：吾わが輩はいから動きましょう。メジャーアクションで《コンセントレイト：エグザイル》《貪どん欲よくなる拳こぶし》《伸しん縮しゆく腕》。

四狼：《伸縮腕》……前足が伸のびる？

ジーアール：腕というか、首がこう……にょろ～っと伸びて、鞭むちのように攻撃を（笑）。

ディア：にゃあっ!?　くっ、首が飛んできたにゃ！

ジーアール：ふふふ……（一同笑）。さて、ダイスは９個ですが、命中修しゆう正せいが低いので……出目もいまいち、13です。当たるかな？

ＧＭ：こちらは４個しか振れないですが……（ダイスを振る）おっと、クリティカル。18で回かい避ひしました。

ジーアール：ふむ……あの動き、オーヴァード（一同笑）。どうやら、あれがＦＨエージェントのようですな。

メイビィ：ってことは、アンタがＵＧＮから来たエージェントかい。

ジーアール：おお、この街のコロニーリーダーですね。吾輩はジーアール、お察しの通り、ＵＧＮエージェントです……と、伸ばした首がメイビィのそばで喋しやべる（笑）。

ディア：ひっ、ひぃ～、こわいにゃ～。

メイビィ：話は後だ。今は──。

四狼：今は、イヴから離はなれろ、このやろー！　と、マイナーで《完全獣化》と《影かげ走ばしり》。ハヌマーンなんで、なんか風とか巻まき起おこしながら高速で突とつ進しんして、姿が……えーと、ここで人間のオーヴァードだと「獣の姿」に変身するところですが（笑）

ジーアール：獣化もなにも、元々オオカミですな（笑）。

ＧＭ：ルールには「完全な戦闘形態」とありますし、文字通り「完全な獣」という感じでしょうか。

四狼：まあ、内なる獣とかが活かつ性せい化かして（笑）、一回り大きいオオカミになる、という演出でいきます。それで、メジャーで《コンセントレイト：キュマイラ》と《獣の力》。

ＧＭ：判定をどうぞ。

四狼：ダイス10個でクリティカル８……お、なんかいっぱい回った。えいっ、またクリティカル！　またクリティカル！

ディア：な、なんかものすごく強そうなオオカミが走はしり抜ぬけていくにゃ！（笑）

四狼：なんと、ダイス目で47。達成値50！

ＧＭ：それは……はい、ドッジは当然失敗。ダメージどうぞ。




「イヴを放せ！」

　車から飛び出した銀狼が、アスファルトを蹴けって疾しつ走そうする。あまりの速度に風が巻まき起おこり、瞬しゆん時じに駆かけ抜けた狼の牙きばが、〝楽園の破壊者〟に突つきたった！




四狼：ダメージは43点！

ＧＭ：ぐふっ……。そ、それで【ＨＰ】が０です。

ジーアール：倒たおれるの!?（笑）

メイビィ：あんなにボスっぽい顔で出てきておいて（笑）。

ＧＭ：いえ、そこで〝楽園の破壊者〟は《アクアウィターエ》を使用。戦闘不ふ能のうから復活して、さらに《瞬間退たい場じよう》で退場します。

四狼：逃にげるのか。

ＧＭ：「わたくしの清せい潔けつな身体に、ケモノたちのヨダレや匂においがついてしまったわ！　早く研究所に戻もどってキレイにしないと！」と言って、背後の車に飛び乗ると、部下──オーヴァードのエキストラが車を発進させる、といった感じです。

四狼：今度会ったら思いっきり嚙かんでやりたい。

ＧＭ：そして去るとき、こう言い残します。「おのれ。わたくしの、アレさえあれば……こんな汚らしいケモノたちに負けないものを！」




ジーアール：なにやら思わせぶりなことを言い残していきましたね。

メイビィ：アタシはとりあえず、オルクスの〝領りよう域いき〟を展てん開かいして、壊こわれたり燃もえたりしたものを修しゆう復ふくしていいかい？

ＧＭ：いいでしょう。〝楽園の破壊者〟が退場したので、《ワーディング》で気絶した人々もそろそろ気がつくと思います。幸い、事故や一いつ般ぱん人じんへの被ひ害がいはないようです。

四狼：イヴはどうしてる？

ＧＭ：《ワーディング》の効こう果かで気絶していますね。

ディア：オーヴァードじゃないんだね。

メイビィ：まあいい。ここじゃゆっくり話もできないからね、ついてきな、と全員に言おう。オオカミにキリンじゃ、見つかっただけで騒ぎになる（笑）。

ジーアール：そうですな……ＵＧＮには連れん絡らくを入れつつ、ついていきましょう。

四狼：じゃあイヴはオレの背中にのっけていこう。

ディア：えっと、えっと……。

メイビィ：そこのおどおどしてるネコ、アンタもついておいで。

ディアーナ：は、はい。わかりましたにゃ～。

ＧＭ：では、一度シーンを替えましょう。







◆Inter Scene◆獣たちの絆きずな




ＧＭ：さて、こうしてＰＣ全員が集合したところで……変へん則そく的てきではありますが、ここで「ＰＣ間ロイス」を決めることにしましょう。




「ＰＣ間ロイス」とは、ＰＣ同士で結ぶ関係である。これによって、参加するＰＣ同士の人間関係──今回の場合「動物関係」であるが──が決まり、お互たがいの会話やかけ合いをするときにも、イメージがしやすくなる。

　基き本ほん的てきにはプリプレイで決めるものだが、今回は動物オーヴァードという変則的なセッションでもあり、互たがいのキャラクターを認にん識しきした後で決めることにしてあった。




ＧＭ：ではＰＣ間ロイスを決める順番は、番号順……つまり、ディアーナ[image: ]四狼[image: ]ジーアール[image: ]メイビィ[image: ]ディアーナ、という形でお願いします。




　ＰＣ間ロイスも、ＮＰＣに対するロイスと同じく、「感かん情じよう表ひよう」を用いて、ＲＯＣで決める。

「ポジティブ」「ネガティブ」の両面を決め、どちらが「表に出ている感情か」を決めておくのも同じだ。これによって、複ふく雑ざつなキャラクター同士の関係も想そう像ぞうできるようになる。





・ディアーナ



ディア：四狼へのロイスは、両方チョイスで選んだよ。ポジティブが「憧しよう憬けい」で、ネガティブが「劣れつ等とう感かん」。

ＧＭ：あこがれの存そん在ざい、みたいな感じでしょうか。

ディア：お姉さんぽくて、かっこいいなーって憧あこがれて、そのぶん私わたしはダメな子にゃあって、時々しょぼーんとなる。で、当然表に出ている感情は、ポジティブの「憧憬」です。

四狼：はーい、いい子だ。これなら、オレも喰ったりしないな（一同笑）。

ＧＭ：ロイスによっては食べちゃうつもりだったんですか!?（笑）

ディア：はー、よかったにゃあ（笑）。

ジーアール：真面目まじめな話をすると、ＰＣ同士は通常捕ほ食しよくされてしまうような関係でも、オーヴァード同士ならば食べたりはしません、はい（笑）。





・四狼



四狼：え～と、このキリンにどんな感情を抱いだくのか……（笑）。

ＧＭ：オープニングで、劇げき的てきな出会い方をしてますし、いろいろ事情の説明を受けたり、すでに行動を共にしていますから、どんな感情にしても大だい丈じよう夫ぶでしょう。

四狼：う～ん。「感服」にすると、なんか負けた気がするなぁ（笑）。「有ゆう為い：あなたは対象に可能性を感じた。」？　……んー、可か能のう性せいは……きっと、感じないな。

ジーアール：何をいうか。吾輩のこの首には、さまざまな可能性が詰つまっているのに。ほれ、にゅー（笑）。

四狼：たしかに可能性はあるかもしれない。あのまま宇う宙ちゆうへ伸びていって、また戻ってくるのではないかという……。

ＧＭ：すごい想そう像ぞう力りよくですね（笑）。

四狼：んー、とりあえず「連帯感」にしておこう。

ジーアール：なるほど、吾輩の伸びたり縮ちぢんだりする能力に、親しみを。

四狼：ちがう（笑）。オーヴァード動物同士の連帯感だ。……で、ネガティブは「隔かく意い」。彼かれとは、見ているものが違ちがう……高さ的な意味で（笑）。表になってるのはポジティブ。





・ジーアール



ジーアール：では吾輩はメイビィに。こちらもチョイスで決めました。ポジティブが「有為」で表に出ています。ネガティブは「劣等感」。

ディア：ん、意外ですね。劣等感？

ジーアール：はい。だって吾輩、こんなに偉えらそうに喋しやべってますけど、実戦に出る任にん務むは初めての新人なんですよ（笑）。

ＧＭ：そういえば、そういう設せつ定ていでした（笑）。

ジーアール：ＵＧＮからある程てい度ど情じよう報ほうも聞いていたんですが、やはりこちらは最近に覚醒して保ほ護ごされた立場なので、由ゆい緒しよ正しい動物の王に、実は劣等感を感じております。





・メイビィ



メイビィ：さて、アタシもチョイスで決めたよ。ディアーナに対して、ポジティブが「庇ひ護ご」、ネガティブは……「不ふ快かい感かん」。

ディア：にゃー!?

メイビィ：ほら、自分の王国に入ってきた新参者で、まだ挨あい拶さつもないので。……なんか、オープニングで、メイビィの統とう治ちぶりも厳きびしくて、格かく式しきを重んずる、という感じになったし。

四狼：無む邪じや気きな子ネコなんで、子供らしいってところに対してはわからないでもないかなー。

ディア：にゃーっ!?（笑）

メイビィ：まあ、表に出ているのはポジティブで、保護してやらなくては、と感じているよ。

ディア：こ、これは、王さまに、何か菓か子し折おりでももっていかなければ……（笑）。

ＧＭ：そこは「魚のホネ」でしょう、絵的に！

メイビィ：いらねー!!（笑）

ＧＭ：……さて。ＰＣ間ロイスも決まりましたので、プレイのシーンに戻もどりましょう。
















◆Middle03◆大たい樹じゆの下もとで


Scene Player ──メイビィ






　その公園には、一本の、これといった特とく徴ちようもない樹きが生えている。

　普通の人間から見れば、ただの樹だが、〝王〟に許された者は、その樹を中心とした、広大な平原に入ることができる。そこが、メイビィの〝王国〟だ。




ＧＭ：さて、シーン替わってシーンプレイヤーはメイビィ、場所は例の〝王国〟です。あの戦闘のあと、ひとまず、気絶したイヴをつれて、ここへやってきた、というところですね。

メイビィ：まずは、侵蝕率を上げるさ（ダイスを振る）。う、10点上がった。

ＧＭ：基本的には全員登場になります。

ジーアール：吾輩も登場します。侵蝕率、10点上昇。

四狼：えいっ。１点！

ディア：……はぁ～、また10点上がった。現在、侵蝕率65です。もうダイスのボーナスが入ったにゃあ……。

メイビィ：さすが藤井さん。いや、実は今日はメイビィもけっこう飛ばしているよ。

ジーアール：吾わが輩はいも、61です。今日は、６・６・10ときてますね。

ＧＭ：さて、では改めまして。ここはメイビィの王国たる〝領域〟です。




　樹じゆ齢れい何百年だろうか、という大樹の下に、広い草原が広がっている。

　イヴは、気を失ったまま、緑の草の上に寝ねていた。心なしか落ち着いたように見え、やすらかな寝ね息いきを立てている。




四狼：イヴ……よかった、無事で。頰ほおをぺろぺろしよう。

メイビィ：そうだな。では改めて、……アタシはこの街の〝王〟だ。

ディア：王さまなの!?　すごい、偉えらいんだにゃ！

メイビィ：偉。

ディア：それを聞いて、ああ、メイビィって名前なんだなー……と思います（笑）。

メイビィ：ありがとう（笑）。

四狼：なんか偉そうなカラスかと思ったら、王様かぁ。ふうーん、と観察する。

ジーアール：では改めまして……吾輩はジーアール、〝哲てつ学がくするキリン〟である。

四狼：ひとくせもふたくせもあるやつが多いな、と改めて思うねー。

ジーアール：オーヴァードですからね。

メイビィ：さて。アンタたちのことは、ニンゲンの群むれのヤツから聞いているよ。ニンゲンの仔こと、首の長い動物だね。……オオカミまでついてくるという話は知らなかったけどね。

ジーアール：では吾輩が紹しよう介かいすることにしましょう。このオオカミは、四狼といいまして。イヴ……この人間の少女と縁えんのある者です。

四狼：オレとイヴの住んでいた島が、そのＦＨとかいうヤツに襲おそわれちまって……という感じで、身の上を語るよ。チラチラとイヴの様子を見つつ。

メイビィ：どうやらそのＦＨという群れの、さっきの白いニンゲンは、動物というものが大だい嫌きらいなようだね。

ジーアール：そのようでありますな。

メイビィ：アタシの領りよう地ちでも、たびたび動物たちを連れていっているようだ。ふむ。どうやら、ろくでもないことを企たくらんでいる感じがするねぇ。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ジーアール：さて、それはそうと……と、改めてディアーナのほうを向きます。

ディア：あたしは、みんなの話を聞きながら、多分用語とかわかっていないので。ふぁるすはーつとか、ゆーじーえぬとか、なんなのかにゃーって顔をして、キョロキョロしてる。

ジーアール：ネコよ、お前は何者であるか？

ディア：ディ、ディアーナです……っ！　って言ったあと困こまっちゃう。どう説明したらいいのかにゃぁ。

メイビィ：アンタは、飼かいネコだったんじゃないかい？

ディア：は、はい～！　そうですにゃ！　ディアーナって名前もご主人さまにつけてもらったんですにゃ！

メイビィ：（スルーして）アンタのことは実は知ってたよ。アタシの〝王国〟の中だからね。ニンゲンに飼われていたから、ノラのルールを何も知らない。

ディア：すっすみませんにゃーと、ビクビクします。

四狼：なにっ、ニンゲンに飼われてるのか、お前？

ディア：言われて……もう、そうじゃないけどって、暗い顔をします。しゅーん。

四狼：ハッハッハ。よかったじゃねえか。ニンゲンの所からなんか逃にげ出だして、こうして野生で暮くらすのがいいぜー！

メイビィ：しかし、どこで暮らすにしても、そこには必ず動物のリーダーがいる。その王にちゃんと挨拶をしなきゃ、エサをとるのも生きていくことも出来ないんだよ。

ディア：オドオドと、縮ちぢこまってます。

メイビィ：ここのルールを守る、というなら、アタシの王国で保護してやろう。そうでないなら、どこか他の場所へ行くんだね。

ディア：……もう、他に行くところないんですぅ。お願いしますぅ。王さま～。

メイビィ：ふん。まあ、いいだろう。

四狼：この、なんか吹ふけば飛びそうな小さいネコをじーっと見つつ……そういえば、さっきイヴを助けてくれたのは、コイツだったなあ。

ディア：見られてるっ。びくびくっ。

ジーアール：ふむ。ディアーナとやら、お前は、どうしてあの少女を助けたのだ？　吾輩のように命令を受けたわけでもないし、四狼のように、イヴと縁があったわけではあるまい。

ディア：えっ。助けるのに理由なんてありますか？　だって、あの子は助けを求めていたから。それに……このあたしを、信しん頼らいしてくれそうだったから。

ジーアール：むぅ、なんという純じゆん粋すいさ。

ディア：こう、くもりなき瞳ひとみをキラキラさせて。

ジーアール：あまりの純じゆん真しんさに、吾輩は驚おどろいて首をすくめます。実じつ際さいにこう、首がすくまります（笑）。

ディア：なんてすごい首なんだ、とくもりなき瞳で、見つめます！（笑）

四狼：ふぅーん。そうか、オマエがイヴを庇かばってくれてたんだな。小さいネコかと思ったら、やるじゃないか。……ありがとな！

ディア：え、えへへー、とちょっと嬉うれしくなってシッポをフリフリ。

四狼：そういえば、オマエ。戦いのときは、ずいぶん勇ましい格かつ好こうをしてたじゃねえか。かっこよかったぜ！

ディア：えっ……驚おどろきながらも、シッポがすごくフリフリする（笑）。

メイビィ：おっと、これは言わないとな──いい気になるんじゃないよ。あんなことは、もういけないよ。

ディア：びくっ！

メイビィ：さっき、ルールを守るって言ったね。今度からは、その〝力〟を滅めつ多たなことで使っちゃあいけない。……特に、ニンゲンの前ではね。

ディア：ううっ。とふたたび、ショボーンと。え。な、なんで？

メイビィ：ああ、このさいだから教えておいてやろう。




　メイビィは、不ふ機き嫌げんそうに顔をしかめながら、言葉を継ついだ。

「いいかい、アタシたちみたいなオーヴァードは、動物たちの世界では、尊そん敬けいされ慕したわれる。動物たちは、自分より強くて賢かしこい存在を、素す直なおに認みとめて、頼たよろうとするからね」

　聞いていた四狼がうなずき、メイビィは言葉を続ける。

「だが、ニンゲンたちっていうのはね。自分より強くて賢い存在を……恐おそれて、排はい除じよしようとする生き物なのさ」




ディア：……。

ジーアール：……。

ＧＭ：……あたりはシンと一いつ瞬しゆん静まりかえります。イヴが微かすかに「う～ん」と可愛かわいらしい寝ね言ごとをもらすのが聞こえました。

四狼：……おいおい、カラスのバァさんよ。そんなこと言うなよ。こいつの力のおかげで、イヴも助かったんだからよ。

メイビィ：ふん。それは、ますます気をつけたほうがいいね。その救おうとしたニンゲンの子供が、アンタたちの力を見て、恐おそれることになるかもしれないからね。

ディア：にゃあ……。それを聞いて、前のご主人さまのことを思い出して……泣きそうになってぷるぷるふるえます。

四狼：イヴはそんな子じゃねえよ！　おい、カラスのババァ。王様だか、なんだか知らねぇが、イイカゲンなこと言うと、オレが喰くっちまうぞ！

ディア：たた、食べちゃだめだよぅ。

メイビィ：あっはっは、そうかいそうかい。気をつけるんだね、オオカミ。トリの骨ほねはタテに刺ささるよ。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて……そのあたりで、イヴが目を覚まします。そうですね。オオカミのうなり声に反はん応のうして、ねぼけた声で「……しろー？」

四狼：イヴっ！　起きたんだな、よかった！

ＧＭ：さて、目覚めたイヴはですね。まわりをキョロキョロと見み渡わたして、あなたたちに気がつきます。そして「……あなたたちが助けてくれたの？」

ジーアール：ふむ。そういうことになるかな。

ＧＭ：さて、ここで……そうですね。メイビィは違い和わ感かんを感じます。人間なのに、すごく普通に動物に対して、普通に話しかけてきたためです。

メイビィ：動物の言葉で？

ＧＭ：いえ。人間の言葉です。だからますます違和感を感じます。

メイビィ：なるほどね。

四狼：オレは違和感なんか感じてるスキもなく、イヴのところにロケットダッシュで、飛んでいくぜー！　イヴー！　バーンッ！

ＧＭ：イヴも「しろー！」と、とんできて、こう、ガシッと。

四狼：あー、幸せーだー。

ＧＭ：「生きていたのね、しろー！」

四狼：大だい丈じよう夫ぶだったかー！　ケガはないかー！　おなか壊こわしてないかー!?

ディア：ううっ。よかったねぇ、四狼。

ＧＭ：えーと、さて。四狼は、そういったセリフを……どう、話しかけますか？

四狼：どうって……〝楽園〟で、イヴと話していたときみたいに、普通に話すよ。

ＧＭ：つまり、あなたは動物語で話しかけたんですね？　では──。




　四狼はイヴに頭をすりつけながら、矢や継つぎ早ばやに質しつ問もんをする。

「イヴ、ゴハンちゃんと食べてたか？　あの白い変なヤツに、怖い目にあわされてなかったか？」

　だが──イヴは目を見開いて、硬直していた。

「……わたし、しろーのことばが、わかんない……どうしちゃったんだろう……」




四狼：えーっ!!　って、そう言ってるイヴの言葉はわかるんだよね？　どういうこと？　こっちもキョトンと。

メイビィ：オオカミ。ニンゲンの言葉でしゃべるんだよ。いまのアンタには、できるはずさ。

四狼：えーと、じゃあ、何を言われているのかよく理り解かいしていないまま、こう、人間の言葉をしゃべろうとする。……イヴ？

ＧＭ：イヴは、ぱぁっと顔を輝かがやかせて、「よ、よかったー。しろー！」

四狼：ヨ、ヨカッタネ。いう。（カクカク）。

ディア：なんか、ぎこちない（笑）。

ＧＭ：いや、じっさいぎこちないんですよ。たとえるなら、ふたりとも、いままで慣れていた母国語で話せなくなって、お互い外国語で会話している、という感じで。

ジーアール：ああ、なるほど。

ＧＭ：イヴも、その違和感をなんとなく感じているんですが、とにかく四狼に再さい会かいできたこともあって、なんとか気にすまいとしている感じです。

四狼：そうなんだ。

ＧＭ：「そうだ。あの白いおちびさんは？」

四狼：ディアーナのことだな。じゃあ、首でこくっとディアーナを示しめそう。

ディア：おずおずおずおず。

ＧＭ：「あなたが助けてくれたのね。あのバケモノたちから。ありがとう！」そう言って、あなたのそばにしゃがみこんで、頭をなでます。

ディア：ああ～。なんか久ひさ々びさに、なでられたにゃあ。幸せ……。

ジーアール：バケモノ、ですか。ふむ。……まあ、あの白い男はバケモノぽかった（笑）。

四狼：イヴ。こいつの名は、ディアーナ。オレもさっき友だちになったんだ。

ＧＭ：「わたし、イヴ。わたしとも友だちになってくれる？　でぃあーな」

ディア：も、もちろんっ！　あー、なんか幸せだにゃあ……。

ＧＭ：それからイヴは、ジーアールに気づきます。ディアーナを抱かかえて、トコトコと歩いて、ペコリとおじぎをして、「こんにちは。わたし、イヴです」

ジーアール：ふむ。吾わが輩はいの名はジーアール。哲学するキリンである。

ＧＭ：「よろしく、じーあーるさん。わたし、イヴ。……くび、長いね！」

ジーアール：ふむ。この首は伸のび縮ちぢみするのである……と言って、首をひっこめたり、伸ばしたり（笑）。

ＧＭ：「わ～。すごぉ～い」と、イヴは素す直なおに感心して、パチパチと手を叩たたきます。

四狼：イヴは素直で可愛かわいいなぁ（笑）。

ジーアール：そういえば吾輩。オーヴァードの能力を見せてしまってますね（笑）。

ＧＭ：ＧＭもごく自然にスルーしてしまいましたけど、そうですね。イヴは、ふつうに受け入れているようです。

ジーアール：ほほう……。

ＧＭ：それから、メイビィのところにもトコトコと歩いて、「こんにちは。カラスさん。わたし、イヴ！」

四狼：おい、イヴ。このカラスは、王様なんだ。ちゃんと挨拶しないとダメだぜ。

ディア：イヴ。王さまには、ちゃんと挨拶しないといけないんだ。そうしないと、ここで、暮くらさせてもらえないんだよ！

ＧＭ：「え、そうなのっ」とイヴは、素直にかしこまって、ヒザをついて、ペコリと頭をさげます。「王さまっ。わたし、イヴです。よろしくおねがいします」

四狼：メイビィにむかって、ほ～ら、イヴはこの通りいい子なんだぜ！　という顔をしてみせます（笑）。

ディア：イヴも置いてあげてくださいって目で、じぃーっと。

メイビィ：やれやれ。……わかったよ。アタシの名は、そうさね。メイビィとお呼び。

ＧＭ：「はい、メイビィ王さま！」

四狼：た、「たぶん王様」（一同笑）

メイビィ：ＧＭ、ここでイヴへのロイスを結んでいいかな？　そろそろ、そのへん決めないと、行動が決められなくなってきた（笑）。

ＧＭ：あ、そうですね。じゃあ、このタイミングでお願いします。あと、この場にいるＰＣ同士でも、ロイスを結ぼうという人はどうぞ。




　ロイスは、セッション中に新たに結ぶこともできる。

　このように、重要なＮＰＣに対して、感情をはっきりさせ、行動指し針しんを決めやすくする、という効果もあるのだ。




メイビィ：メイビィはイヴに対して……ポジティブは「庇護」、ネガティブはチョイスで「任にん意い」を選んで、「当とう惑わく」ということにしたよ。

ＧＭ：当惑ですか。

メイビィ：ああ。プレイヤー的には、ある意味もう分かってる感じなんだけど、いまメイビィは、どう扱あつかおうか困っている、という状況。感情はネガティブが表に出てる。

ジーアール：吾輩もイヴに、ロイスを結びました。ポジティブ「庇護」、ネガティブ「不安」です。まあ、メイビィと似にた感じですね。どうにかしてあげないといけないんだけど、どーするよ、これという状じよう態たいです。表はポジティブで。

ＧＭ：了解です。

ジーアール：ふむ。ではこうしたところで、今後の方ほう針しんと、イヴをどうするかということを、話しておいたほうが良いと思うのですが。

ＧＭ：ちなみに、イヴはそんな話をしている間にですね。着せられていた、例の入院患者のような服を、脱ぬごうとしてます。こんなの、ジャマだという感じで。

四狼：そういえば〝楽園〟で暮くらしているとき、服とかどうしてたんだろ。

ＧＭ：そのころのあなたは、そもそもそんなことを気にしてませんでした。……って、ん？　そういえば、ナチュラルにそんな設定にしてましたが、冷静に考えると、なんかいろいろマズいような。

メイビィ：えー。ここで代表取締役としての発言になりますが、イラストが出しゆつ版ぱんコードにひっかからない程てい度どでお願いします（一同笑）。

ＧＭ：イヴにとっては、ふつうの人間が着るような服とかは、ジャマなだけなようです。そもそも、服のはずしかた自体がよく分からないので、そのへんをゴロゴロ転がっています。

四狼：しょうがないなあ。……じゃあ、ゴロゴロしてるイヴのところに行って。……といっても、オオカミの手なので、役に立ちそうもないんだけど（笑）。

ＧＭ：いえ。実はあなたはいま、イヴよりもむしろ、器用に、服のボタンを外したりすることができます。《アイテムユーザー》の効果ですね。

四狼：じゃあ、器用にボタンを外す。〝楽園〟で、花をつけてもらったときとは、立場が逆ぎやくになってるなー。コラ、じっとしてろよ、イヴ～。

ＧＭ：ようやくジャマなものがなくなって、スッキリしたイヴは、キャッキャいいながら、あなたに抱だきつきます。

四狼：なんか、お母さんになった気分だ……（笑）。




　やがて、イヴは安心して疲つかれが出たのか、再ふたたび寝てしまう。

　ＰＣたちは、情報を整理することとなった。




四狼：オレはイヴと一緒になれたので満足してごろごろしてる（笑）。

ディア：あたしはうらやましそうに、それ見てます（笑）。

ジーアール：のんきだなぁ（笑）。さて、吾輩としては、〝楽園〟と、その破壊者──あの白い男について調べねばなりませんな。

メイビィ：アタシも、その〝楽園〟とやらは気になるところだねぇ。

ジーアール：まずは〝楽園〟の不自然さ……様々な動物が共きよう存そんし、人間のイヴも含ふくめて意思疎そ通つうが可能だった、という状況は、四狼から聞いていた〝長老〟と呼よばれる樹きの力が介かい在ざいしていたのではないかと。

ＧＭ：はい。正せい解かいです。〝楽園〟を実際見てきたこと、四狼から聞いた話、それからＵＧＮで得た知ち識しきなどから、推すい測そくできてかまいません。あと今回訪おとずれている、このメイビィの〝領域〟。これ自体もヒントになりました。

メイビィ：そうかい。アタシと同じオルクスの〝領域〟かい。……だが、この王国でも、オーヴァードでない動物を喋しやべらせたりはできないよ。

ＧＭ：そうですね。えー……まあ特に判定はいらないでしょう。〝長老〟の特別な能力であった、ということは推測できます。年を経へたレネゲイドビーイングだったのでしょうね。そして、長老が死んだ今、その力は失われた、と。




　レネゲイドビーイングとは、レネゲイドそのものが意い志しを持った存在である。古代から存在するレネゲイドビーイングは強力で、島ひとつの環かん境きようを作つくり替かえることもある。

　レネゲイドウィルスと同じく、人類にとっては、いまだ謎の存在であるが、動物のような素朴な存在には、こうして「神」のように扱われていることもあるだろう。




ＧＭ：これをＵＧＮに改めて持ちかえり、調ちよう査さして裏うら付づけを取らなければ、[image: 100]％そうであるかは断だん定ていできませんが……おそらく、ほぼ間ま違ちがいないでしょう。

メイビィ：それにしても、オルクスの樹かい。アタシの王国と同じとはね。

ＧＭ：じつは、キャラメイクのとき、内心あせってました。オルクスの領域はさておき、樹木というところまでかぶっていたもので……（苦笑）。

ディア：でも、いまの王さまのセリフを聞くと、ちょうどいい対比って感じになったかも。

ＧＭ：そうですね。メイビィの存在があるからこそ、むしろ、皆さんは理解し、実感するでしょう。長老の力によって成り立っていた〝楽園〟は、皆さんオーヴァードの能力をもってしても、決して再現できないものだということを……。

メイビィ：さて……、それじゃあ、どうしようかね。

四狼：とりあえず、事実を知ったオレはひたすら憤いきどおる。アイツらゆるさーん！　食ってやるー！　と、その場でバタバタバタバタ暴あばれます。

ジーアール：吾輩は、ひとまずＵＧＮへ戻りますよ。調査して裏付けを取る必要もありますし、報ほう告こくせねばなりません。……ただ、ジーアールの考えとしては、イヴは、ＵＧＮに保護してもらうのが良いのでないかと思います。

四狼：えーと。こちらがどうするか決めるのとは別問題として、ＵＧＮに保護をお願いできるのかな、この場合。

ジーアール：オーヴァードがらみの事じ件けんによる被ひ害がい者しやは保護してくれるはずなので……広い意味では、その範はん疇ちゆうに入るのではないかと。

ディア：ではメイビィに、もし、イヴが行くところがなかったら、ここに置いてくれるよね。……と、すがるような目で聞きます。

四狼：ああ、動物の王。オレからもお願いするよ。

メイビィ：ふむ……。

ディア：イヴも、ちゃんと王さまに挨拶して、ここのルールを守れば、保護してくれるんだよねっ。王さま、そう言ったよね！

メイビィ：新入りの子ネコが生意気をいうじゃないか。いいだろう。アタシもこの街の王だからね。イヴにとって行き場所が出来るまで、ここにおいてやろうじゃないか。例の、この仔を狙ねらっているニンゲンのことも、まだ問題が解かい決けつしていないからね。

ディア：やったー。ありがとう、王さま！

四狼：ここでイヴと暮くらせるんだ～と、ディアーナと一緒に喜びます。

メイビィ：でも、その代わりに、約束してもらうよ。このあと、アンタたちには、時が来たら、ひとつだけ、アタシの言うことを聞いてもらうからね。

四狼：コクコク。

ディア：聞きます、聞きます。

メイビィ：いや。先を見み越こした、ちょっとした伏ふく線せんなんだけどね。

四狼：四狼は気づかずに、喜んで、イヴのそばに行って身体をよせるよ。

ディア：あたしも、そばに行って丸まりますにゃあ。

ＧＭ：さて、特に何もなければ、このあたりでシーンを切りますが。

一同：問題ないです。




　静かな草原の世界にも、夜が訪おとずれる。月の明かりが巨きよ大だいな樹きの根本を照らし、無邪気に眠ねむる少女と銀毛のオオカミ、そして小さな白いネコ……その平和そうな様子を、優やさしく照らしていた。




ジーアール：では、吾輩は、月をバックに首をゆらゆらと揺ゆらしています。

ＧＭ：雰ふん囲い気き台無しだ！（笑）

メイビィ：じゃあ、メイビィは、シーンが終わるところで、それを見ながら、つぶやくよ。「……そう。約束は守ってもらうからね」




　　　　＊　　　＊　　　＊




ディア：そうだ、あたしは、ロイスを結びます。新しくふたつとれるので、まだ持っていないジーアールさんと、メイビィさんに。

ＧＭ：はい、了解です。

ディア：キリンさんに対しては、ポジティブ「感服」で、ネガティブ「食しよく傷しよう」。

四狼：食傷？

ディア：ディアーナは飼かい猫ねこだったので、実はテレビとかで、けっこうキリンを見み飽あきていたんですよ。ＣＭのキャラとかで見ていて、いまさら、フーンという感じで（笑）。

ＧＭ：まあ、それはそれで、人間に飼われていた動物っぽいですね。

ジーアール：がーん。吾輩ショック。首がしょんぼりしています。

ディア：安心してください。ポジティブが表ですから！　実物を見るのは初めてだし。で、メイビィに対しては、尊敬／恐きよう怖ふ。恐れ敬うやまってます。表になっているのは尊敬です！

メイビィ：いいだろう、いいだろう、尊敬したまえ、子ネコちゃん（笑）。







◆Middle04◆守しゆ護ご者しやの網あみの外


Scene Player ──ジーアール






〝哲学するキリン〟は、長い首を揺らしながら考かんがえ込こんでいた。

　さて、これからどう行動すべきだろうか──と。




ＧＭ：では、ＵＧＮへと戻ったジーアールのシーンとしましょう。

ジーアール：侵蝕率を上げます。では（ダイスを振る）……うっ。９点上がりました（笑）。うおー、吾わが輩はいの首が、こんなにも伸びていく。

四狼：侵蝕率あがると、首が伸びていくんだ！（笑）

ＧＭ：犬飼弥生いぬかい・やよいが待ってますよ。「今回は、お手て柄がらだったわね、ジーアール。私もうれしいわ！」

ジーアール：いえいえ……と首をゆらします。

メイビィ：じゃあ、同じ、へんな動物部隊の仲間の、コアラとかナマケモノとかも。「やったな、ジーアール！」

ＧＭ：オオアリクイとか、アルマジロとかが「オレたちも、鼻がたかいぜ！」

ジーアール：吾輩も首が高いです。にゅ[image: ][image: ]。……では、出動から今までの諸もろ々もろを経へて、報告に戻ってきたという感じでしょうか。

ＧＭ：はい。まあ、ここは主にＵＧＮからの情報を伝えるためのシーンなので。せっかくだから、出てほしいＮＰＣなどいますか？

ジーアール：それでは、ロイスもあるので、霧谷さんを。ＯＫなら事件の報告をします。

ＧＭ：はい。では霧谷がいるオフィスに通され、そこで報告をすることになります。

四狼：日本支部長の前に、キリンが立って、報告している……（笑）。

ジーアール：おもいっきり上から目線ですね。ＵＧＮの偉い人に。

ディア：高さ的な意味で上から目線！（笑）

ＧＭ：あらゆるオーヴァード事件に関かかわっている日本支部長にとっては、きっと珍めずらしいことではありません（笑）。穏おん和わな顔つきでうなずきながら、報告を聞いてます。

ジーアール：吾輩は、その白い服を着たＦＨの男を調べてみます。それと、〝楽園〟にいた少女、イヴの件なのですが。

ＧＭ：「そうですね。たしかに、その少女、ＵＧＮで保護したいですね。ですが……」

ジーアール：ですが？

ＧＭ：で、サジェスを肩にのせたテレーズもいるんですが、彼女のほうが前に出て説明します。「通常の場合、事件に巻まき込こまれた一般人は、ＵＧＮの処しよ理り班はんが〝記き憶おく処しよ理り〟を施ほどこしてから、元の生活へと戻もどすのだけど……彼女の場合は、それは難むずかしいの」

ジーアール：ほほう。

ＧＭ：『ＤＸ３』のリプレイやシナリオなどでもしばしば出てきますが、実際に事件にあった数時間とか、長くても数日のあいだの記憶を消したり、暗あん示じによって別の記憶に書かき換かえたり、ということはできるのですが……。

ディア：ゆーじーえぬ、すごいにゃー。

ＧＭ：そしてその場合、やがて時間が経たつうちに、ただの交通事故だったとか夢ゆめだったみたいに、当人も自分の記憶の整せい合ごう性せいをつけて、問題が解決する、というわけなんですが、彼女の場合は──。

ジーアール：なるほど。何年にも及およぶ記憶を消したり、整合性がつくように暗示をかけるのは難しいわけですね。

ＧＭ：はい。いまのＵＧＮの技ぎ術じゆつで、まったく偽にせの何年にも及ぶ記憶を植え付けることは、困こん難なんです。ムリをすれば、人じん格かく崩ほう壊かいの危険すらあるでしょう。

ジーアール：そうでしょうな。

ＧＭ：記憶の問題が解決しないとなると、外界から隔かく離りされた施し設せつに閉とじこめるという選択になってしまいますが──。

四狼：そんなのだめだ！

ＧＭ：それは避さけたい、とＵＧＮ側も考えています。で、テレーズが「その子は、人間を怪かい物ぶつだと思っているのよね？　それだと、保護がより難しいわ」

ジーアール：そうですな。人間のことを「バケモノ」だと言っておりました。他の人間を見たことがなくて、最初に会った人間たちが、自分の住んでいる〝楽園〟を破壊したのですから、当然かもしれませんが……。

ＧＭ：テレーズは「そうよね」とうなずいて、「ただ、人間……わたしたちとコミュニケーションできないのでは、保護する際に、拘こう束そくなども必要になってきて……」

四狼：だめだってばーっ！

ジーアール：おお、四狼の声が聞こえる気がする……吾輩も、ずいぶんと彼女の思考を理解してきたのである（笑）。

ＧＭ：「それも避けたい。そういうわけで、あのコロニーリーダーが許きよ可かしてくれているというなら、もう少し落ち着くまではそこに保護してもらいたいの」

ジーアール：ずいぶんと、あの〝王〟を信頼しているのですな。

ＧＭ：「サジェスが認めてるから……それだけじゃないけどね」テレーズはメイビィと会った時に、信頼できると判はん断だんしたのでしょう。

メイビィ：人間にしちゃ見る目のある子だね（笑）。

ＧＭ：「で……あなたと、その、話にでてきた、他の動物オーヴァードたちにお願いがあるの。イヴに、人間のことや、人間社会のことを教えてあげてほしい。わたしたちと、落ち着いて話せるくらいに」

ジーアール：ふむ……なるほど。確たしかに、それに適てき任にんなメンバーはおりますな……と、他のＰＣを思おもい浮うかべる。

ＧＭ：ＦＨの調査とは別に、ということですね。ちょうどＮＰＣもふたりいるので、ＦＨの調査を霧谷さんに指し示じされ、テレーズからは個こ人じん的てきなお願いをされた、みたいな感じになりますか。

四狼：テレーズちゃんはいい子だなぁ。

ジーアール：なるほど……吾輩たちがすべきことがわかってきました。これは、皆のところにもどって、動物オーヴァード同士で相談してみることにしましょう。

ＧＭ：では、ひとまずこんなですね。ほかになにかありますか？

ジーアール：はい。せっかくＵＧＮに来たので、ここは今回の事件に関する情報を少し集めたいのですが……情報収しゆう集しゆう、よろしいですか？

ＧＭ：いいですよ。……では、これが選択できる情報収集のリストです。
















メイビィ：情報リストか！　藤浪さんは相変わらず凝こり性しようだ（笑）。

ディア：いいですね、これ。わかりやすくて。

ＧＭ：このシーンで選べるのは、この「ＵＧＮ」カテゴリーのものですから、ひとつ選んでください。

ジーアール：わかりました。……なんか、シートの下のほうが切れておりますが。

ＧＭ：これは、展開によって、選せん択たく肢しが足されていきます。こー、メニューのコマンドが増ふえる感じで。

ジーアール：了りよう承しようです。……では、このあいだ戦った〝楽園の破壊者〟について調べましょう。〈情報：ＵＧＮ〉ですね。【社会】２でダイスボーナスが１個プラスされてるので３つ振ふります（ダイスを振る）。……７・７・７！　すごい出目がきた（笑）。

メイビィ：スリーセブンか。なんか良いこと起こりそうだね。

ジーアール：〈情報：ＵＧＮ〉を持ってるんで＋２されまして、達成値９です。

ＧＭ：おおっ。９なら、一番高い精せい度どの情報ですね。楽園の破壊者……ＦＨエージェントで、名前はシュランゲ清きよ澄すみ。コードネームは〝シュトラゼーター〟。

ジーアール：シュランゲ……なんだか怪あやしげな名前ですな。

ＧＭ：そして、彼が主しゆ任にんを務つとめる、ＦＨセルの拠きよ点てんの場所が、わかります。

ジーアール：おおっ。じゃあこの街にあるんですか？

ＧＭ：はい。ＵＧＮもずっと探さぐっていたのが、あなたが先日、戦ったときの結果や、持ちかえった情報も役に立って、判はん明めいした、という感じでしょうか。

四狼：その拠点から、〝楽園〟の島を襲しゆう撃げきして、イヴを連れかえるところだったのかな。

ジーアール：ふむ、どんな場所なのでしょう。

ＧＭ：表向きに別の顔がある、かなり大きな敷しき地ちの施設です。表向きは民間企き業ぎようの、動物の〝保護施設〟です。こう、「保護施設」が、カッコつきというイメージの。

ディア：なんか不ふ吉きつな感じがしますけど……保ほ健けん所じよみたいなところですか？

ＧＭ：えーとですね。ＧＭが考えた設定なんですけど、このステージでは、保健所の野犬処理に支障が出るようになりました。二十年ぐらい前から〝事故〟が起こるようになって。

ジーアール：ああ。殺されそうになった動物が、時々覚かく醒せいしちゃうわけですね。

ＧＭ：真相は隠いん匿とくされていますし、日本の保健所もお役所仕事なので、まあ、ナアナアで、野犬などを放置するようになりました。それで、非ひ公こう式しきに動物を引き取ってくれるような民間企業が、地ち域いきの住民には歓かん迎げいされるようになったという次第です……。

メイビィ：なるほどねぇ。動物を捨てては捕まえて処分していたのが、都合が悪くなると放置かい。ニンゲンはつくづく、勝手なものだねぇ。

ＧＭ：表向きは「動物の保護」と謳うたっていて、地域住民も、うすうす、何か良からぬことが行なわれているんじゃないかと察してはいるのですが……ノラ動物も放置できないので、見み過すごしている、というわけです。

四狼：なにげにヒドいことになっていますね。ＵＧＮにしっかりしてほしい！

ＧＭ：いや、ＵＧＮも、ジーアールを保護したことからわかるように、活動してはいるんですが、世界中でオーヴァード事件が起きているので一いつ杯ぱい一いつ杯ぱいで、やはり動物関係まで手がまわらないのですよ。

ジーアール：吾輩はその企業の正体と施設の場所、そこがＦＨセルであることがわかるわけですね。

ＧＭ：はい。あと、達成値９だったので、ボーナスでさらに分かる情報があります。最近、そのセルに、ＦＨのマーセナリーが派は遣けんされた模も様ようです。

ジーアール：むっ。戦力増ぞう強きようでありますな。

ＧＭ：こちらについてはＵＧＮもまったく正体をつかめておりません。わかっているのは、オーヴァードであり、コードネームは〝シャドウファング〟とのことです。

メイビィ：影の牙、ね。……まあ、それはそうと、アタシの王国の動物たちをさらったのは、きっとその施設だね。

ＧＭ：そのあたりは、ほかの情報収集によって、さらにわかっていくことでしょう。それでは、シーンを替えましょう。




　ＦＨの調査と、イヴの教育。ふたつの難なん題だいを抱かかえ、〝哲学するキリン〟は首を揺らしながら考え込んだ。さて、どうするべきか……。








霧谷さん　ルールブック掲載の「霧谷雄吾」。ＵＧＮ日本支部長。ＵＧＮの組織の長である人物だが、ＵＧＮ所属ＰＣのロイス対象となることが多いため、結果的に登場することが多い。『ＤＸ３』プレイヤー皆さんのテーブルでもきっとおなじみであろう、多忙な日本支部長である。













Middle05◆情報収集


Scene Player ──メイビィ






　昼間──ひとけのない公園。

　ひとり、公園を掃そう除じする老ろう婆ばのもとに、次々とカラスがやってくる。人間が見ても、不思議な光景かもしれない。カラスたちは、皆一様に、お辞じ儀ぎをして一声鳴いて、ふたたび飛び立っていくのだ。




メイビィ：じゃあＧＭ、ジーアールがＵＧＮから戻ってくる前に、一回情報集めていいかな。合流前に、もう少し調べておきたいんで。

ＧＭ：はい。いいですよ。ジーアールがＵＧＮに戻っているあいだに調べた、という感じですね。侵蝕率は増やしてください。

メイビィ：ここで、動物の行方ゆくえ不明の件を、調べておきたいからね。

ディア：そういえば、ＵＧＮ関係はともかく、動物の情報収集ってどんな感じになるんですか？

ＧＭ：ルール上は、通常と同じです。演えん出しゆつ上は、人間や動物に聞きき込こみをしたり、動物らしくこっそり見たり聞いたり。メイビィなんかだと、配下の動物たちのネットワークを使うとか、そういう感じになるでしょうね。

ジーアール：データパートにも、今回「旅の動物」などといった、情報判定のダイスを増ふやせるコネクションがあります。

ディア：財ざい産さん点てん消費は、動物なのでできないとか？

ＧＭ：いえ。それは「動物の財産」という解かい釈しやくなので、通常ルールと同じように使えます。

ジーアール：こうですね。貯ためておいた木の実とかを差し出して、情じよう報ほう屋やの動物に「ダンナ、これでひとつよろしく」とか。

ディア：イヌが埋うめておいたホネとか財産点を使って。

ＧＭ：リスが木の実を森に埋めておいたら、わからなくなって、財産点を失うとか。

四狼：なんか、四狼が自分の毛皮を脱ぬいで売るっていう絵が浮うかんだ（笑）。

ジーアール：まあ、財産点は人脈や持ってる環境、使える時間なども含ふくみますので、動物の場合もそういう要素を表わしていると考えてください。

メイビィ：それじゃあ、うん、動物スジで判定しましょう。メイビィは【社会】６なんで６個振ふれる。で、コネクション「旅の動物」で＋２個で８個。コロコロ……クリティカル……クリティカル、と。達成値22。〈情報：動物〉が１レベルだから、＋１で、23。

ＧＭ：えー。ほとんど何でもわかりますね。街じゅうの動物たちが、夜のうちに動いて……ぞろぞろと、報告にやってきた、という感じですね。ネズミとかネコとかスズメとかが、「王様、報告です」「おうさま……」。

四狼：うっわー、カラスネットワーク、ぱねぇっす。

ＧＭ：動物スジの調べによって、「白い館やかた」という、怪あやしい建物に、動物たちが運びこまれていることがわかります。

メイビィ：お、ここで合流した方がいいかな。

ＧＭ：そうですね。では、ジーアールが戻ってきた、ということで。

メイビィ：それでジーアールの結果とつきあわせたことにしよう。

ＧＭ：その場所は、ジーアールの調べたＦＨ系フロント企業の「保護施設」と同じです。

メイビィ：やっぱりな。

ＧＭ：その建物を出入りしている白い車両のこと、それから、建物のおおまかな活動時間や、動物が出入りできそうな侵しん入にゆう経けい路ろなどもわかります。この情報をもって、その施設へ潜せん入にゆうすることが可能になる、というトリガーの発生とします（ＧＭ、情報収集シートに、紙を継つぎ足たす）。
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メイビィ：オーヴァード動物を狙ってさらっている感じ？　それとも手当たり次第？

ＧＭ：達成値が高いので、そのへんもわかりますね。「手当たり次第」のように見えます。ただ、相手の真意はわからない、ですが……。

ジーアール：まあ、これで、今後はそこへ潜入することができますね。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、全員登場としましょう。状じよう況きよう的てきには一同で今後を相談する形で。

ジーアール：メイビィの〝領域〟の大樹の根元に戻って。情報を照らし合わせたあと、吾輩はＵＧＮであったことを話します。例の、イヴに人間の常じよう識しきを教えるという話ですね。

四狼：ふんふん。

ＧＭ：さて、その情報を共有すると……こう、選択肢が増ふえます。（ＧＭ、情報収集リストに紙を継ぎ足す）
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ディア：にゃっ！

四狼：おお、これは？

ＧＭ：こういう選択が可能となります。教育の判定を行なって、達成値が高いと、イヴが物事を「覚える」ことになります。そのために、こういうものも用意しました（ＧＭ、「イヴ育成シート」を取り出す）。
















ディア・四狼：こ、これはっ！




「イヴ育成シート」を覗のぞき込こんで、大変盛もり上あがる、藤井さんとしのさん。こんなに喜んでもらえると、用意した甲斐かいがあったというものであります。




ジーアール：いや。これはすごいですね。

メイビィ：昔から、藤浪さんはこういうのを用意するＧＭだから（笑）。

ＧＭ：まあ、今回は、ヒロインのイヴとの交流で、こういう場面を入れたいと思いましたので、シートがあるほうが良いかなと。しかし、今日はいろいろ用意してきましたが、藤井さんとしのさんには、この「イヴ育成シート」がいちばんウケてますね。

ジーアール：では、これから役やく割わりを分ぶん担たんしますか。情報収集とイヴの教育を、それぞれ判定していくのがいいでしょう。

メイビィ：う～む……。さて、どうしようかな。

ＧＭ：どうしました？

メイビィ：いや、「イヴを教育する」という選択は、【社会】が高いメイビィがやるのがいいんだけど……ここは場面的に、四狼とディアーナにやらせたいじゃない（笑）。

ＧＭ：まあ、それこそキャラクターのロールにあわせるんでいいんじゃないですか。いままでの感じだと、イヴに表だって、かかわろうとしてない感じですし。

四狼：こう……オオカミとディアーナが、不器用に教えている様子を見て、「フン」と言ってる感じで。

ジーアール：教育を二人にまかせて、メイビィと吾わが輩はいは、情報収集にまわる、という役割分担がちょうどよいかと思います。

メイビィ：それがいいかな。じゃあ、二頭にこう言おう。その仔を教育するのは、アンタたちの役目だ。お前さんたちは、人間と暮らしていたんだろう？　アタシは、ニンゲンの暮らしのことなんか、ちっとも知らないからね。

ディア・四狼：わかった！

ＧＭ：では、方針が決まったところで、イヴの教育シーンとまいりましょう。







◆Middle06◆動どう物ぶつの学校


Scene Player ──四狼






　うららかな陽光に照らされた大草原。

　その中心で、オオカミと子ネコ、そして人間の女の子が集まって、「お勉強」をしている。

　教きよう師しは動物、生徒は人間。そして授じゆ業ぎよう内ない容ようは、「人間について」。

　奇き妙みような学校がそこにあった。




ＧＭ：というわけで、イヴの教育を行なうシーンです（「イヴ育成シート」を出す）。

ディア：小学校の夏休みのアレみたい。なになにしましたって。

ジーアール：通知表っぽくもありますね。

メイビィ：通つう信しん簿ぼに「もっと頑がん張ばりましょう」とか書かれる系けいだね。

四狼：これいいなー。「人間への耐たい性せい（人間は誰だれもが化け物だというわけではありません）」。

ＧＭ：ありません（笑）。

四狼：「人間は毛皮の代わりに服というものを着ます」（笑）

ディア：やばい、このシートは面おも白しろい。

ＧＭ：では、あらためて説明しましょう。一シーンにつき、一キャラが１回判はん定ていして、教えることができます。基き本ほん的てきに達成値ちが６以上だとイヴはその項目を覚えます。

四狼：しかし教えるためには、【社会】とか【精せい神しん】とか……四狼にはおよそ縁えんのない能のう力りよく値が並ならんでる（笑）。

ＧＭ：そもそも一いつ般ぱん判定だと達成値が厳きびしいので、ここはイージーエフェクトを使ったり、なにか自分の能力を工く夫ふうしたりすれば、達成値「＋１」のボーナスがある、というルールにしました。

四狼：なるほど。

ＧＭ：イヴに最さい低てい限げん覚えさせないといけない項こう目もくがあります。これをクリアできなかったら、シーンをくり返して、再びロールすることができます。侵しん蝕しよく率りつが、そのたびあがるわけですが。

ディア：それはこわいにゃ。

ＧＭ：逆ぎやくに、クライマックスに備そなえて侵蝕率を上げたい人は、ここでえんえんと教えて調整してもよいわけですね。

四狼：あ、なるほど。

ディア：じゃあ、あたしたちがまず頑がん張ばって、駄だ目めな時は助けてもらおう。

四狼：そうだなー。

ＧＭ：イメージとしては演えん出しゆつも入りますけれども。情じよう報ほう収しゆう集しゆうのロールの一いつ環かんみたいな感じで。

メイビィ：ひとり１回ずつ？

ＧＭ：そうです。

四狼：とりあえず今ふたり出てるから、成功すれば２個こ覚えさせられる。

ディア：えーと、すると場面は、ＵＧＮの一室とか？

ＧＭ：いえ。メイビィの王国領りよう域いきですよ。そもそもイヴが人間に耐性がないから、教育する必要があるわけなので。

四狼：う～ん。するとテーブルマナー教えるとか、ここにいろいろ持もち込こんだりするわけなのかな。

ディア：それじゃあ、キリンさんにお願いして……。

メイビィ：いや。ここはディアーナが、次々作り出すんじゃないかな？

ディア：あ、そうか。あたしモルフェウスだった！　では、よいしょよいしょ、せっせっ、せっせ。

四狼：そういえば、ディアーナは飼かいネコだったから、いろいろ知ってるわけだよね。

ＧＭ：こう、ファミリードラマのセットのようなカベと床ゆかがあって、テーブルとかイスとかテレビとかを、土とか落ち葉からつくる感じですね。

ディア：がんばって、お家を作るよ、よいしょよいしょ。

ＧＭ：こうして、小さな子ネコが、ペタペタとセットをつくっていくのでした。

四狼：なんか、すっごい「おままごと空間」だ。

メイビィ：うん、そうだね。アタシの王国に、気がつくと、そんなものが（笑）。

ディア：できたにゃー。じゃあ、ここで、いろいろイヴに教えるわけですね。

四狼：……さて、いよいよここで、四狼が《シェイプチェンジ：》のどちらかを選択し、人間形けい態たいがアニマル形態を選ぶべきときが来たと思うのですが！

メイビィ：うん、そうだね。ここはやはり、人間形態？

ＧＭ：こう、場面演出的には、四狼が人間になる姿すがたを見せたりすれば、イヴは慣なれるんじゃないでしょうか？

四狼：ああ、それだ！　イヴを人間にならすためにはどうするか、オレも色々考えた。で、このレネゲイドパワーでなんとかできないかって思って、こう気合いをいれていると……。

ディア：四狼が、みるみる人間の姿に！

ＧＭ：それで、変身能力を使って教えるということで、＋１がつくことにしましょう。

四狼：で、お約束ながら。最初は慣なれてないんで、耳とか尻尾しつぽとか牙きばが残ってたり。

ＧＭ：目もく標ひよう値ちは６で、イージーエフェクトを使ったので達成値＋１になりますね。

四狼：えーと「人間への耐性」の判定は、【精神】か【社会】ですか。四狼、じつは【社会】の方が高いんですよね。

メイビィ：ああ、だから意外と面めん倒どう見みがいいんだね（笑）。

四狼：まあ、それでも低いんですが……。

ＧＭ：あ、そうそう。この「育成」判定も、情報収集と同じで財ざい産さん点てんが使えます。

四狼：なるほど、そうすればなんとか……。やはり、四狼の毛皮を売るのかな。オレのこの毛皮を、イヴの教育費に充あててくれ……（笑）。

ＧＭ：いやいや（笑）。どちらかというと、物事を教えるときに「おいしい木の実だよー、覚えたらあげるよー」とか、そんな感じで考えてください。

四狼：というわけでいくよー（ダイスを振ふる）……４？　＋１しても５。ううーん、１足りない？　じゃあここで、財産点を１ポイント使おう。

ＧＭ：それで成功ですね。

四狼：こう、オレが人間に変身して……ほらー、イヴー。怖こわくないだろうー？（笑）

ＧＭ：「うわーん。バケモノだー。こわいよー！」

四狼：そこで、オオカミに戻もどって……イヴ、オレだよオレ。

ＧＭ：「あっ。しろーだ！　わーい」と、近よってきます。

四狼：じゃあ、人間になって……ほらー。オレなんだよ。怖くないだろー？

ＧＭ：「うわーん。バケモノだー」ピュー。

ディア：なにやってるの？（笑）

四狼：ほらー。怖くないよー。美味おいしいお菓か子しもあるよー……と、ちらっちらっと。

ＧＭ：「もぐもぐもぐ。うん、ニンゲンってのも、こわくないかも」

ディア：なんか、急に現げん金きんなコになった（笑）。

ジーアール：というか、ダメな子こ供どもになっておりますな（笑）。

ＧＭ：とりあえず、これで……イヴは「人間への耐性」をおぼえた！

　えーと。これで完全に人間が苦手ではなくなったわけではないんですが、見た途と端たんに騒さわいだりとか恐きよう怖ふを覚えるということはなくなりました。

四狼：あ、ＧＭ。演出的にリクエストしていいかな！　イヴが平気になったなら、例の紅あかい花の髪かみ飾かざりを、あらためて、つけてくれるというのを！

ＧＭ：それは、いいですね。紅い花はすっかりしおれかけていますけど。

四狼：それでむしろ、いいんですよ！

ＧＭ：じゃあイヴがあらためて、銀の髪かみの女じよ性せいになったあなたの頭に、そのしおれかけた花をかざってくれます。こんどはイヴのほうが背せが低くて、背せ伸のびする感じですね。

「うん。とってもキレイだよ、しろー」

四狼：にへへ～と、人間の姿になっても、オオカミ四狼の雰ふん囲い気きの顔で。
















メイビィ：四狼の人間フォームは、ぜったい美人で綺き麗れいなお姉さんだよね。

四狼：そうします。キラキラキラ……。ちょっとガサツだけど。

ディア：ナイスバディにちがいない。

四狼：そんなことはないでやんす（笑）。




　なんで「やんす」なのか。




ＧＭ：私わたしの未来予感ですが、イラストの中村哲てつ也や先生が、一番気に入るのが、四狼の人間フォームだと思います（笑）。

一同：ああー!!（一同納なつ得とく）

ＧＭ：さて、それではイヴのシートにチェックいれて、６という達成値も書いておいてください。

四狼：はーい。……あ、これは達成値超こえるとなんか良いことあるのかな？

ＧＭ：育成されたイヴの一種のパラメータになると考えてください。なので、同じ項目を上書きしてもＯＫです。

四狼：もしかして達成値がずば抜ぬけると、なんかこうイヴがそういうキャラに。テーブルマナーすごいとけっこうお嬢じよう様さまキャラに!?

ＧＭ：そんな感じです。

四狼：なんか盛もり上あがってきた！　さて、じゃあ次はディアーナの番だな。

ディア：さて、あたしは【感覚】が７という以外は、２と１しかないにゃあ。

四狼：じゃあ、やっぱり【感覚】を使うテーブルマナーでしょう。

ＧＭ：えーと。ルール上は問題ないですが……つまり、「服を着る」のを覚える前に、テーブルマナーを教えるということになりますが、よろしいですね？

四狼：全ぜん裸らで、テーブルマナーだけ修しゆう得とくして、しかもずば抜ぬけた達成値でお嬢様キャラになる（笑）……って、ああー。それはイヤなので、ここは「服を着る」から、ディアーナにお願いを！

ディア：じゃあ財産点も３ポイントあるし、ファンブらなければほぼ成功するはず。では振りまーす。せーの（ダイスを振る）。うん、ぴったり６。

ＧＭ：成功ですね。では、これでイヴは嫌いや々いやしながらも服を着るようになりました。本人は服を着るのが気持ち悪いんですけれども、途と中ちゆうで破やぶり捨すてたりなどはしなくなりました。

ジーアール：これは、状じよう況きよう的てきには、ディアーナが服を着るのを教えてるんですよね？

ディア：うん。小さいネコがこうやって着るんにゃ～って。きっと、ご主人様に飼かわれているとき、ペット用の服も着せてもらったことがあるので。

ＧＭ：イヴはそれを見ながら、うんしょ、うんしょっと。

四狼：じゃあ四狼も、その場面で服着るのを覚えたことにしよう。イライラしながら……なんだよー、これー、キツいよー。ディアーナー（笑）。

ディア：ぽん、と肩かたを叩たたく（笑）。イヴにお手本みせなくちゃだめにゃ！

四狼：うー、イヴのためなら我が慢まんするよー。

ディア：ほらほら、じょうず、とパチパチ拍はく手しゆを。

四狼：それにしても、器用だなー、お前。

ディア：ほめられて、しっぽふりふりしますにゃ。




　カラスの王国である〝領域〟。

　大たい樹じゆと広い草原の世界につくられた、セットのような場所で、人間の女の子と、オオカミと子ネコが服を着る練習をしながら、笑いあうという、不思議な光景であった……。







◆Middle07◆昼を駆かける


Scene Player ──ジーアール






　情報を求め、街の中を動物が駆けていく。

　数多あまたのカラスが聞き耳を立て、時に裏うら路ろ地じで人語で話し。

　そして、どこか奇き妙みような〝首〟をしたネコやイヌが街中を歩いて行く──。




ジーアール：じゃあ、決めたとおり、吾わが輩はいたちは、そのあいだに情報収集をすることにしましょう。




　情報収集シートを取り出し、ジーアールとメイビィは、判定を行なうことになる。




ＧＭ：しかし、この情報収集の処しよ理りの場面は、私としては『太陽にほえろ！』の、ＢＧＭをバックにした聞きき込こみのシーンという情じよう景けいを想そう像ぞうしてしまうのですが。

メイビィ：ああ、そのイメージであまり間ま違ちがってないと思いますよ。こう、いろいろ情報収集のシーンが映うつっていって、ＢＧＭが終わったところで、まとめて結果がわかる、という感じですから。

ジーアール：じっさい情報収集のマスタリングのときも、細かい演出はしなくてよくて、判定おわったら、最後に結果を出すという感じでかまいません。

メイビィ：こう、街のいろんな場面でカラスが調べ回っている画面が映って切きり替かわっていくわけだよね。

ジーアール：しかし、そういう聞き込みのシーンのなかに、こちらは、なぜかキリンが映っているのでありました。

四狼：シュールすぎる！（笑）

ジーアール：実じつ際さいには、イージーエフェクト《擬ぎ態たいの仮か面めん》を使ってるので大だい丈じよう夫ぶです。ちなみに吾輩、この能力を持っているので、《シェイプチェンジ：》のかわりになっております。

ディア：擬態というと、電柱とか樹きとかのフリをしているとか？

ジーアール：いや、これは本来「その場にいて不自然でない人間」のように、服ふく装そうや顔を変える、という能力なので、それを動物が使うとなると……「その場にいて不自然でない動物」の姿になるという解かい釈しやくになりますね。

ＧＭ：まあ、それこそ街のなかなので、ネコとかイヌとか、ハトとかですね。……これは「異い能のう力りよくの動物」っていうイメージで、いいですね！

ジーアール：しかし、じつはネコとかハトとか、微び妙みように首が長いのでありますよ（一同笑）。

メイビィ：チャラチャ～とＢＧＭ流れている、聞き込みのシーンで、塀へいの上に、妙みように首の長いネコが歩いてたりするわけだ（笑）。

四狼：公園に、首の長いハトが、ポッポーと。

ＧＭ：……やっぱり、このキャラは調ちよう査さに向いていないんじゃないですか（笑）。




　さて、こうして情報収集の結果が出た。




ＧＭ：まず、例の紅い花、〝長老〟の花の組そ織しきをＵＧＮへ回して調べたのですが……やはり、レネゲイドビーイングであろうとわかりました。これは本来なら、世界のどこにも存そん在ざいしない種類の花だったそうです。

ジーアール：ふむ。

ＧＭ：また、例の〝楽園〟の島もＵＧＮによって改めて調査されましたが……残念ながら、そのレネゲイドビーイングの生せい存ぞんは確かく認にんできませんでした。すべては推すい論ろんですが、強力な〝領域〟によって存在していた〝楽園〟は、いまは失われてしまったようです。

ジーアール：なるほど……。

メイビィ：もうひとつの、イヴの身元や家族を探さがす調査のほうは？

ＧＭ：そちらもわかります。オーヴァードがらみの事じ件けんではありません。五年前に海かい難なん事じ故こによって行方ゆくえ不明になっており、いまなお捜そう索さく願ねがいが出ている女の子がいます。遊ゆう覧らん船せんが嵐あらしによって遭そう難なんしたという事故で、親子で旅行中だったそうです。

メイビィ：なるほど……それで〝楽園〟に流れ着いたのか。

ＧＭ：おそらく、そうでしょうね。両親のほうの遺い体たいは発見されたのですが、その娘むすめの遺体はまだ見つかっていないため、祖そ父ふにあたる人物はいまだに探さがしているそうですよ。

メイビィ：祖父ね。どんな人物なのかな。

四狼：変なヤツだったら、イヴに会わせるわけにはいかないぞ！

ＧＭ：離はなれた県に住んでいる、地元の資し産さん家かですが、良心的な名士として知られています。海難事故で息子夫ふう婦ふと孫を失ったことも理由で、各地の福ふく祉し関係に多大な寄き付ふをしているそうです。

メイビィ：ああ～。三歳さいの孫まご娘むすめと、息子夫婦がそうなったら、さぞかしショックだろう。きっと、いまだに、息子むすこ夫婦と孫の部屋はそのままにしていたりするんだよ。それで、もう内心諦あきらめているけど、孫娘を捜さがしているんだよ。

ＧＭ：祖父の名前は、東園拓造とうその・たくぞう。その資し料りようによれば孫娘の名は「東園唯吹いぶき」です。

四狼：もう、プレイヤー的には、全力でイヴをおじいさんのもとに返してやりたいところだけど……きっと四狼の心理としては、複ふく雑ざつだろうな。

メイビィ：だろうね。

ジーアール：そうでしょうな。人の……いえ、〝家族〟については、吾輩にはわからないことではありますが……。




　互たがいに、集めた情報を突つき合あわせる、キリンとカラス。

「……家族とは、人の絆きずなとは、なんなのでしょうね」

　長い首を揺ゆらしながら、キリンはそう、哲てつ学がく的てきに呟つぶやいたのだった。







◆Middle08◆影かげの獣けもの


Scene Player ──ディアーナ






　いっぽう、ディアーナと四狼によるイヴへの教育も、着々と進んでいた。




四狼：一般常じよう識しき……挨あい拶さつとかお金を使う？　オレには無理だなー！

ディア：任まかせるにゃ！　モルフェウス能力でコンビニとか作るにゃ！

四狼：（目を白黒させて）こっ、コンビニ？

ディア：四狼はコンビニのお姉さん役をやるにゃ！　あたしはカゴの中に入って、腕うで組ぐみして……ほら、イヴ、カゴを持って、はい！　買うものを入れていくにゃ。──こら！　買う前に食べちゃだめだにゃ！

ジーアール：こっ、この絵え面づら……なんだろう、すごくおもしろい（笑）。

四狼：バーコードリーダーで読み取ると、イヴが喜ぶんで……おもしろい音がするなー、イヴー。もっかいやろうかー？（笑）

ディア：ダメにゃ！　そしたらお会計にならないから！

メイビィ：イヴと四狼は人間の姿なのに、カゴに入った子ネコが一番常識に詳くわしいのがおかしいよ（笑）。

四狼：でも判定はオレがやるんだ（笑）。……よし！　達成値８で成功！




　人間と動物と、不思議な「学校」の中で、イヴは、「人間の一般常識」、「テーブルマナー」といったことをひとつずつ覚えていく……。




ディア：テーブルマナーは【感覚】で判定だから、あたしに任せるにゃ！

ジーアール：テーブルマナーに詳しい子ネコ（笑）。

ディア：ご主人さまは食事が大好きだったんだにゃ（笑）。よく、一いつ緒しよに遊びながら、お行ぎよう儀ぎについて教えてくれたにゃ。




　それは恐おそらく、おままごとの延えん長ちようだったのだろう。主人──男の子が、子ネコとじゃれあう、ただの遊び。ディアーナも、その時は覚えることなどできなかったけれど、今、一いつ生しよう懸けん命めい、その時に言われた言葉を思い出して、イヴに伝えようとしていた。




ディア：ダイスボーナスが入って８個振ふれるから、（ダイスを振る）……クリティカルしたにゃ！　達成値14！

ＧＭ：おお、テーブルマナーだけやたらとよく覚えました（笑）。

ディア：きっとイヴちゃんはお食事が大好きな子なんだにゃ。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて、こうして、奇妙ながらも、イヴと楽しい日々を過すごす、四狼やディアーナでしたが──。

四狼：なんか、イベント発生かな。

ＧＭ：情報収集と、イヴの学習進行による、トリガーイベントです。とりあえず、ディアーナだけの登場になります。

四狼：いったん退たい場じようしておくぜ。また登場できるのかな？

ＧＭ：はい、可か能のうです。侵蝕率も２回上げる必要はありません。

四狼：了りよう解かいー。

ＧＭ：時じ刻こくは夜。メイビィの王国領域ではなく、ひさしぶりの人間の街の路ろ地じ裏うらです。

ディア：そういえば、外に出るのはひさしぶりだにゃ。

四狼：ネコ的には定番の、夜のお散歩。

ＧＭ：イヴにいろいろ教えることに力が入ってきたので、実際のコンビニの見取りを見にいこうとか、そんな感じがいいんじゃないかと。

ディア：そうだにゃー。じゃあ、イヴに次は何をおしえようかにゃーと。あらためて人間の街をキョロキョロ観察するにゃ。電話ボックスとか、駅の改札とか。モルフェウス能力でつくるために（笑）。

ＧＭ：さて、そうやって場所から場所へ移い動どうしようとして、人ひと気けのない路地裏を歩いているときですね。背はい後ごから声をかけられます。「よう。……バケモノ」

ディア：びくっ！　……し、知ってるヒト？

ＧＭ：いや、初めて聞きます。ぞっとする声です。

ディア：なになに？　だ、だれにゃ。

ＧＭ：ちなみにこれは、皆みなさんが基き本ほん取しゆ得とくしている《ウィズダムアップ》によって発生する、「動物」だけで出来る会話です。

ジーアール：いわゆる「動物語」だと思ってください。

ディア：おそるおそる、声のしたほう……背後をふりむきます。

ＧＭ：そこには……あなた自身の影がうつっています。

ディア：な、なんか、逃にげようかな～（笑）。行っちゃいけない場所にいる気がする。じゃあ、まわりに誰かいるの？　と、キョロキョロしながら……ど、どなたですかにゃ？

ＧＭ：すると、今度はハッキリ、あなた自身の影から声がします。「オレか？……オレは、お前だよ」

ディア：影のほうにこう走っていって、………ていていていてい！

四狼：ぺしぺしやりはじめた（笑）。

ディア：動転しているにゃー。

ＧＭ：さて、そうしてぺしぺしやってると、小さなそのあなた自身の影が、急にゆらりと大きくなって立ち上がります。あなたの三倍も大きい……真っ黒なネコです。

ディア：ひぃぃ[image: ][image: ]、喰くわれるにゃあ！

ＧＭ：こんな外見の存在ですね。




　ＧＭ、ＮＰＣ絵が描かれた紙を取り出す。不定形の黒い闇やみのなかに、目だけが光っているような姿である。




四狼：わけわからなくて、怖こわい（笑）。

ＧＭ：あ、これは「ワークスが、ＰＣ①と同じ動物」になる、という趣しゆ向こうで、描えがいたときは決まってなかったので（笑）。ただ、本当にこんな印象です。不定形の闇のなかに紅い目が光っているんだけど……なぜか、自分と同じネコだとわかる、という感じです。

ディア：食べられちゃうよー！　助けて神様っ、ネコ神さまー……と。とりあえず動転しておろおろします。うわーん、あたし食べてもおいしくないよ、子ネコは皮ばっかりだよー。

ＧＭ：「……まあ、そんなに騒さわぐな。今夜は、お前を喰くいに来たわけじゃない」

ディア：あ、よかったにゃー。にゃーんだ、それならそうと言ってくださいよぉ。こう、正せい座ざして話を聞きますよ。

四狼：路地裏で、ネコが正座して話を（笑）。

ＧＭ：「ハハハ、面おも白しろいヤツだな……」その黒い影は、ゆらりとゆらめき、なんか姿し勢せいを正したように見えます。

ディア：えへへー。

ＧＭ：「……だが、そうやってふざけてられるのも、いまのうちだけだ」闇のなかで、光る目が細まり、ニヤニヤと笑っているように見えます。

ディア：びくっ！　な、なんですかにゃ。

ＧＭ：「あのニンゲンの女の子が、お前をバケモノ扱あつかいしないのは、『何も知らない』からに過すぎない。お前はあのムスメに、知ち恵えをつけようとしてるようだが……さて、知恵をつけたニンゲンはどうなるかな。お前がバケモノだとよくわかるんじゃないか？」

ディア：ずきっ！　……オープニングの悪あく夢むを思い出すにゃ。

ＧＭ：「ニンゲンはみんな同じさ。オレやオマエのような存在を、バケモノ扱いするんだ」

ディア：イヴはそんな子じゃないよーと反はん論ろんしたいところですが、そういえばイヴのこと、そこまで分かっているわけじゃないし、また、前のご主人様みたいになっちゃうのかな……と、だんだん耳が垂たれてきて、すごいしゅーんとなっちゃいます。

ＧＭ：「オマエだって本当はわかってるんだろう？　ニンゲンの愚おろかさを」

ディア：じゃあ、ここで四狼から聞いたことを思い出す。イヴは良い子って四狼いってた。きっと、あの子は、そんな子じゃないよっ。あたし、イヴも四狼も好きだし。四狼が信じる子は、あたしも信じるよっ！　顔をあげて、そう言います。

四狼：ディアーナ……じーん……。

ＧＭ：真っ黒な闇のなかが裂けるように、妙に真っ赤な口が出しゆつ現げんして、笑います。「はっはっはっは、はははは、あーはっはっはっは！　ニンゲンはみんな同じさ。だから、オレたちは、バケモノとして、ニンゲンを喰っちまうしかないのさ」

ディア：食べないもんっ。イヴもほかのニンゲンも食べたりしないもんっ。

ＧＭ：「はーはっはっは！　オマエも、オレも同じバケモノさ。こっちのほうから喰っちまうしかないのさ。……裏うら切ぎられる前にな」

ディア：そんなことしないもーん。裏切られたりしたって……うわーん！　そのまま泣きます。

ＧＭ：「ふん。あれだけの力をもってるくせに、いまは、ただの泣いてる子ネコか……」そうして、泣いてるあなたの前で、ゆらりと姿をにじませ、影のなかに消えていきます。

ディア：ひっく……。

ＧＭ：「まあいい。オレはまたお前の前に、また姿を現あらわすだろう。……オレは、お前だからな」

ディア：そんなことは、そんなことは……と完全には言い返せずに、うえっうえっと泣きながら。

四狼：完全に消えてしまう前に、その影を目もく撃げきしておきたい……ここで登場する。

ＧＭ：ＯＫです。では、ディアーナがなかなか帰ってこないと心配した四狼は……。

四狼：ディアーナが、巨きよ大だいな影みたいな獣に襲おそわれているって見て、あわてて駆かけよるんだけど、近ちか寄よったら、ちょうど影が消えていったのを目撃する、ぐらいの感じで。

ＧＭ：はい。

四狼：じゃあ……おい、ディアーナ、ディアーナ。どうした？

ディア：うえーん！　泣きます。あんなんじゃないもん、あたし、あんなんじゃないもーん。と、ここは訳わけのわからないことを散々泣なき叫さけぶように。

四狼：おい、泣き出すぐらいだったら、夜道をひとりでうろつくなって。ネコのくせにしょうがねえなあ。……さっきの黒い影はなんなんだ？

ディア：ひとしきり泣いて、とりあえず落ち着いたあと。じつは、かくかくしかじかと、あったことを説明します。でも要よう領りようを得ない感じの説明で（笑）。

四狼：オレがお前？　ワケわかんねーよ。お前はディアーナじゃないか（笑）。さあ、帰ろうぜ……あとで、カラスのばあさんにでも聞いてみよう。

ディア：うん……しゅんとしてる。

四狼：おい、あんまり弱気になるな、オマエも人間から離はなれてひとりで生きてきたんだろ？　そんな泣き虫じゃあ、イヴをお前に任まかせられないじゃないか。

ディア：はっ、そうだった。あたし、イヴの先生だった、もう泣かない。ぐしぐし。

四狼：じゃあ、そんな感じで帰ります。

ディア：四狼、背せ中なかに乗っかってもいい？（笑）

四狼：おいこら！　……と言いつつ、まあ、あんなことがあったから、乗るのを止めはしません。

ディア：わーい。……体温が恋こいしいんですよ。飼いネコだったから。

四狼：やれやれ、しょうがないヤツだな。と言いながら、ネコをのせて夜道を帰ります。

ディア：四狼の背中に、こうペターと。

ＧＭ：では、シーンはここで終わります。……すっかりシナリオ書いていたときの想定とは違ちがうイメージに。ディアーナが、ペシペシしたり正座したり泣いたりするんで、じつは「ハーハッハッ」と笑いながら、ＧＭ、必死にセリフ考えてました（笑）。




　月の下、夜道をオオカミと子ネコが歩いている。

「こわかったよ、四狼～」

「わかったわかった。もう大だい丈じよう夫ぶだろ？」

「でもこわかったよ～」

「わかったわかった……」

　こわかった、と呟つぶやきながら、けどディアーナは内心、ひとりぼっちの時より、今の方がいいな……と思っていたのだった。







◆Middle09◆白い館やかたのキリン


Scene Player ──ジーアール






　街から少し離れた場所に、その「保ほ護ご施し設せつ」はあった。

　野の良ら動物の保護施設……に、しては、妙に警けい備びの厳げん重じゆうな、奇妙な建物だ。

　その建物に、今、ひとり──いや一頭のキリンが、潜せん入にゆうしようとしていた。




ジーアール：では、吾わが輩はいはいよいよ〝白い館〟に潜入することにしましょう。

ＧＭ：シーンに登場するのは、ジーアールだけですか？

ジーアール：そうですね。何か起こりそうだったら、皆さんに登場していただくということでお願いします。……単たん独どく潜入なら、エグザイル能力の見せ所でもあるので。

ＧＭ：なるほど。ではまず、侵蝕率を上げてください。

ジーアール：はい、３点上がりました。74。

ＧＭ：どんな感じでいきますか？

ジーアール：《擬態の仮面》で人間の姿になって、夜中にこっそりと近づいていきます。

メイビィ：キリンの姿じゃ近づくのも大変だもんねぇ（笑）。

四狼：「いたぞーっ！　キリンだー！」ってなるね（笑）。

ジーアール：ひょろっと背の高い、ぼんやりした感じの人間の青年になって……この能力を使うたびに、我輩は自分がキリンなのであるかどうかに疑ぎ問もんを覚える……。

ＧＭ：哲学的ですね（笑）。さて、周囲に見み張はりとかはいないようです。

ジーアール：ふむ……では、さらに《鍵かぎいらずの歩み》を使用します。こう、しっかり閉しまったドアの隙すき間まから、にゅるりと入っていきます。

ディア：キリンとか人間とかいう問題ではないにゃあ！（笑）

ジーアール：よい疑問だ。吾輩はいったい、何者なのであろうか。どこから来て……どこへ行くのだろうか……。

四狼：とりあえず保護施設の中に行くんだよ！（笑）

ジーアール：そうであった……と、まるで虚こ空くうと会話しているようにぶつぶつ呟いてます。哲学的に（笑）。

ＧＭ：なんなんだろう、このシーン（笑）。えーと、中に入るとわかるんですが、電でん源げんが完全に落ちていて、夜中だということもあって真っ暗です。調べてみると、もうもぬけのからです。

ジーアール：むっ？

ディア：誰もいないのにゃ？

ＧＭ：人間の職しよく員いんや、オーヴァード能のう力りよく者しやなどの姿はありません。ただ、もとから収しゆう容よう区画だったらしい場所には、多数の動物たちが残されています。

ジーアール：どういう状じよう態たいでありますか？

ＧＭ：すでに処しよ分ぶんされてしまった動物もいるようですが、多くの動物はただ放置されている状態です。弱っている者もいますが、ここで手当てすれば助かるでしょう。あなたが潜入することを決めたので、助けるのに間に合ったという感じでしょう。

メイビィ：すでに撤てつ去きよした……ってことかい。

ＧＭ：そのようですね。

ジーアール：危き険けんがないなら、ＵＧＮの処しよ理り班はんを呼よんで、動物たちを助け出しましょう。姿もキリンに戻もどります。

ＧＭ：動物の救助ということで、こういうときはカブズ部隊の管かん轄かつですね。弥生たち動物にくわしい職員や、オーヴァードのイヌたちなどがやってきます。

ジーアール：行方ゆくえ不明になっていた動物たちのようでありますよ、と報ほう告こくを。

ＧＭ：「またまたお手て柄がらだね、ジーアール！」と弥生が言いますね。そしてすぐに真しん剣けんな表ひよう情じようになって、動物たちの救出作業にかかります。

ジーアール：では、救出を弥生たちにまかせて、自分は何か手がかりが残っていないか調べてみましょう。

ＧＭ：書類や、電子的なデータなどは、完全に破は棄きされていますね。なにやら、研究施設だったらしき区画があるのですが、意味のあるものは残っていません。おそらく設せつ備びは運び出され、重要でないものは破は壊かいされたのでしょう。

ジーアール：なるほど……。ふむ。こちらの動きを察知されたのか、あるいは……。

メイビィ：すでに目的を果たしたのか、だね。

ジーアール：囚とらわれていた動物たちから、可能なら話を聞いてみましょう。

ＧＭ：ふつうの動物なので、ほとんどは単たん純じゆんなことしか言えないんですが……。「たすかったワン」とか「おなかが空すいたちゅー」とか。

ジーアール：ふむ……。

ＧＭ：ただ、いくつか、意味のある情報も聞けます。「何頭かが、別の部屋に連れられていって戻ってこなかった」とか、「連れて行くとき、瘦やせた白い服の気味の悪いニンゲンが『お前たちは、選ばれて、わたくしの〝楽園〟にくるのよ』と言っていた……」とか。

ジーアール：なるほど。ピクリと睫毛まつげを動かして、つぶやきます。「楽園？　楽園はすでに滅ほろびたはず。……いや、あの男自身が滅ほろぼしたはずではなかったのか？」

ＧＭ：では、そうつぶやいたところで、シーンが終わります。




　なくなったはずの〝楽園〟。

　その言葉が、〝楽園の破は壊かい者しや〟から漏もれたと聞いて、ジーアールの長い首が、不ふ吉きつな予感に震ふるえた──。







◆Middle10◆試験


Scene Player ──四狼






　ジーアールが潜せん入にゆう任にん務むを成功させた頃ころ、ディアーナと四狼は、イヴに「人間の文字」を教えることに成功していた。




四狼：よし、ぴったり成功！

ディア：すごいにゃ、四狼は漢字がわかるんだにゃ！　さすが名前が漢字なだけあるにゃ（笑）。

四狼：まあ、覚かく醒せいしたら急に読めるようになったんだけどね（笑）。

メイビィ：数日で文字を教えるとは……すごいな（笑）。

ＧＭ：まあ、そこはオーヴァードの力や、メイビィの助力もあったんでしょうね。ためこんである本があったりとか。

メイビィ：ああ。ほかのガラクタと一緒に集めておいたものを、大樹のウロに隠してあったとか、そんな感じだね。さて、アタシの方は、応おう急きゆうキットを使って【ＨＰ】を回かい復ふくしておこう。

ＧＭ：数日経たってますし、全ぜん快かいでいいですよ。

メイビィ：そりゃ助かるね。これでいったん、合流かな。

ＧＭ：そうですね、ＵＧＮに戻もどったジーアールから、進しん展てん具合も聞いたということで、全員登場としましょう。

一同：はーい。

ＧＭ：では、そこでテレーズたちが、再ふたたびメイビィの王国にやってきます。ここはせっかくなので、ディアーナと四狼が教育したイヴの成果を、実じつ演えんするというシーンを演えん出しゆつしてみましょう。

ジーアール：ほう、試験でありますな。

ディア：じゃあ、イヴにちゃんと服を着せて……モルフェウス能のう力りよくで可愛かわいい服をつくります。

四狼：こう、おめかしさせて！

ＧＭ：サジェスを肩かたに載のせた、テレーズがやってきます。

ディア：そこには、なぜか草原のなかにぽつんと、ふつうの人間の家……一いつ軒けん家やと、コンビニのセットが（笑）。

四狼：では、イヴをツイツイと引ひっ張ぱってつれてくるよ。

ＧＭ：サジェスが「ほうほう、見み違ちがえるようでございますね」と感心した声をあげます。テレーズも、「よく似に合あってますね」と。

ディア：ふふふ、がんばって作ったのにゃ。

ＧＭ：では、テストになります。そうですね……そうですね。このパラメータを３で割わった数字が一時的な能力値ち扱あつかいで、割わり切きれない数すう値ちぶんのレベルのスキルがある、という処しよ理りにしましょう。

ジーアール：だいたい、能力値２の技ぎ能のう２くらいですね。

ＧＭ：ここでは難なん易い度どはないので、あくまで演出の参考程てい度どですけどね。ファンブルでなければ、失敗ではないです。

メイビィ：なるほどね……ま、しっかりやんな。肩をぽんと叩たたいておこう。

ＧＭ：まずは「人間への耐たい性せい」、ダイス２個こロール。……７。いいですね。イヴはちょっと緊きん張ちようしながら、テレーズに「こんにちは、おねえさん」とペコリ。

四狼：ふつうの人間の子こ供どもになった！

ＧＭ：サジェスにむけて「フクロウさんも、こんにちは」

四狼：えらいえらい（にこにこ）。

ディア：じゃあ、お家うちのセットのなかにテレーズを招まねきいれて、いろいろ実演して見せることにするにゃ。

四狼：自分の名前を書かせたり、お茶を出してテーブルマナーを見せたり。

ディア：歯をみがいたり、パジャマに着がえて、おやすみなさいして見せたり。

ＧＭ：なんかホームドラマみたいですね（笑）。……それでは、霧谷もついてきたことにしましょう。一同がセットのテーブルにつくと「人間の家族」のように見えます。

四狼：でも、イヴのお着き替がえで、服を脱ぬいだりして見せるところでは、日本支し部ぶ長ちようは、向こうにいってなよ（笑）。

ＧＭ：イヴは、緊張して、後ろに控ひかえる四狼やディアーナを、チラッチラッと見ながら、出された課題をやってみせるという感じです。

ディア：イヴ、がんばるにゃー、と応おう援えんを！




「名前を書く」などを、ダイスで振ふって判はん定ていするＧＭ。




ＧＭ：テーブルマナーは、ダイス４個ロールですね。……クリティカル。……また、クリティカル。……えーと、２足して達成値23です。

ジーアール：なんと見事な、箸はしさばきだ！（笑）

ＧＭ：テレーズは目を見み張はります（笑）。……さて、そんな感じで試験は終わりました。テレーズと霧谷はうなずきあってますね。

ディア・四狼：どきどき……。

ＧＭ：テレーズが、コホンとセキ払ばらいして、「すばらしい成果ですね。私わたしも驚おどろきです」と言います。イヴは、やったーという表ひよう情じようで、きみたちのところにパタパタと戻ってきます。

四狼：よくやった、イヴ！　ナデナデします。

ディア：あたしも嬉うれしいにゃあ、とスリスリ。しっぽパタパタ。

ＧＭ：えーと、それでテレーズは表情を硬くして、肩のサジェスに何か耳打ちします。サジェスは、バササッと飛び立ち、あなたたちの前にある、セットの家具のところにとまると、《ウィズダムアップ》による言葉……動物語で話しかけます。

ジーアール：む……イヴに聞かせたくない話、ということか。

ＧＭ：「よくやってくれた、とお嬢じよう様さまもおっしゃっています。これで、いつでもその子を、人間社会に戻もどすことができるでしょう。あとはＵＧＮに任まかせていただきたい」

四狼：え……。

ディア：にゃっ……。

一同：……。




　イヴへの教育は、ＵＧＮがイヴを保ほ護ごするのをサポートするため……とわかってはいたものの、唐とう突とつに別れを提てい示じされ、押おし黙だまってしまうＰＣたち。




ＧＭ：では……サジェスが続けて何か言おうとするのをテレーズが制せい止しして、「それでは、今後のことについては……考えがまとまったら、ＵＧＮに連れん絡らくしてください」と言います。そして、霧谷も含ふくめて帰って行きます。

ジーアール：ふむ。吾わが輩はいは残ろう。少し心配そうに四狼を見ている。

ＧＭ：……さて、どうしますか。

ディア：こう……どよーんと。沈しずんだ顔。

ＧＭ：イヴは、その気配を感じとって、不安そうにしてますよ。「どうしたの。わたし、がんばったのに。ほめてくれないの？」

四狼：いや、イヴは悪くねえよ……と、頭を撫なでてやりますが、力なくシッポが垂たれてる。

メイビィ：じゃあ、動物語で、イヴには聞こえないように……彼かの女じよにとって何が幸せなのか、よく考えるんだね。

四狼：なぜかイライラしてしまう……うるせー、このカラスめっ！　喰くっちまうぞ！

ディア：た、食べちゃだめだよぅ……。

ジーアール：吾輩はイヴをＵＧＮに引ひき渡わたして、家族のもとに……人間社会に戻すことに賛さん成せいですよ。ＵＧＮなら、イヴの祖そ父ふとの接せつ触しよくもスムーズでしょう。

四狼：そのＵＧＮってニンゲンたちは信用できるのかよ……。

ジーアール：う……。そ、そこは、吾輩を信用していただきたい。この吾輩の首にかけて、保ほ証しようをするのである。にゅー。

四狼：むしろ、一気に信用が下がった（笑）。

メイビィ：まあ、そこは信しん頼らいしていいよ。今回、アタシの王国の動物たちも助けてくれたし、アタシもそれなりにＵＧＮとつきあってるからね。

ＧＭ：あとは、四狼自身の気持ちですね。

ジーアール：どんな動物も、群むれで同族と暮くらすのが、一番幸せであります。

四狼：でも、イヴは元々、〝楽園〟でみんなと幸せに暮くらしていたんだっ。

メイビィ：アンタは、あの島を焼やき払はらったニンゲンを憎にくいと思っているだろうさ。だけどね、アタシに言わせれば、その〝楽園〟というのが、おかしかったんだよ。

四狼：ど、どういうことだよ。

メイビィ：アタシの王国を見てごらん。動物たちは、自分でエサをとって、喰ったり喰われたりしながら、ルールを守って暮らしている。そうしないと、王国自体が滅ほろびてしまうのさ。

四狼：……。

メイビィ：アタシの王国にニンゲンなんかいなかっただろう？　本当はニンゲンとアタシたちは、一いつ緒しよに暮らすことはできないのさ。もしその〝楽園〟でそれが出来ていたとしたら、それは〝長老〟ってヤツの特別な力でねじまげていたんだよ。

四狼：そ、それは……。

メイビィ：そうさ。……はっきりいうなら、マボロシだったのさ。

四狼：ううっ。そんなこと言われたってよ。イヴもオレもずっとずっとあそこで暮らしてたんだ。幻まぼろしだとか変だとか言われても、なんと言われようとあそこが……オレたちの楽園だったんだ。

メイビィ：仮かりにそんな楽園があったとしても……イヴとずーっとアンタは一緒に暮らすのかい？　……いいだろう。アタシのこの領りよう域いきのなかに、その子を閉とじこめて、暮らしてみるかい？　その方が幸せだというのかい？

四狼：……。

ＧＭ：イヴが心配して「どうしたの、しろー」って言ってますよ。彼女は、みなさんが話している動物語がわからないのですが、その雰ふん囲い気きから、深しん刻こくな話をしていることは察しているようです。「わたし、なにか、いけないことしちゃった？」

四狼：イヴは悪くねえよぉ……と言いながら、歯をかみしめている感じで。

ＧＭ：ディアーナはどうしますか。

ディア：さっきから、子ネコの頭でひっしに考えています。うぅー、離はなれるのはイヤだよぅ……。でも、たしかにイヴにとっては、元の生活に戻もどるのが幸せだと思うし……。

ジーアール：元の、といえるかどうかはわかりませんが、少なくとも、おじいさんは悪い人ではなさそうですから。

ディア：そうだよね。家族のところがいいと思うんだよ。

四狼：家族……か。

ディア：家族って、温かいものだにゃ。……あたしは、なくしちゃったけど。

四狼：オマエの、家族ってのは……。

ディア：ご主人さまだにゃ。お別れしちゃったけど、でも……一緒にいれて、よかったにゃ。思い出がなかったら、どこかで歩けなくなって、ここまで来れなかったにゃ。

四狼：……。

ディア：お互たがいのことを思い合って、楽しいことも、悲しいことも、半分こできる……それが家族にゃ。

四狼：オレは……オレとイヴは……（考かんがえ込こんで）。あのよ、どうして、おまえ、ご主人さまと別れちゃったんだよ。……その、聞いていいかわかんねえけど。

ディア：（笑って）あたしが、こんな風に……オーヴァードになったことに、ご主人さまは耐たえられなかったのにゃ。仕方がないのにゃ。ご主人さまは、悪くないにゃ。

四狼：……そうか。

ディア：そっ、それに！　おじいさんのところに戻っても、また会いにいけばいいにゃ！　四狼は足が速いから、いつだって会いにいけるにゃ！




　四狼は、しばらくうつむいて考え込み……そして、顔をあげると、微笑ほほえんだ。




四狼：そうだな──うん。そうだ。オレは、一番、イヴのためになることがしたい。

ジーアール：どうしますか。吾輩は……ＵＧＮは、もちろん、イヴだけでなく、あなたの意見も尊そん重ちようしたいと思っています。

四狼：いや、キリン、アンタの言った通りでいいよ。ＵＧＮを通して、おじいさんのところに行く……それが、いいと思う。

ディア：四狼……。

ＧＭ：では、結けつ論ろんが出たところで、そろそろシーンを終わりましょうか。イヴは、なんとなく雰囲気が穏おだやかになったので、うれしそうに四狼の頭を撫なでます。「なかなおりしたの？　よかったね、しろー」

四狼：ああ、よかった。これでよかったんだよ、イヴ……。




　四狼は、イヴに抱だきついて、その匂においを胸むねいっぱいに吸すい込こんだ。

　少女からは、草原と、お日様の匂いがした。




ＧＭ：というところで、シーン終しゆう了りようです。次はマスターシーンになります。







◆Middle11◆ガラスの楽園


Master Scene






　……そこは白い、清せい潔けつだが、寒々しい空気の漂ただよう研究室。

　そのなかに、白衣を着た、手足が異い様ように長い人間の男がいる。

〝楽園の破は壊かい者しや〟……シュランゲ清きよ澄すみ。

　彼は恍こう惚こつとした表情でつぶやいた。

「わたくしの〝楽園〟が、もうすぐ完成するわ」

　周りには、白いパイプに繫つながれた、大きなガラスの容よう器きが並ならんでいる。

　容器の中は培ばい養よう液えきで満たされ、中にはさまざまな奇き怪かいなる動物が脈動していた。三つの首がある巨きよ大だいなイヌや、一本角の生えたウマ。いくつもの動物がまじりあった伝説のキメラのような動物、など──どの動物も、色しき素そのないアルピノのように、真っ白だ。

　清澄は、両手をかかげて、狂きよう気きの宿る目を輝かがやかせる。

「あの子供さえ手に入れば、わたくしの完全なる楽園が完成するわ！　そう。もう汚きたない、不ふ潔けつなケダモノたちなんていらなくなる。わたくしの、清潔で美しい動物たちによって、この世界は支し配はいされることになるのよ。オホホホ！」

　高笑いする彼の足あし下もとで、影かげが盛もり上あがる。現あらわれたのは、真っ黒い巨大なネコ──〝シャドウファング〟。

　その姿すがたを見て、清澄は顔をゆがめて叫さけんだ。

「私の、美しい研究室に入ってこないでと言ったでしょう！」

　シャドウファングは、それには答えず、嘲ちよう笑しようするように、真っ赤な大きく裂さけた口で笑う。

「なに笑っているのよ！　それより、〝イヴ〟の確かく保ほはどうなったのよ。私の〝楽園〟は、あの娘むすめの能力があれば、かならず完成するはずなのよ！　あの〝領域〟を操あやつっていた、あの子供の力の謎なぞさえ解かい明めいできれば！」




四狼：……それでイヴを狙ねらっていたということ？

メイビィ：つまり、すべてこの男の勘かん違ちがい、ということなわけだな。

ＧＭ：シャドウファングは、あざ笑うように言います。「……手はずは、整っている。キャンキャン吠ほえるな」……そして、怒おこる清澄を尻しり目めに、シャドウファングは、暗がりにしみこむように消えていきます。




　去りぎわ、シャドウファングは、人間には理り解かいできない動物語でつぶやいた。

「……愚おろかなヤツだ。〝楽園〟などあるものか。ましては、こんなガラスの容器のなかに存そん在ざいするはずもあるまい」







◆Middle12◆別れ


Scene Player ──ディアーナ






　──そして、別れの日は来た。

　ＦＨエージェントの行方ゆくえが知れないことから、ＵＧＮは護ご送そう車しやを派は遣けんすることになり、待ち合わせ場所で待機する一同。イヴは、どこか不安げに、四狼とディアーナに寄より添そっていた。




ＧＭ：さて、イヴをＵＧＮへ連れていく日が来ました。シーンプレイヤーはディアーナ。ここは全員登場となります。ＵＧＮへの移い動どうには、護送車が派遣されます。

ジーアール：イヴを狙っていたシュランゲ清澄の行方もわかりませんし、ＦＨマーセナリー、シャドウファングがこの街にいるという情じよう報ほうもありますからな。

メイビィ：そうさね。ＵＧＮまでは、みんなでついていくのがいいんじゃないかな。

ＧＭ：イヴには、当日までに何と説明しておくんですか？

メイビィ：これは、正直に説明しておくのをアタシは勧めるよ。「ある程てい度ど」まで正直にね。アンタと一緒に暮らしたがっている人間がいるんだ。人間と話をして、人間の社会で暮らすべきだ、と説得するよ。

四狼：そうだな。イヴには……オレたちの島でも、家族っていただろう。まあ、そういうようにオマエにもジィさんがいるんだよって。

ディア：うん。いるんだよ、いるんだよー。

ＧＭ：えーと、イヴはいろいろ受け入れてないというか、よく理解していないところもあるんですが……他ならぬ、みなさんが言うことなので、信用はしてたようです。でも、いいますよ。「うん、わかった。でも、みんなといっしょだよね？」

四狼：コクリとうなずいて。……ああ、もちろん。オレたちもいっしょについていくさ。

ディア：……うん。あたしもいっしょだよ。

ＧＭ：はい。では、ＵＧＮ職しよく員いんが運転する車がやってきました。

ジーアール：吾わが輩はい、おそらく一緒に乗れません（笑）。

ＧＭ：あっ、そうか。じゃあ、またしても、キリン専せん用よう車両が別でまわされてきました（笑）。

ジーアール：まあ、襲しゆう撃げきに備そなえて護ご衛えいにまわった、ということにしましょう。

メイビィ：アタシも人間の車なんかに乗るのはゴメンだからね。上空から見ながら、飛んでいくことにしよう。

ＧＭ：では出発しました。車のなかです。イヴは膝ひざの上に、ディアーナをのせて、抱かかえてなでながら話しかけてきますよ。

ディア：ああ、なんか懐なつかしい記き憶おくが……。

ＧＭ：「おじいちゃんって、どんな人かなあ。ふたりとも、おじいちゃんに紹しよう介かいするからね」

ディア：うっ。ちらっとイヴを見たあと、くしゅんとクシャミしたりして、ごまかします。

四狼：……。

ＧＭ：「家族っていっても、はじめて会うから、ちょっとこわいな。しろーも、ディアナーナもいっしょにいてね」

ディア：くしゅん、くしゅん。

四狼：……ああ、いつまでも一緒さ。って言う。で、ときどき、イヴの顔をじっと見たりしてる。でも、目が合うと顔をそむけちゃう（笑）。

ディア：動物語で話しかけてみよう。……ねえ。もうすぐお別れだよ。もっとスリスリとかしておかなくていいの？

四狼：やかましい。喰っちまうぞ、子ネコが。

ディア：あうー、食べないでー。

ＧＭ：イヴは「あいかわらず、仲がいいんだねえ、ふたりとも」（笑）。

メイビィ：にゃーにゃーわんわん言ってることしかわからないもんな（笑）。

ＧＭ：……さて、そうしているとですね。

メイビィ：やはり襲撃か。

ジーアール：吾輩は、警けい戒かいしていますよ。

ＧＭ：それは了りよう承しようです。ですが、まずこの場面は、この車内の視し点てんで進めます。




　ディアーナと四狼、そしてイヴの乗ったバンが、突とつ然ぜん激はげしく揺ゆれた。

　そして、ダーンと、大きな衝しよう撃げき音おん。そのままバンは横転する！

　ディアーナの脳のう裏りに、「あの日」の光景がよみがえった。

　大きな音、衝しよう撃げき、壊こわれる「大きな箱」、そして──。




四狼：イヴを守る！

ＧＭ：車は横よこ倒だおしになりましたが、幸い無事です。……ただし、頑がん丈じような護送車で窓まどもないため、外の様子がわかりません。扉とびらも固く閉しまっている状じよう態たいです。

ディア：あたしは……以前の悪あく夢むを思い出して、硬こう直ちよくします。

四狼：オレは扉を開けようとします。おいっ。何してんだ、ネコ！

ＧＭ：扉はなぜか固く閉とざされています。時間をかければこじ開けられるでしょうけど、すぐに脱だつ出しゆつしようとするなら……モルフェウスの能力でもないとムリでしょう。

ディア：あ、あたしの能力……でも、イヴがいるのに、能力は……。

ＧＭ：と、そのとき……車内のわずかな暗がりから、影が実体化するように、巨大な真っ黒いネコが出しゆつ現げんします。

ディア：きゃーッ！

四狼：またオマエかっ。こっちは忙いそがしいんだよ！

ディア：びくびく……。

ＧＭ：「よう。バケモノ。また会うって言ったろう？」黒い獣けものは、動物語で喋しやべります。「いいことを教えてやろう。この車は、もうじき爆ばく発はつする」

ディア：にゃんですとー！

四狼：イヴはどうしてる？

ＧＭ：イヴは、横転のショックでううーんとうなってますが、意い識しきもありますし、黒いネコをみて、びっくりしています。

四狼：かばうように動こう。横転した車の中でじたばた。

ＧＭ：シャドウファングは、そんなあなたがたを見てニヤニヤ笑いながら「俺おれたちはしょせんバケモノでしかないのさ。ところが、オマエが『その子は違ちがう』なんて面おも白しろいことを言うもんだからな。……さあ、どうするんだ？」

ディア：どうするって、決まってるもん！　……と言いつつ、最初にご主人様に捨すてられた事じ故このことを思い出して、うううっって身体からだが固まってます。

四狼：シャドウファングとイヴのあいだに入って、守るようにしつつ……おい、ディアーナ、どうすんだ！

ディア：じゃあここで……ＧＭ、いいですか。

ＧＭ：はい。なんでしょう。

ディア：ディアーナは、元のご主人さまのことは、実はずっとタイタスにせず、ロイスのまま持ってたんですよ。

ＧＭ：ええ、そうでしたね。

ディア：ずっと、ネガティブ「恐きよう怖ふ」が表に出ている状態で。

ＧＭ：ああ、たしかにそうでした。

ディア：それをここで、ポジティブ「幸福感」が表になった状態にします！

四狼：おおっ。

ディア：あの人から捨てられちゃって、あたしは、すごくすごく傷きずついてきたけれども……でも、あたしは、あの人と会えて暮くらせたことを、あの人と会えたことを幸福だと思っている。




　温かい手、優やさしい声、そう──思い出があったから、生きて来れた。

　ひとりぼっちで寂さびしい夜に、負けずに歩いてこれた。




ディア：ここで、もしイヴちゃんがあたしのことをバケモノよばわりして、捨てたとしたって……あたしは、彼女を助けたい。イヴと過すごした幸福な思い出は消えないから！

四狼：へへっ、チビがいいこと言うじゃねえか。

ＧＭ：四狼はどうしますか。

四狼：オレは元より、イヴを助けることに一いつ瞬しゆんも逡しゆん巡じゆんはしないので。

ＧＭ：まあ、そうでしょうね。

四狼：バケモノだって、なんだってオレはなってやるさ。イヴを助けるんだったらな……そして、シャドウファングのほうを睨にらみつけて……。

ＧＭ：はい。

四狼：オレの大切な仲間をバカにしやがると……喰っちまうぞ！

ディア：四狼！

ＧＭ：シャドウファングは、ゆらりと口をゆがめます。その瞬しゆん間かん、車のエンジンのほうから爆ばく発はつ音おんが……。

ディア：じゃあ、力を解かい放ほうさせて、イヴをくわえて、カベをつきやぶって！

四狼：オレもいっしょに、ふたりで力をあわせて、ドーンと。




「四狼！」「ディアーナ！」

　まるで互たがいの心を読んでいるように、ふたりが同時に動いた。

　子ネコの身体が膨ふくれあがり、全身から針はりを飛ばす。

　穴あなだらけになった車体を、疾しつ風ぷうと化したオオカミが突つき破やぶる。

　イヴを抱かかえ、ふたりが飛び出した次の瞬間──車が爆炎に包まれた。




ＧＭ：そんなわけで横転した車から、すんでのところで脱出しました。

ディア：なんとか間に合ったにゃ！

ＧＭ：……さて、ジーアールとメイビィは、どう行動していたか、という描びよう写しやになりますが。

メイビィ：アタシは上空から見ていたね。

ジーアール：吾輩は、先せん導どうする車に乗って……きっと天てん井じようがサンルーフになっていてですね。

メイビィ：そうそう。首をにゅーと出して（笑）。

ジーアール：前方、異い状じようなーし。後方、異状なーし。

メイビィ：すると、急に後ろで爆発音が（笑）。

ジーアール：むうっ。この吾輩の長い首で見み張はっていたのに、その隙すきをつくとは、いかなる能のう力りよく者しやか！（一同笑）

ディア：このシーンに及およんで、これはひどい（笑）。

メイビィ：ありえねー（笑）。

ＧＭ：本当にひどい（笑）。えー、マジメな話をするとですね、シャドウファングのシンドロームは、エンジェルハィロゥ。本来は光を操あやつる能力者ですが、ファングはその応おう用ようで闇やみを操ります。そのため光学的に全く感知できませんでした。

ジーアール：なるほど。「闇使い」としてのエンジェルハィロゥですね。

メイビィ：じゃ……このアタシの目をくぐりぬけて近ちか寄よってくるとは……闇使いだね、と渋しぶく呟つぶやく（笑）。

ＧＭ：さて、先ほどの場面描写でわかるように、シャドウファングはあえて《ワーディング》を使っていません。

ジーアール：ああ。イヴの意識を失わせないためにですね。

四狼：こっちも、とっさに《ワーディング》を張はるとか思いつかないよな。……使ったことないし。

ＧＭ：助けられたイヴは、目を見開いて、立ちつくしています。目の前のあなたたちを見て。……さあ、ここでどうしますか。

四狼：（まったく躊ちゆう躇ちよせず）イヴー、だいじょうぶかー。ケガはないかー！

ＧＭ：まったくブレがないですね（笑）。

四狼：ええ。いまのこのオオカミだかなんだかワケのわからない姿のおかげで、イヴに嫌きらわれたとしても、四狼はいつもと同じで！

ＧＭ：ディアーナのほうは？

ディア：あ、あたしのほうは……。




　ディアーナは、いろいろ考えた末、言葉を選んでイヴに向きなおった。




ディア：あのね……ごめんね。あたしを友だちだって言ってくれたのに。あたし、こんなバケモノで、ごめんね。

ＧＭ：えっ？

ディア：あたし、こ、怖こわいよね、ごめんね、ごめんねって。ひたすら申もうし訳わけなさそうに、耳叩いて謝あやまる。

ＧＭ：するとイヴは……すごい震ふるえながらなんですが、あなたたちのほうに進んできて、手を延のばして、さわろうとします。

四狼：イヴに頭を差し出すよ。

ＧＭ：震ふるえる手で、四狼の首にさわりますよ。

ディア：じゃあ、あたしもおずおずと首を伸のばします。

ＧＭ：ディアーナの全身には、トゲが生えてるんですが。

ディア：あー、しまったぁ。あわててひっこめようとします。ううっ。ごめんね、ごめんね……。こんなバケモノでごめんね。

ＧＭ：イヴは、いっしゅんトゲがあたって驚きますが、そんなあなたに近づいて、首をだきしめますよ。「ううん。バケモノは、わたしたちだよ」

ディア：え……？

ＧＭ：イヴは涙なみだを流して、しっかりあなたたちを見て言いますよ。「わたし、いろいろ勉強してね、わかったんだよ。字が読めるようになったから、ちょっとだけだけど、王様の所にあった本も読んだりしたよ。人間は、すごくひどいことをしてるって……。そんな人間のわたしでも、まだ、友だちでいてくれる？」

四狼：……ああ。おまえが友達と思ってくれているなら、友達に決まっているじゃないか。オマエがニンゲンだろうとなんだろうと関係ない。イヴがイヴだったから。オレはオマエが大好きだったのさ。

ディア：うん。あたしも、イヴがだいすき！

ＧＭ：そうやって、イヴは、するどいトゲもものともせず、ふたりの首をしっかりと抱だいて抱きつきます……。

ディア：おたがいどんなに姿が違ちがっても、心が通じあってれば友だちだよ。

四狼：ありがとな、イヴ。




　異い形ぎようと化した、ディアーナと四狼。それを抱きしめる、小さな人間の女の子。

　サイズは逆ぎやく転てんしたのに、なぜだか──さきほどまでとは逆ぎやくに、女の子の方が、ふたりを守っているように見えた。




ジーアール：では、そのへんで吾輩が追いつきますか。……おーい、無事でありますかー！　首を振りながら、パカラン、パカランと（一同笑）。

メイビィ：本当に、最後まで台無しなキャラだな（笑）。

ジーアール：えーい。ＦＨの好きにはさせんぞー！　と、こう、首を上下に激しく振ふりながら。

ＧＭ：イヴは「スガタカタチガチガッテモ、トモダチダヨ」と棒ぼう読よみで……。

ジーアール：そんなことを言ってる場合ではありません。敵てきの襲撃がきたんですから、集まってエンゲージをまとめておかないと！（笑）

ＧＭ：そうですね（笑）。ではいよいよクライマックスです。







　　　　ＣＬＩＭＡＸ ＰＨＡＳＥ




◆Climax01◆偽いつわりの楽園


Scene Player ──四狼






　炎えん上じようする車の中から、イヴを抱かかえてディアーナと四し狼ろうが飛び出す。

　メイビィとジーアールが駆かけつけた時には、前方の道は、何台ものＦＨの戦せん闘とう車両でふさがれていた……。




四狼：イヴに怪け我がはないか？

ＧＭ：大だい丈じよう夫ぶです。ただ、脱だつ出しゆつと同時に周囲に展てん開かいされた《ワーディング》により、意い識しきを失います。

ジーアール：この感覚……ヤツか！（笑）

ＧＭ：はい（笑）。ＦＨの車……すべて白い車が、何台も道路をふさぎます。で、中の一台から、これも白いスーツを着た、シュランゲ清きよ澄すみが降おり立たちます。

四狼：出たな……！

ＧＭ：ところがシュランゲはですね、燃もえ上あがる車に向かって怒おこり出します。「わたくしの完かん璧ぺきなる楽園の計画のための重要な子こ供どもを、ちゃんと確かく保ほしてこいと言ったじゃない！　殺すつもり!?」

ディア：あ、シャドウファング！　爆ばく発はつに吞まれてたりは……。

ＧＭ：しませんね。炎ほのおをまるで感じないように、黒い影かげがゆらゆらしながら、横転した車の上に立っています。で、「貴き様さまの計画など、知ったことではないな」と馬ば鹿かにしたように答えています。

ジーアール：おや、仲なか間ま割われ？

ＧＭ：シュランゲは、キッとシャドウファングを睨にらんでから、あなた方に向き直ります。「もういいわ。あんなヤツの力は必要ない！」

ジーアール：しかし……お前はミドルフェイズで吾わが輩はいたちに倒たおされている程てい度どの力なのだが、大丈夫なのであるか？（一同笑）

ＧＭ：シュランゲは「わたくしが作り出したパーフェクトなＥＸレネゲイドで、お前たちのような汚きたないケダモノは倒たおして、わたくしの研究の正しさを見せてやるわ！」と叫さけびます。そうするとですね──。




　道をふさいでいた白い車両群ぐんのドアが、一いつ斉せいに開いた。

　中には、ずらりと培ばい養ようタンクが並ならび……そして、それが一斉に割われて、奇き怪かいな姿すがたに改かい造ぞうされた、白い……色しき素そのないアルビノのような動物たちが現あらわれた。
















ＧＭ：「わたくしの本業は、戦せん闘とう員いんではなく研究者……ふふ、この子たち、パーフェクトＥＸレネゲイド部隊の力、思い知るがいい」

メイビィ：ちっ……研究所から、連れ去られた動物たちかい……。ろくでもないことしやがるねぇ……。

ジーアール：白くすれば平気なのか……。

ＧＭ：そのようですね。「見なさい！　この美しく清せい潔けつな動物たちを！　おまえたちのような汚きたならしいケモノとは違ちがう、わたくしの楽園にふさわしい、完璧なしもべたちよ！」と。白いＥＸレネゲイドたちの目は、どんよりと意い志しを失っています。

ディア：ひどい……ひどいよぅ。

四狼：「わたくしの楽園」って、シュランゲは、あの〝楽園〟を作っていたのはイヴの力だと思っているようだけど、あいにく、それは〝長老〟の──。

ジーアール：それは、今は言わない方がいいでしょう。勘かん違ちがいさせておけば、少なくともイヴが攻こう撃げきの目標になることはありません。

メイビィ：確たしかにそうだね。




　動物語で交かわされるやりとりに、シュランゲ清澄はいらだたしげに舌した打うちした。

「何をごちゃごちゃ会話しているのかしらん！　いいわ、アンタたちを〝処しよ分ぶん〟して、その子をいただいていく──わたくしの楽園のためにね！」




ディア：あの黒いのはどうしてるにゃ？

ＧＭ：つまらなそうに静観しています。とりあえず、戦闘に参加するつもりはないようです──それでは、戦闘ラウンドを開始しましょう。





◆第一ラウンド



[image: ]

ＧＭ：クライマックスでの戦闘ですので、セットアップの前に衝しよう動どう判はん定ていです。強大な敵を前に、皆さんの体内のレネゲイドウィルスに活性化を究め、衝動に流される危険があります。〈意志〉による判定、目もく標ひよう値ちは７とします。失敗するとバッドステータスの暴ぼう走そうとなってしまいますよ！

ディア：クリティカルした！　成功！

メイビィ：はい、こっちも成功したよ。

四狼：実は侵しん蝕しよく率りつがまだ80行ってないのでダイスが少ない……失敗。あおーん！

ジーアール：む、１足りなかったであります。暴走して首のテンションが上がっていく！

ディア：く、首のなんだ（笑）。

ジーアール：そして、成功しても失敗しても侵蝕率が２Ｄ10上がるのです。

ＧＭ：ですね。説明ありがとうございます（笑）。

四狼：ていっ……10上がって89だ。

メイビィ：おっと99。《領りよう域いきの盾たて》使うと[image: 100]超こえちゃうな。

ジーアール：ぴったり[image: 100]です。

ディア：あたしもぴったり[image: 100]！

ＧＭ：はい。ではラウンド開始します。ＥＸレネゲイドのトループは３グループで、シュランゲも含ふくめて１エンゲージ。５ｍ離はなれてＰＣが１エンゲージです。

ディア：黒いヤツは何もしないのかにゃ？

ＧＭ：はい。様子見……というか、影に潜ひそんでいます。行動値ちは、シュランゲは先ほどと同じ12、トループの行動値は……16。

ディア：あたしより速いにゃ！

ジーアール：こちらはセットアップの行動はなし。向こうもなしだっけ。

ＧＭ：いいえ。今回のシュランゲは、セットアップで《ヴァイタルアップ》を使用します。

メイビィ：【ＨＰ】の増ふえるエフェクトか……クライマックスだし、さすがに本気だな。

ＧＭ：ま、増ふえたといっても20点ですけどね。トループはセットアップなし。イニシアチブプロセスになります。

四狼：いきなりトループの行動か。厳きびしいかな。

ＧＭ：その前に、イニシアチブで割わり込こみです。シュランゲが、《ブリッツクリーク》を自分に……即そく座ざに行動します。




「言ったでしょう、わたくしの本業は戦闘員じゃなくて、研・究・者☆」

　余よ裕ゆうたっぷりな口調でそう言いながら、シュランゲは袖そでから複ふく数すうのアンプルを取り出した。

「さあ、行きなさい、わたくしの、パーァフェクトッ！　な動物たち！」

　周囲に薄うす紫むらさきの煙けむりが広がる。それを吸すい込こんだＥＸレネゲイドたちの全身で、筋きん肉にくが異い常じように盛もり上あがり、皮ひ膚ふや体毛が硬こう質しつ化かしていく。




ＧＭ：《戦いくさ乙女おとめの導みちびき》《狂戦士》《ポイズンフォッグ》その他を組み合わせ、周囲の人造ＥＸレネゲイドたちを強化します。

四狼：ダイスに攻こう撃げき力りよく、クリティカル値まで強化された！

ＧＭ：ではトループの行動です！　マイナーで《ハンティングスタイル》《破は壊かいの爪つめ》。移い動どうしながら爪を出し、メジャーは《獣けものの力》《増ぞう腕わん》その他で、範はん囲い攻撃！　命中は……（ダイスを振ふる）21ですね。

ジーアール：吾輩と四狼は暴走しておりますので、ドッジできませんな。

ディア・メイビィ：こちらは、ドッジ失敗！

メイビィ：《領域の盾》を使おうか。……ダメージは、どのくらい？

ＧＭ：３Ｄ10＋９点ですよ。

メイビィ：じゃあ、喰くらっても一いち撃げきでは倒たおれないかな。カバーリングはなしで。

ＧＭ：では……おおっと、３Ｄで23！　合計32点です。

ジーアール：ふ、藤ふじ浪なみさん出目いいなぁ……（笑）　３点残ったであります。

四狼：オレも残り３点！

メイビィ：アタシは《リザレクト》で戦闘不能から回復。でも、これで侵蝕率が[image: 100]超こえたね。




　クライマックスともなれば、大ダメージの攻撃が飛びかい、【ＨＰ】の削りあいというよりも、《リザレクト》することを前提とした、一撃必殺の戦いとなることも多い。

　そして《リザレクト》は、侵蝕率[image: 100]％以上ではもう使用できない。そうなると、復活のためには、自分のロイスをタイタス化して昇華することが必要──すなわち、自分の日常や絆といったものを削りながら戦い続けるという、壮絶な段階へ移行するのだ。




ディア：あたしはもう[image: 100]超えているので……固定ロイスの友だちを、ひとつタイタスにして立ち上がるにゃ。沸わき上あがる衝動で記き憶おくが削けずれていくにゃ……。




　真っ白な獣たちが、一斉に襲おそいかかる。平へい坦たんな白色をした牙きばや爪が、ＰＣたちを引ひき裂さいていく──だが。

「このくらいで倒たおれるもんかよ！」

　四狼が叫び、動物たちは立ち上がる。それぞれの、大切なものを守るために──。

　だがトループは三グループ。あと二回、同じ攻撃を受けるとなると、ＰＣたちは大ピンチだ。特に、すでにタイタスを昇しよう華かしたディアーナは追おい詰つめられている。




ＧＭ：二グループ目の攻撃です。達成値は……同じく、21。

ジーアール・四狼：暴走中なので命中！

ディア：うー、避さけたいけど……あ、いっこクリティカル！　もういっかい（ダイスを振る）……９！　〈回かい避ひ〉が１レベルで20。１足りないにゃ。ダメにゃ～。

メイビィ：待った！　《妖よう精せいの手》を使用。そのダイスの目を10に変えるよ！

ディア：それで避けたにゃ！　王さまありがとう！

四狼：で、オレは《リザレクト》。出目10だ～。侵蝕率99になった！

メイビィ：アタシは《領域の盾》を自分に使って、ジーアールをカバーリングする。

ジーアール：助かるであります。

メイビィ：で、シュランゲに対するロイスを取得、即座にタイタスにして昇華、立ち上がる。




　キリンの巨きよ体たいを覆おおい隠かくすように、カラスの翼つばさが巨きよ大だい化かし、広がる。

「助かるであります、王よ！」

「ま、アンタの面めん倒どうを人間の子供に頼たのまれてるからね。……やれやれだ」




ＧＭ：では、トループ最後の攻撃です。組み合わせは同じ、達成値は……21！　同じデータとはいえ、三回とも同じ達成値とは（笑）。

ジーアール・四狼：暴走中なので命中！（笑）

メイビィ：アタシも失敗だねぇ。

ディア：失敗だぁ……。

メイビィ：ふむ……（少し考えて）おチビちゃん、もう一回試ためしてみな。《妖精の手》だ。アンタの方が、ダイスも技ぎ能のうも高いからね。

ディア：だいぶ分が悪いけど……えいっ……わっ、出た！　27！

メイビィ：よしよし、じゃあまた《領域の盾》でキリンをかばうよ。

ジーアール：２度もかばわれてしまった……かたじけない。

メイビィ：いいのさ。アタシは攻撃しないんで余裕あるからね。ふむ……イヴのロイスをタイタスにして、昇華しよう。この戦いが終わればもう会わないだろう……元気でやんな、と思ってる。

四狼：オレは最後の《リザレクト》。出目が５で侵蝕率[image: 104]！




　白いＥＸレネゲイドたちの猛もう攻こうをしのぎきったＰＣたち。




ジーアール：ここはシュランゲを攻撃するのがよいでしょう。範囲は吾輩が攻撃します。

ディア：反はん撃げきにゃ！　針はりを生み出して攻撃！　侵蝕率[image: 100]％超えたので《クリスタライズ》が使用可能です。組み合わせて攻撃力アップ、そして装そう甲こう値ち無む視しにゃ！




　ディアーナの背せ中なかから射しや出しゆつされた針は、達成値39で命中。32点、装甲無視のダメージをシュランゲに叩たたき込こむ。




ＧＭ：ではシュランゲ清澄の行動……「くっ、汚らしいケモノめぇ！　行きなさい、わたくしのしもべたち！」。《戦乙女の導き》《狂戦士》……さきほどの組み合わせから、《ポイズンフォッグ》を抜ぬいたかわりに《さらなる力》。《タブレット》で遠えん距きよ離りに。

ジーアール：未行動に戻もどすエフェクトか！

メイビィ：確かに支し援えんが本ほん職しよくだねぇ。思った以上に厄やつ介かいだ。




　シュランゲの支援により、人造ＥＸレネゲイドの一群が再さい行こう動どうする。

　この攻撃が全員に命中。メイビィの《領域の盾》や《妖精の手》も使い切っており、ＰＣ全員がタイタスを昇華することになってしまう。




メイビィ：ＰＣのタイタスは切りたくないね……。うん、固定ロイスの街の動物、これがヤツの実験の犠牲になったことを、戦いのなかで気づいたことにしよう。……タイタス化して昇華。フン、お前さんの仇かたきはとってやるからね！

ディア・四狼・ジーアール：シュランゲのロイスを取得して、即座にタイタス化！

ディア：……お前なんかに負けないにゃ。

四狼：こいつを倒して、イヴの未来を手に入れるんだ！




　そして、行動値５で四狼、ジーアール、メイビィの手番となる。




メイビィ：まず支援しようかね。《要かなめの陣じん形けい》《導きの華》《狂戦士》……次のメジャーアクションの達成値＋４、ダイス＋６、そしてクリティカル値マイナス１。自分以外３人に。

ジーアール：では、吾輩がトループを排はい除じよするであります。マイナーを使って暴走を解かい除じよ。組み合わせは《コンセントレイト：エグザイル》《貪どん欲よくなる拳こぶし》、至し近きんなので《伸しん縮しゆく腕》は抜いて、代わりに《ジャイアントグロウス》。先ほどまでのコンボと違ってですね──首がジャイアントに伸のびる！

メイビィ：どこが違うかわからないよ！（笑）

ジーアール：そのまま、ぶぅんっと振ふり回まわすでありますよ（笑）。おお、さすがにクリティカル値６なので回る……どんどん回る……支援こみで、達成値66！

ＧＭ：さすが、ジャイアント……。トループは全グループ、《イヴェイジョン》で固こ定てい値ち20。実はシュランゲが《勝利の女神》で達成値プラスできるのですが……66ではやってもムダですね。ダメージどうぞ。

ディア：それはそうと、なんだか、女神のなんとかってエフェクトが多いですね。

ＧＭ：はい。それが彼かれの美び意い識しきなので、選んで取ってます（笑）。

ジーアール：謎なぞのこだわりを……（笑）。ともあれ、ダメージは55点。範囲攻撃です。

ＧＭ：あ、範囲というと、トループ全てですか。

ジーアール：全員です。

ＧＭ：えーと……はい、トループは全員それで、戦闘不ふ能のうとなりました。

四狼：おおっ！

メイビィ：キ、キリンこえーっ（笑）。




　ジーアールの首が、信じられないほどに伸のび、しなる。

　風を切きり裂さく音──次の瞬しゆん間かん、白いＥＸレネゲイドたちは、嵐あらしに煽あおられたように、吹ふき飛とんでいた。

「ば、馬鹿な……わたくしの、完璧な、動物たちが……」

「何が完璧であるか」

　しゅるん、と首を戻もどしながら、ジーアールが言い放った。

「首も伸のばせないくせに」




ディア：そっ、そこなんだ!?（笑）

四狼：それは伸ばせないだろ！（笑）

ジーアール：そうか……（笑）。では四狼に、道は開いたぞ！　と。

四狼：おう！　やるじゃねえかキリン！　叫さけんで、マイナーで《完全獣化》《影走り》。炎上した車からの煙とか、薬品の霧きりが、ぶんって、丸く消え去って──一いつ瞬しゆんのうちに、接せつ近きんする。




「なっ、は、速すぎる！　わたくしの強化した動物たちより!?」

　うろたえ、スーツから新たなアンプルを取り出そうとするシュランゲ清澄。

　炎の匂においに、四狼は、〝楽園〟の光景を──あの、最後の日の光景を思い出す。

「次に会ったら食っちまうつもりだったがよ」

　あの日、死を経へて手に入れた力。レネゲイドの力が、四狼の身体の奥おくで鼓こ動どうする。

「テメェには、食う価か値ちもないぜ」




四狼：メジャーアクションは、《コンセントレイト：キュマイラ》《獣の力》……それに、80％超えたから使えるようになった、《神しん獣じゆう撃》！




　四狼の脚あしが、アスファルトを蹴ける。振しん動どうが、路面を、大気を震ふるわせる。

「なんなのよ、この力……なんなのよぉ!?」

　四狼は、文字通りに弾だん丸がんのごとく、シュランゲ清澄──〝楽園の破は壊かい者しや〟にぶつかった。




ＧＭ：達成値62？　ドッジは無理ですね、命中です。

四狼：ダメージは、66点！

ＧＭ：うおっ……それは、その一撃で、シュランゲは吹ふき飛とびました。




「わ……わたくしの……楽園……」

「楽園は、もうねえよ」

　四狼は、牙を剝むき出だし、うなる。

「長老が作り出し、維い持じしていた楽園はもうない。もう、二度と、元にも戻もどらない。イヴはな、ただのニンゲンだ。楽園を生み出す力は、持っていない」

「そんな……馬鹿な……」

「あの〝楽園〟はたしかに、不自然な、はかない、マボロシのようなものだったかもしれない。だがな、オマエはそのマボロシを、愚おろかにも自分の手で壊こわしてしまったのさ」

　そう、四狼が言い終えた時には、もう、シュランゲは意識を失っていた。

「長老……みんな。仇は、とったぜ……」

　四狼は目を閉とじ、〝楽園〟の仲間のために祈いのった。




ＧＭ：シュランゲは戦闘不能です。クリンナップ……は、ないですね？　これで敵てきはいなくなったように見えましたが──。




「やるじゃないか」

　うれしげな声が響ひびく。炎上する車の上、炎をまるでないものかのように無視して立つ黒い影──シャドウファングが、口を三日月のように開いて笑う。

「あのニンゲンはわかっていなかった。お前たちの言う通りだ、楽園などというものはどこにもない。あるのは、より強い者が勝ち残るという──この混こん沌とんの世界だ」

　ゆらり……黒い影が炎に溶とけ、そして、ディアーナの前に現あらわれる。

「さあ、お前たちも、つまらないものを捨すてて、もっと強くなれ。この俺おれのように……」




ディア：そっ、そんなの、そんなの違うにゃ！　勝てたのは、仲間がいたから。あたしたちは、助けあって生きていかなきゃいけないんにゃ！

ＧＭ：「いいや、お前にはわかっているはずさ。お前は俺なんだからな」

ジーアール：こいつの目的は、もしかして……。

ＧＭ：そうですね、ＦＨに、より強いＥＸレネゲイド、それも、日にち常じようや絆きずなを捨すて去さって、衝動に身を任まかせた怪かい物ぶつ──ジャームを増ふやすことが目的です。もっとも、従したがわないのであれば、殺す、という意志も感じます。

メイビィ：弱ければ自分に殺されて死ぬ、強ければ力に飲まれてジャーム化する……どのみち、こいつ自身は戦えればいいってわけだ。

ディア：あたしは、あたしたちは、あんな風になったりしないにゃ！

四狼：ああ、もちろんだ、ディアーナ。……大だい丈じよう夫ぶさ、イヴを守って、そして、みんなで生きて帰るんだ。

ディア：四狼……うん！

ＧＭ：では、第二ラウンドを開始しましょう。





◆第二ラウンド



ＧＭ：セットアップ。シャドウファングの行動値は28。

ディア：に、28!?

ＧＭ：そして《ヴァイタルアップ》を使用します。【ＨＰ】が60点上じよう昇しよう。

四狼：シュランゲの３倍かよ！

ＧＭ：そのまま、こちらの行動です。マイナーは《ハンティングスタイル》《破壊の爪》《完全獣化》。影から刃やいばを生み出しつつ近ちか寄よります。




　猫ねこのカタチをした影が、一気に膨ふくれあがる。猛もう獣じゆうめいたその影はもはや猫には見えず……そして、滑すべるように動くと、その影が地面から剝はがれるように、幾いく本ほんもの刃となって、ＰＣたちに襲おそいかかった！




ジーアール：こちらはエンゲージふたつに分かれていますが……。

ＧＭ：《エンタングル》《異い形ぎようの祭典》《獣けものの力》《コンセントレイト：キュマイラ》その他を組み合わせ、５ｍ以内の四体に攻撃。つまり全員対象です。判定は……クリティカル……さらにクリティカル……達成値50！

メイビィ：さすがにさっきまでの連中とはケタが違うね！

ジーアール：これは……強い。

一同：ドッジは失敗！

メイビィ：アタシはもうタイタスを三つ昇華してるからね。これ以上はきつい……（考えて）ジーアールをかばおう。それでアタシ自身は戦闘不能になる。

ジーアール：助かるであります。

四狼：オレは、長老のロイスをタイタスにして昇華。もうちょっとだけ、がんばるぜ、見ててくれよな……。

ディア：あたしは……前の、飼かい主ぬし。ご主人さまを……ここでタイタスに！

一同：おお……。

ディア：思い出が、力になるんだって。裏うら切ぎられても、温かい時間を過すごしたからこそ、力になるんだって、シャドウファングに──見せてあげる。




　そう言い切ったディアーナの背せから、ふたたび硬こう質しつ化かした針が撃うち出される。




ディア：達成値41、ダメージ──44点、装甲無視！

ＧＭ：喰くらいました……が、影は嬉うれしげに口をぱかっと開いて笑います。「そうだ、いいぞ。もっと使え、その力を！　バケモノの力をなぁ！」

ディア：くぅ……余裕だぁ……。

メイビィ：60点増ふえてるからね。でも、このラウンドで倒しきれないとまずいよ。

ジーアール：その通りであります！　首を伸のばして……喰くらえ！　達成値33！　命中したなら、ダメージは45点！

ＧＭ：命中です。装甲は有ゆう効こうですね？　……はい、まだ立っています。

ジーアール：もう一撃くらいで倒せる、はず！

四狼：やってやるぜ！　マイナーでふたたび《完全獣化》して、《影走り》。メジャーも前と同じ！　達成値は39！

ＧＭ：命中です。

四狼：《神獣撃》があるから、ダメージは……56点！




「ごちゃごちゃうるせえんだよ、クロネコ野や郎ろう！　ディアーナをいじめてると──喰くっちまうぞ！」

　大気が弾はじけ飛とび、銀色の弾丸が、影を貫つらぬく！

　影は闇やみ色いろのガラスのように粉々に砕くだけ……しかし。

「残念だったな、お嬢じようちゃん。そっちは、ただの〝影〟だ」




ＧＭ：《透とう過か》を使用しました。ダメージ０！

四狼：くっ……まずい、か──。

ジーアール：いや、まだであります！　ここで吾輩は《異い世せ界かいの因いん子し》を使用！　シュランゲの使用した《ブリッツクリーク》をコピーします！

メイビィ：追加行動か！

ジーアール：さっきの攻撃で[image: 120]％超えたので使用可か能のうなのですよ。一キャラクターを即座に行動させます。ここは……ディアーナ、あなたがやるでありますよ。

ディア：あたし……。

四狼：できるよ、ディアーナ。大だい丈じよう夫ぶだ。仲間が──オレたちが、いる。

メイビィ：ふん、やってみな、チビ猫。アンタなら、できるはずさ。

ディア：……うん！




　ディアーナは目を閉とじる。思い出から、力をもらうために。

　ご主人さまの、優やさしい手。トモダチと過ごした、暖あたたかな部屋。

　そして──寒くて、寂さびしい夜を通って。

　また、仲間が、友達ができた。

　思し慮りよ深ぶかくて賢かしこいキリンさん。意地悪だけど本当は優しいカラスさん。

　友達だ、って言ってくれたニンゲン──イヴ。

　そして──四狼。不器用で、強くて、綺き麗れいな。あたしの、大切な友達。




ディア：あたしたちは、お前なんかに、絶ぜつ対たい、負けないにゃ！




　針が飛び、影に突つき立った。

「言ったろうが、それはただの〝影〟。貫つらぬいても無む駄だだ……何!?」

　毛が硬質化し、水すい晶しようのように変化した〝針〟。それは影に突き立つと、影そのものを硬質に変化させていく。ピキ、と音を立て、ガラスのように固まった影に亀き裂れつが入る。

「俺の〝影〟を結けつ晶しよう化かさせた──だと」

　シャドウファングの驚おどろきの叫びが、数すう瞬しゆんの後、けたたましい哄こう笑しように変わる。

「ハハ、ハハハ！　素す晴ばらしい！　素晴らしいぞ！　この力！　やはりお前は俺だ！　いいぞ、生き残れ！　勝ち続けろ！　そしていつか、お前は──俺になる！」




ディア：そんなこと……ないもん……。




　シャドウファングの身体は、粉々に砕け……そして、影に溶とけるように消えていった。

　後にはただ、ディアーナの身体から伸びる、小さな猫の影だけが、残っていた。
















　　　　ＥＮＤＩＮＧ ＰＨＡＳＥ




ＧＭ：それではエンディングの前に、バックトラックを皆さん、お願いします。




　バックトラックは、ゲーム中に上昇した侵蝕率を引き下げる手順である。

　タイタス化せず残ったロイスの数だけダイスを振り、99％以下になれば成功となる。もし[image: 100]％以上ならば、衝動に吞みこまれた「ジャーム」として、ＮＰＣ化してしまうのだ。

　このルールにより、力を使い過ぎると衝動に飲みこまれ、シャドウファングのような怪物になってしまうことが表現される。同時に、守るべき日常、周囲との絆があれば、踏みとどまれることも。──まさに『ＤＸ３』の根幹をなすルールであるといえるだろう。




ＧＭ：戦闘が終わってみると大変だったようで……皆さんのロイスがちょっと減りすぎているような気がしますが、大丈夫かな？

メイビィ：安心してください。みんな『ＤＸ３』のベテラン。もう、二倍振りをするつもりで、ちゃんと戦ってましたから！（笑）

（二倍振りとは「ダイスを増加させる」ルール。今回得られる経けい験けん点てんが減ってしまうかわりに、残ったロイス×２個のダイスを振ることができるようになる）

ＧＭ：おお。皆さん、さすがですね。

四し狼ろう：二倍振りが前提という激しい戦闘も珍しいことではないですからね。ではオレから……うん。[image: 127]から、39下がって、88で踏みとどまりました。ダイス目よかったなー。

ディア：あたしは、侵蝕率[image: 130]と、ちょっと危ないんですよ。

ＧＭ：シャドウファングが影から呼んでいる状態ですね。

ディア：あたしはあんたなんかじゃないにゃ！……37下がって93！　踏み止まりました。

ジーアール：セリフ通り決めましたな。さて、吾わが輩はい、実は[image: 155]と大変危険です。

四狼：もう、首が伸びまくっている!?（笑）

ジーアール：コロコロ……なんと、62下がりました。93で無事成功です。

ディア：おおっ！

ジーアール：三倍振り（さらに経験点を減らして、ダイスを増やすこと）も覚悟したのですが、メイビィのおかげでロイスを六個残せたのが勝因でした。

メイビィ：判断は間違ってなかったようだね。アタシは、[image: 123]から31下がって、92だ。

ＧＭ：はい、無事に全員、ジャームにはならず、日常に戻ることができました。……それでは、エンディングフェイズに移りましょう。







◆Ending01◆ブレーメンの音楽隊




　戦いは終わった。

　車両や、倒たおれた人造ＥＸレネゲイド、シュランゲの処理をＵＧＮに任まかせ、ＰＣたちは道路を歩いていた。




ＧＭ：エンディングは、希望があれば、その順番で描写していこうと思います。

ジーアール：とりあえず、先ほどの処理をした方がよいと思うのです。

ＧＭ：そうですね。白いＥＸレネゲイドやシュランゲ清澄は戦闘不能……特にとどめをささなければ気き絶ぜつしています。

ジーアール：ＵＧＮに回かい収しゆうを任まかせますよ。無線で連れん絡らくして。

ＧＭ：なお、シャドウファングは影に溶けるようにして、消えてしまいました。

ディア：うう……しばらく、影を見るのが怖こわいにゃ。

四狼：大丈夫さ、何度でも、やっつければいいんだ。

ジーアール：さて……イヴが目を覚ます前に、ここから離はなれましょうか。車は壊こわれてしまっていますが……まあ、吾輩の背に、乗ってもらって。

四狼：キリンに乗るの!?

メイビィ：遅おそそう……（笑）。

ジーアール：ふっふっふ。実は、普ふ通つうのキリンでも、時速50kmほどで走行可能なのです。オーヴァードである吾輩なら、さらに！

ディア：は、速いにゃ！

四狼：あー……疲つかれたし、オレもキリンに乗ろう（笑）。で、オレの上にイヴを乗せる。

ディア：イヴは頭の上に子ネコを乗せる。

メイビィ：それ、アタシも付き合うのかい？（笑）

四狼・ディア：せっかくだから、ネコの上に乗って！

メイビィ：やれやれ……（笑）。

ジーアール：むう、では吾輩も対たい抗こうして、首をより高く！

四狼：なにをやってるんだろう……（笑）。




　とても、奇き妙みような光景だった。

　キリンの背で、オオカミがべったりとくつろぎ、そのオオカミの背に、人間の女の子がまたがっている。




ジーアール：じゃあ、高速道路をキリンがこう……ぱからん、ぱからん、と（笑）。

ＧＭ：じゃあ、目を覚ましたイヴは大喜びですよ（笑）。「しろー！　わたし、このまえ絵本でこういうのみたよ！」

四狼：ほー。すごいなー、イヴは物知りだなー（笑）。




　オオカミに抱だきつき、嬉しげに笑う女の子の頭の上には、小さな、白い子ネコが帽ぼう子しのようにちょこんと乗っている。さらに、その上には、一羽のカラスが。




ディア：すごいにゃあ、高いにゃー！

メイビィ：これなら、森のどの動物よりも背が高いだろうねぇ（笑）。

ジーアール：吾輩の首はどこまででも伸のびますぞー。




　人も、動物も、無関係に。その、奇妙な一いち団だんは、楽しげに笑い、歩いていく。

「ねえ、しろー。ネコちゃん、キリンさん、カラスの王さま」

　女の子は、心から楽しそうに笑って、言った。

「わたしたち、いつまでもいっしょだね」




メイビィ：……。

ジーアール：……。

四狼：ああ、そうだよ。イヴ。たとえ、姿がちがっても、たとえ、言葉が通じなくても、オレたちは、いつまでも……大切な、友達だ。

ディア：……四狼。




　キリンの背に揺ゆられ、大好きなオオカミに抱だきついて。

　いつしか、イヴは眠ねむっていた。

　とても幸せそうなその寝ね顔がおを、夕日が照らしていた。







◆Ending02◆混沌の園カオスガーデンの伝説


Scene Player ──ディアーナ＆四狼、メイビィ






　そして、イヴと呼よばれた楽園の少女は、人間の世界へと帰っていく。

　そこは、楽園ではない。辛つらいことや、苦しいことのある、当たり前の世界。

　けれど、そこで暮くらすことが、大切な少女にとって一番よいことだと、彼かの女じよの〝友達〟は、そう思ったのだ。




ＧＭ：さて、個こ別べつのエンディングシーンですね。

四狼：んー、オレは、ディアーナと一いつ緒しよがいいかな。

ディア：あたしも、それがいいです。

ＧＭ：了りよう解かいです。では、イヴとの別れのシーンでしょうか……イヴは祖そ父ふの家に行くことになるわけですが。

メイビィ：ちょっといいかい。ディアーナと四狼に、言いたいことがあるんだけどね。

ＧＭ：では、まず場面は、一度別のＵＧＮ支し部ぶに寄よって、イヴとは別室でＰＣたちがいるところ……といったあたりでしょうか。




　ＵＧＮの動きは迅じん速そくだった。公的機関を窓まど口ぐちに、偶ぐう然ぜん、無人島で生いき延のびた孫まご娘むすめについて、イヴの祖父に連絡したのだ。引ひき渡わたしを控ひかえ、動物たちは、別室でイヴを待っていた。




ディア：どうしたの、王さま？

メイビィ：アンタたち。アタシに約束したね。ひとつ、言うことを聞いてもらうと。

四狼：ああ。覚えてるぜ。

メイビィ：じゃあ、いまこそ聞いてもらうよ。アンタたちには辛いことだけどね。これから、あの娘むすめの祖父に会うだろうけど、絶対に、そこで人間の言葉を喋しやべっちゃいけないよ。

ディア・四狼：……。

メイビィ：それがいいのさ。動物と喋しやべれるなんて、夢ゆめみたいな話だ。……だったら、夢だったことにしたほうがいい。




　ディアーナと四狼は、しばらく顔を見合わせてから、同時に、メイビィに向き直った。




ディア・四狼：そのお願いは聞けないよ。

メイビィ：……どういうことだい？

ディア：だって、あたしたち、もう決めてたんだもん。

四狼：まさに、そういう風にしようって。もう、オレたちで決めたんだ。だから、お願いをするなら、別のことにしてくれよ。

メイビィ：……そう、そうかい。




　カラスは、ひとつ、長い長いため息をついた。

　まるで、自分の望みが叶かなえられたことが、なんにも嬉うれしくないように。




メイビィ：余よ計けいなことを言っちまったようだね。

ディア：ううん、そんなことないよ。王さまは、優やさしいにゃ。

四狼：ああ、イヴのこと、考えてくれて、ありがとな。




　子ネコとオオカミは、そう言って微笑ほほえんだ。




メイビィ：アンタたちは、この後どうするんだい？

四狼：さあね、ま、イヴの無事を見み届とどけたら、あてもなく旅にでも出るさ。オレはもともと、そうしてきたしな。

メイビィ：そうかい。まあ、アタシには引きとめる権利も理由もないからね。

ジーアール：吾輩のほうは、一いち応おうＵＧＮには勧かん誘ゆうしますが……聞かないでありましょうね。旅の無事を祈っているであります。

ＧＭ：あっ、そうだ。そういうことならですね……四狼、今回、救出したり情じよう報ほう収しゆう集しゆうしたとき、旅の動物から耳にはさんだんですが、動物たちのあいだには〝カオスガーデン〟という島がどこかにある、という伝説が伝わっているそうです。

メイビィ：ああ、アタシも聞いたことがあるよ。本当かどうかわからないけどね。ドラゴンっていう空を飛ぶ大きなトカゲが、そこを女王として治めているとかなんとか……。

四狼：大きなトカゲが、空を飛ぶ？　四狼はハァ？　という顔（笑）。

ディア：ほかにも、島全体が、すごい速さで動くとか……。

ＧＭ：人間の最強の軍隊である、鉄の船と空飛ぶ機械の大軍団と戦って勝利したとか……。

ジーアール：キリンのオーヴァード部隊が海岸線にズラリと並ならんで、ビームを撃うつとか……って、こうやって改めて語ると、本当にウソくさいよ！（笑）

メイビィ：まっ。それこそ、タダの伝説だろうねぇ（笑）。

ＧＭ：そして、こんな伝説もあります。その島の女王たるドラゴンは、種族の壁かべをこえて「ある人間の少年と、本当に心を通じあわせて、結ばれることができた」と。

四狼：なるほど……。そんな伝説が……。

メイビィ：フン。アタシに言わせれば、その伝説が、一番荒こう唐とう無む稽けいなものさね。




　しばし考えた後、オオカミはこう言った。




四狼：オレは、その〝カオスガーデン〟って島を探さがす旅に出るよ。まあ、きっとタダの伝説なんだろうけどさ。……それでも。

ディア：あ、あたしも、それについていっていいかな？　……って。おどおどと。

四狼：じゃあ……（ニヤっと笑って）おい、何してるんだよ。一緒に来たいなら、さっさとしな。……グスグズしてると、喰っちまうぞ！

ディア：うんっ！　笑って、ついていきます。こう、シッポをピンと立てて。

ＧＭ：じゃあ、このふたりは旅立つわけですね。……あ。そういえば、ディアーナは、自分の名前、どうします？　野生の動物になるシーンで、飼かいネコだったときの名前を捨すてるっていうのも、ひとつの演出になると思いますが。

ディア：ううん。あのご主人さまのことはもう乗のり越こえたけど。その思い出まで捨すてたわけじゃない。あたしの大切な名前だもの。これからもあたしはディアーナとして生きていく！

四狼：ああ。オレも四狼のままさ。イヴがつけてくれた名前だからな。

ＧＭ：わかりました。では、そうして、二頭は旅立っていきました……。




　　　　＊　　　＊　　　＊




メイビィ：そうだね。じゃあ、アタシは、その四狼とディアーナのシーンを受ける形で、「そんなことがあったのさ」ってことを語り草にして終わることにしようかね。

ＧＭ：なるほど。それでは、それをメイビィのエンディングとしましょう。それからしばらく経った、メイビィの王国のシーンです。その領域は……きっと、何年も何十年も経ったあとも、きっと変わらない同じ姿でしょう。

四狼：でも、あの家とコンビニのセットは残ってたりするんだな（笑）。

メイビィ：まったく、アタシの王国に、妙なものを残していってくれたものだよ。……こんなものもあるから、語り草になっているんだろうねぇ（笑）。

ジーアール：こう、その時代の動物の子供たちが、熱心にその話を聞いてたわけですな。

ＧＭ：話が終わると、イヌやウサギの子供が、目をキラキラさせてたずねてきます。「ねえねえ、王さま。そのあと、そのオオカミとネコは、カオスガーデンって島を見つけたの？」

メイビィ：ああ。メイビィはきっと、フンと笑ってこう言うよ……。




　カラスの王は、百年近くも変わらない、不機嫌そうな口調で言う。

「さあね。どうなったかなんて、アタシは知らないね。きっと、どこかで野たれ死んでしまったんじゃないかい。でも、ひょっとしたら、あるいはメイビイ──」

　ずっと昔の〝あの夜〟と同じように、大樹の上には、月が優しく輝いていた。







◆Ending03◆哲てつ学がくするキリン


Scene Player ──ジーアール






　数日ぶりに戻った厩きゆう舎しやは、なぜだかひどく懐なつかしく思えた。

「不思議であるな……吾わが輩はいは、なぜこの厩舎を懐かしく思うのか……」

　ジーアールは、むっつりと生き真面目まじめな表ひよう情じようで、そう呟つぶやく。




ジーアール：吾輩は、ＵＧＮに戻もどり、またエージェントとして働くことになりますね。あいかわらず、厩舎では思し索さくにふけります。……キリンとは何なのか。人間とはなんなのか？（笑）

ＧＭ：今回の成功で実じつ績せきをつんだあなたは、その後もさまざまな任務へと派は遣けんされます。ＵＧＮカブズの〝哲学するキリン〟といえば、知らぬ者はないエージェントとなりました。

四狼：ＦＨエージェントなんかが、「げえっ、あの長い首は！」とか恐おそれるようになるわけだ。

ＧＭ：はい（笑）。えーと。それから、しばらくして──そう、何年もしてからかもしれませんが。テレーズが教えてくれますよ。「そういえば、彼女──東園唯吹とうその・いぶきのことだけど」

ジーアール：ああ。吾輩だけが、それを聞ける立場ですな。その後、どうなりました？

ＧＭ：「ええ。いまは普通に暮くらしているわ」ええと。ゲーム中の「育成」で、面おも白しろいことを教えてたりしたら、ここでアイドルになるとかパティシエールになるとか、結果が分ぶん岐きするようにしようかと考えていたんですが（笑）。

ジーアール：考えないでください（笑）。

ＧＭ：四狼とディアーナが、ごく真っ当な教育をしたので、いわゆる「ノーマルエンド」ということで。「大学は、動物関係の学科へ進んで、将しよう来らいは、動物に関かかわる仕事につきたいそうよ」

ジーアール：ほう。

ＧＭ：「祖父の事業も手伝っていて、将来、アニマルシェルターのシステムを日本に根付かせたいと思ってるらしいわ。知ってる？　野犬や保ほ護ごされた動物を収しゆう容ようして育て、飼い主を斡あつ旋せんするというシステムよ。欧おう米べいでは普ふ及きゆうしている制せい度ど」

ジーアール：なるほど……。それでは、ディアーナや四狼にもし任務中に再さい会かいすることでもあったら、教えてやろうと、記憶に留とどめておきましょう。




「興きよう味み深ぶかい話を聞いたでありますな……」

　ジーアールは呟つぶやき、そしてまた思索にふける。

「楽園……楽園とはなんであろうか。人は、なぜ、夢を抱いだき、それを叶かなえようとするのであろうか……謎は尽つきないものであります……」

〝哲学するキリン〟は呟き続ける。

　ただ、その顔には──先ほどとは違ちがい、うっすらと、笑みが浮うかんでいた。







◆Ending04◆楽園の唯い吹ぶき


Master Scene






　それは、いつの日かのどこかの平和な光景。

　緑が広がっている、大地。

　黒い髪かみの、褐かつ色しよくの健康的な肌はだの女の子が笑っている。

　女の子のそばには、大きな身体からだと小さな身体の、二頭の動物がいる。

「しろーっ　大好きだよっ。ディアーナも！」

　女の子は、その首に抱きついて、顔をうずめる。

　それから、しばらく熱心に話しかけるが、首をひねるのだった。

「おかしいなあ。なんで、しろーも、ディアーナもしゃべってくれないの？」

　時じ刻こくはいつしか夕ゆう暮ぐれになる。

　小高い丘おかの上の家から、女の子を呼よぶ声があり、彼女は、二頭の動物と共に走り、その家へと駆かけもどる。

「おかあさん、あのね、あのね！」

　女の子は、母親に外で遊んできた今日のことを話す。でも、最後に、こう言うのだった。

「でもね。しろーも、ディアーナも、今日もしゃべらなかったよ」

　女の子は、母親と食しよく卓たくにつく。動物たちも同じ部屋で食事をとる。

　白い子ネコのディアーナと、銀色の毛の大型犬の「シロウ」も。

　母親は、驚おどろくほどハシの使い方が上手だった。

　女の子もマネしようとするが、うまくいかない。ここは母親に似になかったようだ。

　やがて、すねたように口をとがらせて言った。

「お母さん。昔、動物と話ができたってホント？　ウソじゃない？」

　母親は、懐なつかしそうな顔をして、こう答える。

「ウソじゃないわ。母さん、ハシの使い方。母さんのディアーナから教わったんだもの」

「そのはなしが、いちばん、ウソくさいよー」

　ジト目になる女の子に、母親は、微笑んでこう語る。

「でも……喋しやべることができなくたって、あなたのお友達でしょう？」

「それは、もちろん。そうだけど……」

「そうよ」女の子とよく似た顔の母親は、遠い目で、懐かしそうにこう言うのだった。

「たとえ言葉がつうじなくても。姿がどんなにちがっても……。

　心が通い合えば、お友だちだもの」





（ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・カオスガーデン「楽園のイヴ」おわり）
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バックグラウンド

　二〇年前の輸送機爆ばく発はつ事故によって、レネゲイドウィルスが世界に広まった。これにより、世界は変革を始めたわけであるが、世界に存在するのは人類だけではない。レネゲイドウィルスは、ヒト以外の生物（と非生物）にも感かん染せんし、マトリクスシフトを引き起こした。ヒト以外への感染例は「ＥＸレネゲイド」と総そう称しようされ、ＵＧＮをはじめとする各組織で研究がなされてきた。

　数年前、ＥＸレネゲイドたちによって支配される島が発見された。それは、我々人類がこれまで知っている世界とはまったく違う動植物たちが繁栄する、混沌とした世界であった。この島には、混沌の園───〝カオスガーデン〟というコードネームが与あたえられた。

　しかし、研究が進むにつれ、ＥＸレネゲイドの世界はこの孤島だけに留まらないことが判明した。我々人類とは別の世界を形成している現象について、研究者たちは〝カオスガーデン現象〟と呼称するようになった。そしてＥＸレネゲイドの世界全体について語る場合、カオスガーデンという別個の世界として認かく識にんするにいたった。




ＥＸレネゲイドとは？

　レネゲイドウィルスに感染するのは、我々人間だけではなかった。人間以外にも感染し、オーヴァードとして発はつ症しようさせる。動植物、場合によっては無機物にも感染する。これらは「ＥＸレネゲイド」と呼ばれ、ＵＧＮによって存在は秘ひ匿とくされている。

　そして発症した場合、ほとんどがジャーム化する。理由は簡単だ。理性とは、人間存在が持ち得るものと考えられてきたからだ。

　もともと本能で生きる動物たちは、失うべき理性もなく、本能という衝しよう動どうに任せて生きている。腹が減れば獲え物ものを狩かり、危機が迫せまれば逃にげる。戦うべき時は闘とう争そう本能にしたがって戦い、繁はん殖しよく期きには発情期に入り、子孫を残そうと行動する。動物は、これらの衝動を理性で抑よく制せいしない。レネゲイドによって獲かく得とくした能力を、本能にしたがって行使する。それは文明によって人間が獲得した自然への優ゆう越えつをひっくり返しかねないものとなる。理性を失った人間同様、排はい除じよすべき敵であるのだ。

　だが稀まれにジャームではなく、オーヴァード化するものがいる。ＥＸレネゲイド、特に動物のＥＸレネゲイドは人間並みのコミュニケーション能力と知ち恵えを伴ともなうことが多い。人間が進化の結果理性を獲得したように、動物たちもレネゲイドウィルスによって理性と言葉を獲得する場合もある。よってＥＸレネゲイドでもオーヴァード、ジャームという区分が存在する。

　また、理性に目覚めても結局それを失い、ジャーム化する例もある。





Ａオーヴァード



　マトリクスシフトを起こした動物たちの変化は驚きよう嘆たんすべきものだった。

　道具の使用はもちろんのこと、人間と同程度の知能を持ち、発声器官を変化させたり、ある種のテレパシーを使用して人間とコミュニケーションを行なった例も報告されている。

　ほ乳類、は虫類、鳥類など、ＥＸレネゲイドとなった結果、理性に目覚めたオーヴァードは、アニマルオーヴァード───Ａオーヴァードと呼ばれる。

　Ａオーヴァードは自然の掟おきてを超ちよう越えつする存在であり、その能力によって自然界とは相あい容いれない。かといって、人間からも異質な存在であり共存できない。動物でも人間でもない。彼らもまた〝裏切り者ダブルクロス〟なのだ。





レネゲイドビーイングとの違い



　ある事件以降、レネゲイドビーイングという存在が出現した。ＥＸレネゲイドの方が先に発見されており、当初はその一部かと思われていたが厳密には違う。

　レネゲイドビーイングはレネゲイドウィルスそのものが集合体となって意識を持ち、生物や物質を支配してしまうものである。ＥＸレネゲイドは、レネゲイドウィルスが引き起こした変異によって意識が芽生えた者たちである。

　たとえば、動物が自意識を持ったままオーヴァードになった場合がＥＸレネゲイドであり、死んだ動物をレネゲイドウィルスが支配して行動するのがレネゲイドビーイングである。

　両者は近いようであるが、まったく別の存在である。





動物とそうでないもの



　Ａオーヴァードは他の動物に対して能力を隠かくすようなことはしない。そのような行こう為いに意味がないからだ。他の動物は、Ａオーヴァードを完全な上位者として畏おそれ、敬う。

　しかし、Ａオーヴァードはその力をおおっぴらに使うようなことをしない。彼らは自分たちの存在が人間に察知されれば敵視されることを知っているからだ。Ａオーヴァードは、みずからの存在自体がこれまでの世界において異例であり、人間社会の前提と日常を破は壊かいしうると理解している。





補食と生活



　自然界は弱肉強食の掟、そして食物連れん鎖さという補食を巡めぐる秩ちつ序じよが存在する。しかし、Ａオーヴァードとはこの掟から、ある程度自由になる。肉にく食しよく獣じゆうがＡオーヴァード化しても、他のＡオーヴァードを喰うことはほぼない。相手とのコミュニケーションができるためである。これはコミュニケーションによって同族意識を共有するためだと推測される。たとえばネコとネズミといった補食関係にあっても、Ａオーヴァード同士であればこれを食べようとしない。また、コミュニケーションできる人間も補食の対象にならない。

　その食性も多少変化し、味覚に合わせて食物を食べるといった行為を行なうＡオーヴァードも存在するようになった。人間が食事の好みを持つのも理性によるものなのだ。

　ただしジャームになってしまったら、そのルールは存在しない。本能にしたがい、あるいはそれ以上の衝動に突つき動かされて行動する。食欲という欲求は、非常に強い衝動であり、ジャームにとっては大たい抵ていの生物は非力な獲物なのだ。そう、人間でさえも。





人間社会への擬態



　Ａオーヴァードは、ぱっと見ただけでは彼らは普ふ通つうの動物であるし、通常の人間がワーディングを持つＡオーヴァードを認識することは不可能に近い。人間の身近なところに潜ひそんでいるＡオーヴァードも少なくはない。

　そんなＡオーヴァードの中には、エフェクトを利用することで人間に擬ぎ態たいする者もいる。体組織の変へん更こうや幻げん影えい、認識の操作など、シンドロームによってさまざまな方法を持ちうる。





人間への反応



　Ａオーヴァードが持つ人間への感情はさまざまである。同じオーヴァードとして協力するものもいれば、組織に属しているもの、ひどく反発するものなどがいる。

　人間が多様な考えを持つように、Ａオーヴァードも人間とその社会、そして自然界に対する反応も多様である。

　ある者は都市の中に潜み、ある者は今まで通り野生に生きる、あるいは人間に飼われている者、組織に所属している者……Ａオーヴァードたちはそのスタンスによって、大きく次の四つに分類される。





アンチェイン



　人間社会、とりわけ都市部で生活しているＡオーヴァードである。都市は、人間たちが生活するための場所であるが、動物たちの中には、その環かん境きように溶とけ込んで生きていく者たちもいる。カラスやネズミといった人間の出す廃はい棄き食しよく糧りようを漁あさったり下水や家屋の隙すき間まなどをねぐらにしたりする我々にも馴な染じみの深い小動物たち、元々ペットとして飼われていたが捨てられた野の良ら猫ねこ、野良犬、あるいはその境きよう遇ぐうから脱だつ走そうしたものなど、都市部をテリトリーとする動物は意外に多い。アンチェインたちは、人間たちに対する考えはどうであれ、慣れているし、そこで生活する術すべを熟知している。





ワイルド



　ワイルドは、人間社会から離はなれ、自然の中で暮らしているＡオーヴァードである。そもそも、動物たちが暮らしているのは、人間の立ち入らない自然の領域が中心だ。レネゲイドに感染して特とく殊しゆな能力や理性を得ても、今まで棲すんできた世界での生活を変えようとしない動物たちもいる。自然という環境は厳しいが、彼らにとって故郷であり生まれた世界だ。煩わずらわしい人間もいなければ、オーヴァードとなった時点で天敵はいないのである。

　ワイルドの中には、自分の力がこれまでの環境を大きく変えることを望まない、その力によって人間に感知されることを避さけるためなど、理由はさまざまだがオーヴァードとなったことを隠している者も少なくない。





ケージ



　人間は、古くから動物を家か畜ちくとしたり、ペットにするなどして暮らしてきた歴史がある。犬や猫、あるいは動物園など、人間に飼われているＡオーヴァードはケージと呼ばれる。

　飼育されていた者がＡオーヴァードとして目覚めた場合と、飼い主を選んだケースがある。

　ケージの多くが、その力を飼い主に伏ふせている。ワーディングが使えるのだが、その能力を明かしてパートナーにしている者、逆に人間を飼い慣らしているケージもいるという。





カブズ



　カブズとは、人間側の組織に属するＡオーヴァードの総称である。ＵＧＮに所属するＡオーヴァードもおり、ＵＧＮカブズと呼ばれるこの部署は、他のＡオーヴァードとの交こう渉しよう、ＥＸレネゲイドが引き起こす事件の対処に当たっているとされる。





ＦＨセル



　ＦＨの中には、Ａオーヴァードのみで構成されたセルが存在するといわれる。その実体については、今のところ不明だ。〝誘ゆう惑わく者しや〟テト（『ＰＥ』Ｐ58）など、人間以上の力を持つＡオーヴァードも確認されている。





人間からの反応



　動物は、ある意味で人間の隣りん人じんである。古代から自然に対する畏い敬けいの念は動物にも向けられてきたし、現在でも愛あい玩がんや飼育以外でのふれあいを求める者もいる。人類がまだ未開であるときは脅きよう威いでもあった。

　動物がしゃべるということは夢でもあるが、同時に人間がこれまで行なってきた線引きを崩ほう壊かいさせることでもある。新たな隣人として歓かん迎げいすべきなのか、人間の優越のために排除すべきなのか、この事実を知る人間たちも態度を決めかねているというのが現状だ。




コロニー

　Ａオーヴァードはしばしば他の動物などをまとめ、人間に知られない場所にひとつの社会を築くことがある。これをコロニーと呼ぶ。コロニーは、街の地下やうち捨てられた廃屋、山や森の中に形成される。そのコロニーそのものがワーディングなどのエフェクトによって偽ぎ装そうされている場合もある。

　コロニーには、大たい抵ていその中ちゆう枢すうを成す一個体のＡオーヴァードが存在する。これはコロニーリーダーと呼称される。Ａオーヴァードがコロニー内に複数いる場合、なんらかの役職を負っている場合もある。

　ここでは、とある孤こ島とうに形成されたコロニー、カオスガーデンを紹しよう介かいする。




隔絶の孤島カオスガーデン

　カオスガーデンは、人間社会から隔かく絶ぜつした孤島である。正確な場所は秘匿することが決定され、地図からは抹まつ消しようされた。ＥＸレネゲイドの支配する島であり、そこに人間が入り込む余地はない。そこに棲息する動物たちは、ホッキョクグマ、コアラ、ライオン、オランウータンなど、多種多様である。熱帯性気候に属する島でありながら、その地形ごとに気候が変化しており、生態系の有り様も豊富だ。

　ＵＧＮ内部でも調査続行を望む声があったが、最終的には放置することが決定した。島の危険性によるものもあるが、カオスガーデンに棲息するＡオーヴァードの代表者と交渉した結果とも言われている。





動物たちの楽園



　何故なぜこの島でＡオーヴァードが多数出現しているのかは、謎なぞに包まれている。また、世界各地の動物がこの小さな島に棲息している理由についても不明のままだ。

　Ａオーヴァードたちの中では、この島は動物たちが支配し、共存する伝説の楽園として伝わっている。Ａオーヴァードの中ではこの島は一種の理想郷として伝わっており、この地を目指して旅をする者たちもいる。





トライブ



　カオスガーデンは、ひとつのコロニーであるが、細分化されたＡオーヴァードの集団が複数共存しており、人間と同じような社会が築かれている。この社会単位を〝トライブ〟と呼ぶ。近種ばかりで集まったトライブから、それぞれの特長を生かし、分業化されたトライブまで、さまざまな形態のものが報告されている。

　トライブ間ではお互たがいに干渉しないことが主張されているが、それが徹てつ底ていしているとは言いがたい。縄なわ張ばりを巡る抗こう争そう、食う者と食われる者の生存競争など、争いの種は尽つきない。




カオスガーデンの地形

　カオスガーデンは熱帯性気候の孤島であるといわれる。現在は人間は存在せず、動物たちの楽園となっているカオスガーデンであるが、人間がこの地に立ち入った形けい跡せきがあり、大型の研究施設跡などが残されている。島そのものを利用したバイオスフィア（閉へい鎖さ型がた生態系実験施設）と推測されているが、あくまでも推測の域を出ない。

















研究所跡地



　何らかの研究施設だと思われるが、放棄されて無人となっている。発電施設などは生き残っており、一部のＡオーヴァードが利用している。ここで暮らすローランドゴリラのアルバートは、このネット環境を利用してＭＩＴをはじめとする数々の学位を修得している。





寒冷ドーム



　寒冷地に棲息する動物の飼育施設。無人となった今でも稼か働どうしている。ホッキョクグマやペンギンなど、寒冷地の動物による〝ホワイトランド〟というトライブが支配している。





ヴァベル山



　標高も高く、高山地帯に暮らす動物たちのテリトリーとなっている。また、激しい変異によって伝説上の怪かい物ぶつ（たとえばドラゴンやグリフォン）のようになったＡオーヴァードも棲息している。ここに、カオスガーデンを統すべる主が存在するという噂うわさがある。





ジャングル地帯



　亜あ熱ねつ帯たいのジャングル。おもに南米などのジャングルで棲息する動物たちがいくつかのトライブを形成している。ウアカリやアリクイ、ウォンバットなどの珍めずらしい種類のＡオーヴァードの目撃例も報告されている。





サファリ平原



　大型の草そう食しよく獣じゆうや肉食獣の棲息域。まるでサファリパークのような環境からこの名が付いた。草食獣のトライブと肉食獣のトライブに分かれ、激しい抗争が繰くり広げられていたが、有力トライブである〝レオンキングダム〟で革命が起こり、一時休戦状態となっている。





レッドブックゾーン



　レネゲイドの作用か、多くの絶ぜつ滅めつ種しゆ危き惧ぐ種、もしくは絶滅した動物の報告が確認された地域。環境が現在のものとかけ離はなれているため、オルクス能力者による領域が展開されているものと思われる。モアやニホンオオカミのほか、マンモスや恐きよう竜りゆうなどの報告例もある。




その他のコロニー

　カオスガーデン以外にも、次のようなコロニーが存在する。





シルバーファング



　日本の山中にあるといわれている。元アンチェインの犬、猫など、人間と近い関係にあるＡオーヴァードたちによって構成されるコロニーである。人間には友好的であり、ジャーム化したＡオーヴァードに戦いを挑いどんでいる。





ディープブルー



　太平洋上にある水棲生物たちによるコロニー。人間には不干渉の立場を取っている。





フォレストキャッスル



　西洋の城を模したホテルが廃はい墟きよとなり、そこを根城にするコロニー。その多くが動物虐ぎやく待たいやテリトリーを追われたことで人間を憎にくんでおり、人間を排はい斥せきすることを標ひよう榜ぼうしている好戦的なコロニーである。







[image: カオスガーデンルール　DOUBLECROSS The 3rd Edition]




　ここでは動物のＥＸレネゲイド、ＡオーヴァードをＰＣとしたセッションを行なう際のルールについて解説する。




カオスガーデン：ステージセッティング

　以下に、カオスガーデンで遊ぶ場合のセッティングを記述する。ステージセッティングについては、『ディスカラードレルム』のＰ６を参照すること。




・舞ぶ台たいは、Ａオーヴァードたちがいるコロニーとなる。

・ＰＣは、基本的にＡオーヴァードであることが推奨される。

・Ａオーヴァードは、人間のように意思疎そ通つうができる。また、人間とも会話可能。

・ワークスはワークス表（カオスガーデン）から選せん択たくする。

・カヴァーは通常動物となる。




キャラクター作成

　Ａオーヴァードのキャラクター作成は、以下の通りとなる。





サンプルキャラクター



　本書には五体のサンプルキャラクターが掲けい載さいされている。クイックスタートによるキャラクター作成の際に活用して欲しい。





孤高の狼



　炎ほのおを使う野の良らオオカミのサンプルキャラクターである。


























奔放なる猫



　人間に飼われている、猫ねこのサンプルキャラクター。電でん撃げきを飛ばして攻こう撃げきする。


























戦場の猟犬



　ＵＧＮで教育されたＵＧＮカブズのサンプルキャラクター。拳けん銃じゆうを使用する。


























放浪の鼠



　世界を駆かけ回っているフリーランスのネズミのサンプルキャラクター。


























頂きに立つ鰐



　群れのリーダーであるワニのサンプルキャラクター。白兵戦を得意とする。


























ワークス



　Ａオーヴァードが選択可能なワークスはワークス表（カオスガーデン）に掲載されているもののみである。ＰＣは動物だが、知性は人間と変わらない。ワークスには大ざっぱな分類のみ用意されている。演じたい動物がワークスにない場合は、イメージに近い動物のワークスを選び、カヴァーで名乗るのがよいだろう。
















　カオスガーデンのワークスは、通常と異なり、技能のかわりに動物専用の生体特徴を得る場合がある。これは、人間が持たない牙や翼など、動物の特徴を表わすデータである。基本的に、ワークスで指定された生体特徴を取得する。「生体特徴ひとつ」と書いてある場合、任意の生体特徴をひとつ取得すること。


























技能と装備



　カオスガーデンのＰＣは動物だが、基本的に人間と同じ知性を持ち、同じ行動ができる。ワークスで取得する技能は問題なく使用できる。

　Ａオーヴァードは、基本的にカオスガーデン専用アイテムしか使うことができない。ここでは、Ａオーヴァードの装備と技能について解説する。





技能



　Ａオーヴァード専用の技能として、〈情報：動物〉が追加される。この技能は、Ａオーヴァードや動物たちの間で起こった出来事、事件などの情報を収集する技能である。


アイテム



　Ａオーヴァードは、通常人間の道具は使えないが、自分たちに見合った道具を使用することもできる。カオスガーデンルールで作成されたＡオーヴァードは、本書に掲載されている専用のアイテムを取得することができる。


イージーエフェクト：カオスガーデン



　Ａオーヴァードのみが取得できるイージーエフェクトである。これは、シンドロームに関係なく取得できる。





カヴァー



　カヴァーは動物の種類を表わすものとなる。ワークスと同じものか、より細かい種族のものを選ぶことを推奨する。


例：ワークス／イヌ　カヴァー／オオカミ、ジャッカルなど。







自動取得エフェクト



　カオスガーデンルールで作成されたＡオーヴァードのＰＣは、後に掲載してあるイージーエフェクト《ウィズダムアップ》を取得する。




ライフパス

　Ａオーヴァードのキャラクターには、専用の出自表、経験表、邂かい逅こう表ひようが用意されている。他のステージの表は使用できない。また、経験表はワークスによって選せん択たくできるものとできないものがある。以下を参照すること。





経験表（人間社会）表



　人間と関わった経験についてまとめた表である。Ａオーヴァードであれば誰だれでも振ふることができる。


経験表（野性）表



　野生の中で育った経験についてまとめた表である。


経験表（組織）表



　組織の中で育った経験についてまとめた表である。カブズに所属するＡオーヴァードはこの表を振ること。











































ステージ専用データ

　カオスガーデン専用データについて解説する。





イージーエフェクト



　以下にＡオーヴァード専用のイージーエフェクトを掲載している。


























アイテム



　以下にＡオーヴァードが使用できるアイテムを紹しよう介かいしている。






























































生体装備



　動物が持つ特徴を表わすデータ。Ａオーヴァード以外取得することはできない。ワークス表に従って取得するか、《マルチフィーチャー》の効果でのみ取得できる。





パーソナリティーズ



　以下にＡオーヴァードと関係があるパーソナリティーズを紹介している。シナリオに登場するＮＰＣとして、あるいはロイスを結ぶ相手として活用して欲しい。






























































オーガニゼーション



　以下にＡオーヴァードに関係する組織をいくつか紹介する。シナリオに登場するＮＰＣの所属組織、あるいはＰＣの所属組織として活用して欲しい。


























エネミー



　以下にＡオーヴァードを中心としたエネミーのデータを掲載する。シナリオの障害のひとつとして活用してほしい。
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Ａオーヴァードで遊ぶことについて

　このカオスガーデンステージガイドには、ふたつのルールが存在する。ひとつはカオスガーデンというステージにＰＣが参加してセッションを遊ぶというシナリオの舞ぶ台たいを広げるもの、もうひとつがＡオーヴァードと呼ばれる特とく殊しゆなレネゲイド能力者のキャラクターで『ＤＸ３』を遊ぶというものだ。

　ここまでのカオスガーデンステージガイドでは主に前者のシナリオの舞台としてのカオスガーデンというステージの紹しよう介かいをしてきた。本ほん項こうではプレイエイドとしてＡオーヴァードのキャラクターを導入するということについて解説していく。

　本書掲けい載さいのリプレイがそうであるようにカオスガーデン以外のステージにもＡオーヴァードのコロニーは存在している。たとえば、Ｋ市にもチェシャーがいるし、ジーアール（リプレイ参照）やカルメンといったエージェントたちはどのステージでも活かつ躍やくできるだろう。むろん、そのまま導入できるというわけではない。Ａオーヴァードは基本的に人間ではない。そういうキャラクターを扱あつかうには注意が必要になる。





ＡオーヴァードのＰＣ



　Ａオーヴァードのキャラクター作成が追加されたことによって、Ａオーヴァードと通常のオーヴァードが一いつ緒しよに活躍するセッションというのも可能となる。

　当たり前の話だが、基本的にシナリオはＰＣが人間であることを前提として記述されている。人間とのコミュニケーションが可能であっても、Ａオーヴァードは動物であり、そのことでシナリオの進行に齟そ齬ごが出るケースは十分考えられる。Ａオーヴァードでプレイする場合、プレイヤーはＧＭとハンドアウトやシナリオ内容についても相談すること。





パーソナルデータの決定



　キャラクターシートには、年ねん齢れいや性別、身長体重などのパーソナルデータを書き込む欄らんがあるが、この欄は人間向けに作られている。動物の年齢、身長体重はその種によってバリエーション豊かであり、明確に決めるのは難しい。イメージできる範囲で適当に決めること。特に年齢は人間でいう二十歳はたちぐらいというような人間に相当して考えてもよいだろう。





Ａオーヴァードに対する迫害



　都市のコロニーを舞台にした場合、動物は人間社会の慣習や法律に縛しばられず、自由に行動できる。その一方で、法の保護は当てにできないし、ことによっては問答無用に捕とらえようとする者がいるかもしれない。また、特定の動物にアレルギー症しよう状じようを起こしてしまうというキャラクターや生来特定の動物が好き／嫌きらいというキャラクターもいることだろう。

　これらの人間のオーヴァードではありえない状じよう況きようが発生することについてはプレイヤーの自覚も必要になる。





ロイス



　Ａオーヴァードは、人間と動物の双そう方ほうとコミュニケーションを取ることができる。コミュニケーションが取れるということはロイスを結ぶことができるということだ。ロイスを結んだ相手がＡオーヴァードとしての正体を知っているのかどうかは重要なことだ。人間同士であっても、オーヴァードとしての正体が相手に知られればタイタスになることも珍めずらしくはないのだ。動物ならば、その反応はより激しくなるだろう。





人間への擬態



　ＡオーヴァードのＰＣは、《擬ぎ態たいの仮面》など、人間に擬態するエフェクトを持っておくといろいろと便利である。取得を強く推すい奨しようする。





動物としての振る舞い



　Ａオーヴァードは、動物である。動物は本能で行動するとされている。Ａオーヴァードも本能に動かされるだろう。しかし、その本能は抑よく制せいできるものである。たとえば、猫ねこのＰＣが獲え物ものとなるネズミを見つけたとき、これを思わず襲おそって食べてしまうこともあるし、本能を抑制して押さえることもできる。プレイヤーの演出の範はん囲いに任される。「動物だから」という理由で無意味に他のＰＣを攻こう撃げきしたり、セッションの進行を妨ぼう害がいするのはよくないロールプレイであるので気をつけよう。





まとめ



　Ａオーヴァードは刺し激げき的な特とく徴ちようをもつデータである。だがそれ故ゆえに、セッションへの導入に際しては、ＧＭおよび他のプレイヤーの理解と協力は不可欠となる。ＡオーヴァードのＰＣを楽しむために参加者内でキチンと打ち合せをしておくべきだろう。







　　　　おわりに ～ハンドアウトの、もう片方～




　四頭の動物と、ひとりの少女、（そしてこのＧＭ）の物語、いかがでしたでしょうか。




　当日のプレイでは、プレイヤー皆さんに助けていただいてばかりでした。色々うまくいったか不安なのですが……。しかし、今回の〝物語〟は、プレイヤー皆さんの演じるキャラクター──誇り高く愛らしいオオカミの四狼、ディアーナの健気さと必死さ、メイビィの王者のふるまいとその王国、爆笑しつつ考えさせられるジーアール──だけでも、十分過ぎるほど魅力的であることは、読んでくれた皆さんも感じていただけたのではないでしょうか。

　いまから二五年ほど昔。ＴＲＰＧリプレイというものを書こうとしたとき以来、いつもなのですが……ＴＲＰＧの魅力は、やはり小説や映画のそれとは違うと、つくづく感じます。




　本書リプレイを読み「動物ロールプレイ」に魅力と可能性を感じた方もいらっしゃるかもしれません。動物を主題としたＴＲＰＧは、海外タイトルも含めていくつかあるのですが、動物の立場で物事を考えたり、人間と違う身体による行動など、「他の自分を体験できる」ＴＲＰＧという意味からも、大変面白いテーマです。

　加えて「カオスガーデン」には「知性を得た動物」「獣でないものへ変化する獣」を劇的に描くという要素があります。『ＤＸ３』のステージなのだから当たり前といえば当たり前……なのですが、逆の視点から見れば、まさしく「新しい『動物ものＴＲＰＧ』」です。

　基本的に『ＤＸ３』ルールブック１、２の二冊と本書があれば「カオスガーデン」をプレイできます。ぜひルールブックのほうも手にとってみてください。

　従来の『ＤＸ３』と合わせる形で、「人間と動物の混成チーム」も可能です。本書リプレイとはまた違う──動物と人間のコンビの活躍など、私も楽しい想像が尽きません。




「ハンドアウト」システムは、リプレイ本編で語っているように、私にとっても、劇的で素晴しい発明に思え、企画のあいだやプレイ中も、なにやら熱く語ってしまったのですが、セッション後、鈴吹太郎さんから〝もうひとつの意味〟を伺いました。

「あれは〝信頼関係〟を築くためのシステムであり、また信頼あってこそのものなんだよ」

　私自身は「ＰＣがいきなり死ぬところからはじまるオープニングもできる」という、いっけん派手なところに目を奪われていたのですが、鈴吹さんはこう語られます。

「〝きみは死ぬ〟という極端な状況から開始されても、そこに面白いシナリオが用意してあり、きみのキャラクターは活躍できる。そういう約束をこめてＧＭはハンドアウトを用意するし、プレイヤーもそれを信じて受け取る。そういう信頼関係がそこにあるんだよ」

　この数ヶ月『ＤＸ３』に取り組み、あの日、プレイヤーの皆さんと共にこの物語を紡いだ後なら、たしかにその言葉の意味が、しみじみと実感できます。受け取ったプレイヤーの人がどう取り組んでくれるか、私自身も楽しみながらハンドアウトを作成していました。

　このリプレイは、一九八〇年代からＴＲＰＧをプレイしてきた、いわば「古いＴＲＰＧユーザー」である私が『ＤＸ３』という新しいＴＲＰＧに挑戦した物語でもあります。この新しくて（そしてなにより面白い！）『ＤＸ３』を、私のような昔からのＴＲＰＧファンもプレイしてくれるきっかけにもなってもらえれば、そんなことも願っています。

　そして……あなたの新しい〝物語〟が生まれるなら、それに勝る喜びはありません。


（二〇一一年　暑い夏のなかで　藤浪智之）









　最後に。リプレイ執筆にあたり、多くの皆様のご助力を受けました。

『ＤＸ３』デザイナー矢野俊策さんをはじめ、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の鈴吹太郎さん、しのとうこさん、藤井忍さんはもちろん。Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の磯田暁生さんからは多くの貴重なご助言をいただきました。富士見書房の萩原さんには担当編集のみならず、テストプレイにも参加いただきました。中村やにおさんには、テストプレイのほか、シナリオ敵データ作成、本文の執筆でも、ご助力をいただきました。他にも挙げきれない皆様に、本当に感謝します。

　今年の冬には、中村やにおさんによる『ＤＸ３』の新しいステージ、巨大学園（！）『オーヴァード・アカデミア』リプレイが開始されるとのこと。私も楽しみにしています。
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